
０１ 
題 材 名 オリエンテーション／「こんなところが同じだね」【話・聞】（第１時／全１時間） 
目  標 様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、話や文章の中で使うことができる。（知・技） 
学習の流れ 

教師の働きかけ 児童の活動
15 
分

３
分
３
分

５
分

５
分

６
分

６
分
２
分

①オリエンテーション
「国語の学びを見わたそう」を黒板に書く。p４学習を見わた
し、進んで学習できるようにする。
○３つのカテゴリー
【話す・聞く】伝えたいことをはっきりさせてわかりやすく
伝える。話をしっかり聞いて自分の考えをもつ。
【書く】相手に伝わるように目的をはっきりさせて書く。
【読む】気持ちを考えて読み、感想をもつ。
○漢字 202 字（授業 40 日だと１日当たり５個。４年の漢字を
読めて３年までの漢字を使えるようにする。
②「こんなところが同じだね」を黒板に書く。p10
○【話す・聞く】を意識しながら授業を進める
③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。

・ワークシートを配付し、書き込ませる。
・声を合わせて読ませる。
④教材文を読み、活動の流れを確かめて、２人一組になって
２分間で共通点を探させる。

○ボキャブラリーを増やせるように、正しい発音やイントネ
ーションで話せるように、～に～がなどの助詞に気を付け
て話せるように指導する。

⑤二つの組で４人グループを作り、５分間でできる だけ多く
の共通点を探させる。

○④と同様の点に留意する。
⑥みんなに教えたい共通点を発表し合わせる。
○いろいろな視点が増えるように子どもから意見を聞く。
（例；服の色、時計の色、持ち物、好きなキャラクターな
ど）

○人権に意識しながら共通点を挙げさせる。その上で、いろ
いろな視点でものをとらえ、わかりやすく伝える大切さを
感じられるようにする。

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。
信・達・飛・席・建（５字目／202 字中）
⑧次時の予告をする。

③ワークシートに丁寧（１画を
意識して中心線にまっすぐ）
に書く。大きな声でなくてよ
いので、ゆっくりと正しい発
音で読む。

④２人一組になって２分間で
共通点を探す。

⑤４人一組になって２分間で
共通点を探す。記入例「形の
上で目じるしとするもの」

⑥共通点を発表する。「私のグ
ループも…」など、同じかど
うかや付けたしをしながら
話す。

⑦筆順、「とめ・はね・はらい」
を意識して練習する。

指導のポイント 
○学習の進め方に関して
・オリエンテーションに時間をかけ、「何のために学ぶか」を感じられるようにすると共に、「学
んだことが使える」ことが求められていることを理解できるように常にはたらきかける

・【話す・聞く】【書く】【読む】のどの学習かをはっきりさせておくと子どもはそれに向かって
学習を進めやすい。

○漢字学習について
・１日２個を例にとり、授業中に指導を行う。週５個のペースで行うと補習校の学習中に終わるこ
とを伝える。漢字学習は、学習進路と関係なく進めることができることを、子どもにも保護者に
も理解してもらえると、１日１個でも２日ごとに２個でもその子のやり方に合わせて進めること
ができる。理解がもらえたら、p152「この本で習う漢字」５つずつ区切り、進路を確定する。

・授業中に採りあげる漢字は、その日扱う漢字を前から２つ取り上げてもよいし、筆順が難しい漢
字や字形を取りにくい漢字を取り上げてもよい。指導案では、指導したい２字を□囲みしておく
。筆順や基本に忠実な文字、逆に難しい字を□囲みした。取り上げ方で子どものやる気にかかわ
るので留意する。

・漢字の多くは「上から下、右から左に書く」「部首などのパーツの組合せ」「とめ・はね・はら
いはきれいに見せるため」など、コツや意義を合わせて伝えると意欲が持続する。

・奇数時間に漢字練習を位置づけているが、その日の適当な時に指導する。
・表記例 信・達・飛・席・建（５／202）←達・飛を指導することを推奨。５／202は、202字指
導する中で５字目までが記されていることを意味する。

友だちとの共通点をさがそう  



０１ 

題 材 名  オリエンテーション／「こんなところが同じだね」【話・聞】（第１時／全１時間） 

目  標  様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、話や文章の中で使うことができる。（知・技） 

領 域 等  A 話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

① 題材名「こんなところが同じだね」を黒板に書

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「図書館で必要な情報をさがそう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

④友達との共通点をさがさせるようにする。目に見えないもの（性格、

好きな人など）を挙げるのはよいが、あとから発表してみんなが知っ

たり、言われて嫌なことがあったりするとよさが際立たない。

⑤今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

 
 

 
 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

◎
３
つ
の
学
習 

 
 
 

【
話
す
・
聞
く
】 

 
 
 

【
書
く
】 

 
 
 

【
読
む
】 

 

◎
漢
字
202
字 

 
 

 
 

１
日
５
つ
で
40
日
＋
２
文
字 

 
 

 
 

学
習
の
進
み
方
と
は
別 

 
 

 
 

学
校
で
２
文
字
。
自
分
で
３
文
字
。 

  
 

 
 

こ
ん
な
と
こ
ろ
が
同
じ
だ
ね 

 

友
だ
ち
と
の
共
通
点
を
さ
が
そ
う
。 

 

 
 ◎

共
通
点 

 
 

・ 

    

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

⑧次時の予告をする。  

「次の時間は、『春のうた』を学習します。」 
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２  
題 材 名  「春のうた」（第１時／全１時間） 

目  標  ・春の訪れを喜ぶかえるの気持ちを、叙述をもとに想像できる。  

・言葉のリズムを楽しみながら声に出して読める。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「春のうた」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

・学習シートに目標を書き込む。 かえるの様子や気持ちを想像しよう。  

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

③ かえるが見た「土の中」と「地上」とを対比させながら、  開 地

上の春のイメージを思い浮かべさせる。  

・見えるもの（もの、色など）  

・感じるもの（あたたかさ、風、においなど） 

 

④  詩の特徴や感じたことなどについて話し合わせる。 

・言葉の表現に着目し、水や風の表 し方を楽しむ。 

・詩を微音読し、かえるが土の中

から出てきたことを知り、その

時に見えたものや感じたことな

どを想像し話し合う。 

 

・「ほっ」から感じることを話し

合う。 

終

末

15 

分 

⑤ 視写をさせる。 

・漢字が使われていないことや、気づいたことなどを話 し合いなが

ら詩のイメージを膨らませて音読に生かす ようにする。 音読をさせ

る。 

・声の大きさや抑揚のつけ方、読む速さに気をつけて音読するよう気

をつける。 

⑥  かえるの気持ちを想像し、ノートにまとめさせる。   

 

⑦  次回の学習の内容を伝える  

「音読の工夫を考えながら読むこと」 

・学習シートを活用し、丁寧に書

き写す。 

 

 

・春の訪れを喜ぶかえるの気持ち

を感じて読む。 

・かえるの気持ちを学習シートに

まとめる。 

指導のポイント 

○ 春のイメージを豊かに読み取らせる。  

・自分の思い浮かべた春のイメージを意識して、「春のうた」を読み取らせたい。春のイメージを豊 かにす

るため、「自然･生き物」「行事・出来事」「春の気分」などの観点を与える。 

○ 詩の構成と特徴を生かした指導に努める。  

・冬の間土の中にいたかえるが地上に出てきて、春を喜びこれからの生活への期待感に満ちている様子が描

かれている。冬の様子との対比、かえるの顔の表情の変化、かえるの見たものを想像させる などを手だ

てとして、叙述から情景を豊かに読み取らせていきたい。 

 

 



 

板書例 

 



春 の う た  

４ 年  組  氏 名 （           ）  

 

  目 標    

 

    冬 、 土 の 中 に い る と き  

   

    春 、 土 の 中 か ら 出 て き た と き  

   

 

     「 ほ っ 」                     み ず は つ る つ る                か ぜ は そ よ そ よ  

      

 

    詩 を 写 し ま し ょ う 。                                           か え る の き も ち  

    

 



春 の う た  

４ 年  組  氏 名 （           ）     例  

 

  目 標   春 の 訪 れ を 喜 ぶ か え る の 気 持 ち を 、 叙 述 を も と に 想 像 で き る こ と 。  

 言 葉 の リ ズ ム を 楽 し み な が ら 声 に 出 し て 読 め る こ と 。  

 

 

    冬 、 土 の 中 に い る と き  

  ・ ミ ミ ズ や も ぐ ら に 会 っ た 。  ・ 真 っ 暗 で 冷 た か っ た 。  ・ 雨 が し  

み こ ん で き た 。  ・ 車 が 通 る と ゴ ー ゴ ー と 音 が 響 い て 聞 こ え た 。  

 

    春 、 土 の 中 か ら 出 て き た と き  

  ・ 太 陽 の 光 が ま ぶ し か っ た 。  ・ い ろ い ろ な 色 が 見 え た 。  

 ・ 風 が 気 持 ち い い 。   ・ 虫 の 声 や 水 の 音 が 聞 こ え た 。  

 ・ 動 い て い る も の に 驚 い た 。  

 

 

     「 ほ っ 」                      み ず は つ る つ る                か ぜ は そ よ そ よ  

  ・ 光 を 感 じ て あ た た か  

い な 。  

 ・ 明 る く て 安 心 し た  

な 。  

  ・ 土 の 中 で は 上 か ら 水 が

垂 れ て き た の に 、 地 上 で  

は 川 が 流 れ 、 葉 か ら 水 が  

こ ぼ れ 落 ち る の に 、 驚 き  

喜 ぶ 様 子 。  

  ・ 草 の 間 を 抜 け て く  

る 風 が 心 地 よ く 感 じ  

る 。  

 

    詩 を 写 し ま し ょ う 。                                       か え る の き も ち  

    ・ 地 上 に 出 る と 、 い  

ろ ん な 色 が 見 え る し 、

明 る い し 、 暖 か い 。 い

ろ ん な 生 き 物 に 会 え る

し 、 何 よ り も 楽 し い 。

 



３  
題 材 名  「白いぼうし」（第１時／全４時間） 

目  標  情景描写や人物描写に気をつける読み方を知り、作品をより楽しんで感想を深める。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「白いぼうし」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

・学習シートに目標を書き込む。  物語のあらましをつかもう  

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

③  範読を聞きながら、新出漢字や分からない言葉に振り仮名や印を

つけさせる。 

 

④  新出漢字の練習をさせる。  

 

⑤  一人で黙読をさせる。  

・松井さんの家族はどんな方がいるのかな。  

・夏みかんの木を想像してみよう。 

・もぎたての果物が放つ香りってどんな感じかな。  

・いなかのおふくろ（松井さんのお母さん）の気持ちを想像しよ

う。 

・教師が読むのを聞き、物語を楽

しむと同時に、わからない漢字

に振り仮名を振る。 

・学習シートを活用し、新出漢字

を練習する。 

・黙読をし、物語を楽しみながら

主人公の心を読み取ったり蝶の

気持ちを考えたり、物語の不思

議な場面を楽しんだりしながら

読み進める。 

終

末

15 

分 

⑥ 感想を書かせる。 

 

⑦  感想を発表させる。 

  

⑧ 次回の学習の内容を確認する。 

「登場人物について考える」 

・感想を学習シートに書く。 

 

・発表をし、抱いた気持ちを共有

する。 

指導のポイント 

○ 児童の感想から指導計画を組む。  

・①夏みかん ②たけのたけお君の白いぼうし ③女の子 ④聞こえてきた不思議な声 の 4 つの点を分け

ながら板書をしていき、抱いたイメージを共有させていくことで、物語を深める。  

・松井さんの人柄と、色やにおいから情景を想像して学習を進める。 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 



白 い ぼ う し   １  

４ 年  組  氏 名 （            ）  

 

 目 標   

 

 

の こ

残 る       

 

し ん ご う

信 号      

 

か  

変 わ る      

 

お  

置 く      

 

と  

飛 び 出 す      

 

う ん て ん せ き

運 転 席      

 

あ た
辺 り      

 

な  

菜 の 花      

 

わ ら
笑 い      

 

い ん し ょ う

印 象      

 

読 ん だ 感 想 を 書 き ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 



白 い ぼ う し   １  

４ 年  組  氏 名 （            ）  

 目 標   情 景 描 写 や 人 物 描 写 に 気 を つ け る 読 み 方 を 知 り 、 作 品 を よ り 楽 し ん で 感 想 を 深  
め る 。  
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残 る     

の こ
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残 る     
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残 る    
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信 号  
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か  
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か  

変 わ る  
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お  
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お  

置 く    

お  

置 く  

 

と  

飛 び 出 す     

と  

飛 び 出 す     

と  

飛 び 出 す     
と  

飛 び 出 す    

と  

飛 び 出 す  

 

う ん て ん せ き

運 転 席     

う ん て ん せ き

運 転 席     

う ん て ん せ き

運 転 席     

う ん て ん せ き

運 転 席    

う ん て ん せ き

運 転 席  

 

あ た
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あ た
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あ た
辺 り     

あ た
辺 り    

あ た
辺 り  

 

な  

菜 の 花     

な  

菜 の 花     

な  

菜 の 花     

な  

菜 の 花    

な  

菜 の 花  

 

わ ら
笑 い     

わ ら
笑 い     

わ ら
笑 い     

わ ら
笑 い    

わ ら
笑 い  

 

い ん し ょ う

印 象     

い ん し ょ う

印 象     

い ん し ょ う

印 象     

い ん し ょ う

印 象    

い ん し ょ う

印 象  

 

読 ん だ 感 想 を 書 き ま し ょ う 。  

  ・ な ん か 、 自 分 も 見 た こ と の あ る 景 色 の よ う な 気 が し た 。  

 モ ン シ ロ チ ョ ウ が 黄 色 い 夏 み か ん に な っ て い た ら 、 男 の 子 は  

 驚 い た だ ろ う け ど 、 き っ と 大 人 に な っ て も 忘 れ ら れ な い 記 憶 に  

 な っ て い る か も し れ な い 。  松 井 さ ん っ て 優 し い な 。  私 も  

 松 井 さ ん の よ う な 大 人 に な り た い な 。  

 

 



４  
題 材 名  「白いぼうし」（第２時／全４時間） 

目  標  情景描写や人物描写に気をつける読み方を知り、作品をより楽しんで感想を深める。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「白いぼうし」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

・学習シートに目標を書き込む。 

 松井さんの人柄や心情の変化を読み取ろう。  

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

③ 第一意味段落を読み、松井さんの行動から人柄などを想像

させる。 

また、お母さんの気持ちなども想像させる。 

 

 

 

 

④ 第二意味段落を読み、松井さんの行動から人柄などを想像

させる。 

・にこにこと紳士と話す松井さんの様子か

ら、その人柄を想像する。 

・「速達で送ってくれたのです。」と喜ぶ

松井さんの心情を読み取る。 

・「一番大きいのを車に乗せてきたという

松井さんの思いを想像する。 

・夏みかんを送った母の気持ちを考える。

・はっとしてアクセルから足を離した松井

さんの気持ちを考える。 

・小さなぼうし、ため息をついている松井

さんを想像し、その情景を 寸劇で表し

たり、心情を考え発表 したりする。 

・かたをすぼめて立っていた、松井さんを

考える。 

終

末

15 

分 

⑤ 教科書19頁の最後の行と20頁の1行目～6行目を視写させる

⑥  次回の学習の内容を確認する。 

「女の子と松居さんの様子」  

・白いぼうしの中に夏みかんを入れ石でつ

ばを押さえた松井さんの行動から、気持

ちを読み取る。 

・夏みかんの表現から感じること。 

指導のポイント 

○児童の感想から指導計画を組む。  

・①夏みかん ②たけのたけお君の白いぼうし ③女の子 ④聞こえてきた不思議な声 の 4 つの点を分けな

がら板書をしていき、抱いたイメージを共有させていくことで、物語を深めていく。  

・松井さんの人柄と、色やにおいから情景を想像して学習を進めていく。  

○比喩表現と色彩、においに着目させる。  

・視写をさせて、比喩表現や色彩、においの表現から、その背景にある情景描写を感じさせる。  

 

 



板書例 

 

19
頁
の
最
後
の
行
と
20
頁
の
1
行
目
～
6
行
目 



白 い ぼ う し  ２  

４ 年  組  氏 名 （            ）  

 

 目 標   

  第 一 場 面  

   松 井 さ ん の せ り ふ    松 井 さ ん の 気 持 ち    お 母 さ ん の 気 持 ち  

  も ぎ た て な の で す 。    

 速 達 で 送 っ て く れ ま  

し た 。  

 

 に お い ま で わ た し に  

と ど け た か っ た の で し  

ょ う 。  

 

 

  第 二 場 面  

   は っ と す る        → 

 

   つ ま み 上 げ る       → 

 

    た め 息        → 

 

    か た を す ぼ め て   → 
 

  

 

  夏 み か ん に 白 い ぼ う し   → 

 

  石 で つ ば を お さ え ま し た   → 



白 い ぼ う し   ２  

４ 年  組  氏 名 （            ）  

 目 標   松 井 さ ん の 人 柄 や 心 情 の 変 化 を 読 み 取 ろ う 。  

  第 一 場 面  

   松 井 さ ん の せ り ふ    松 井 さ ん の 気 持 ち    お 母 さ ん の 気 持 ち  

  も ぎ た て な の で す 。  ・ ふ る さ と の 青 空 が 浮

か ん で く る な ぁ 。  

・ い い に お い だ な ぁ 。

・ 田 舎 を 思 い 出 す な 。

・ す ぐ に 送 っ て あ げ た い 。  

・ ふ る さ と の 景 色 を 送 っ て あ げ た

い 。  

 速 達 で 送 っ て く れ ま  

し た 。  

・ お 母 さ ん は 優 し い な

ぁ 。  

・ お 母 さ ん の 気 持 ち が

伝 わ る な ぁ 。  

 

・ 少 し で も 早 く 届 け て あ げ た い 。

・ 香 り が 無 く な ら な い う ち に 届 け

た い 。  

 に お い ま で わ た し に  

と ど け た か っ た の で し  

ょ う 。  

・ お 母 さ ん の 笑 顔 が 浮

か ん で く る な ぁ 。  

・ お 母 さ ん の 気 持 ち ま

で 一 緒 に 届 く よ う だ  

な 。  

・ こ の 香 り と 一 緒 に 、 田 舎 の 空 気

や 景 色 も 送 り た い 。  

  第 二 場 面  

   は っ と す る        → 帽 子 が 落 ち て い る と い う こ と は 子 ど も が い る 。 危 険 だ ！  

 

   つ ま み 上 げ る       → 名 前 が 書 い て あ る か な 。 何 歳 ぐ ら い の 子 か な 。  

 

    た め 息        → 幼 稚 園 の 子 が つ か ま え た 蝶 を 逃 が し て し ま っ た 。  

 

    か た を す ぼ め て    → 子 ど も の こ と を 考 え る と 、 逃 が し て し ま っ た こ と を 反  

                               省 し て い る 。  
 

    運 転 席 か ら 取 り 出 し た の は 、 あ の 夏 み か ん で す 。 ま る で 、 あ た た か い 日 の 光  

を そ の ま ま そ め つ け た よ う な 、 見 事 な 色 で し た 。 す っ ぱ い 、 い い に お い が 、 風 で  

辺 り に 広 が り ま し た 。  

 

  夏 み か ん に 白 い ぼ う し   → 子 ど も に と っ て の 蝶 と 松 井 さ ん に と っ て の 夏 み か  

   ん は 同 じ く ら い の 価 値 が あ る 。  

 

  石 で つ ば を お さ え ま し た   →  飛 ん で い か な い よ う に 、 転 が っ て い か な い よ う に 、

   帽 子 が 飛 ん で ば れ な い よ う に ｡ 

 



５  
題 材 名  「白いぼうし」（第３時／全４時間） 

目  標  情景描写や人物描写に気をつける読み方を知り、作品をより楽しんで感想を深める。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「白いぼうし」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

・学習シートに目標を書き込む。 

 女の子と松井さんの様子を読み取ろう  

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

③  教科書２０頁の７行目からの場面を読み進めさせる。  

・不思議な女の子について、自分なりの考えをもたせる。  

・なぜ突然表れ、突然消えたのか。 

・松井さんの女の子に対する対応から人柄を読み取る。 

・男の子があらわれた時の女の子の慌てぶりなどから、女

の子の実態などを話し合う。   

・男の子が夏みかんを見つけたときの様子を想像している 

松井さんの様子から、人柄を考える。 

 

④ 場面に応じて、ロールプレイングを行ったり、寸劇を取り

入れて表現したりしながら、場面を深く読み取らせる。  

・女の子が突然後部シートに現れたことや

「四角い建物ばかり」という言葉遣い、

更に男の子の出現に対する慌てぶり、突

然の消失などから、女の子の正体などに

ついて考えをもち、話し合う。 

・女の子に対応する松井さんの様子や、男

の子の様子を想像する松井さんなどから

人柄について話し合う。 

 

・言葉で表現ができない場合は、寸劇やロ

ールプレイングで表現し、その場面の情

景を描き出してい く。 

 

終

末

15 

分 

④  感じたことを学習シートに書かせていきながら、音読の

コツに生かせるような手だて作りにさせる。  

 

⑤ 次回の学習の内容を確認する。  

「音読会を開く」 

・自分の考えを学習シートに書き込みをし

、次回の音読発表会に生かしていく。 

指導のポイント 

○不思議な女の子について  

・不思議な女の子について自分なりの考えをもたせる。  

○松井さんについて  

・松井さんの楽しい想像の様子から松井さんの人柄を想像していく。不思議な登場をした女の子に驚かず、

白いぼうしを空けたときの男の子のことを楽しく想像しているところから、松井さんの人柄を記入させ

る 

 

 



板書例 

 



白 い ぼ う し ３  

四 年  組  氏 名 （            ）  

 

 目 標   

 

    女 の 子 の こ と が わ か る 場 面 を 抜 き 出 し 、 自 分 の 考 え を 書 き ま し ょ う 。  

     女 の 子 の 場 面  自 分 の 考 え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

    松 井 さ ん の 人 柄 が わ か る 場 面 を 抜 き 出 し 、 自 分 の 考 え を 書 き ま し ょ う 。  

    松 井 さ ん の 場 面  自 分 の 考 え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



  白 い ぼ う し   ３          記 入 見 本 例  

四 年  組  氏 名 （            ）  

 

 目 標   情 景 描 写 や 人 物 描 写 に 気 を つ け る 読 み 方 を 知 り 、 作 品 を よ り 楽 し ん で 感 想 を 深  

め る 。  

 

    女 の 子 の こ と が わ か る 場 面 を 抜 き 出 し 、 自 分 の 考 え を 書 き ま し ょ う 。  

  女 の 子 の 場 面  自 分 の 考 え  

   ・ タ ク シ ー の 中 、 後 部 座 席  

 

 

 

                                  

   ・ 突 然 消 え た 女 の 子  

 

 

 

 

 

 

・ 突 然 現 れ た 女 の 子 は 、 い っ た い 誰 な ん だ ろ う 。

モ ン シ ロ チ ョ ウ の 妖 精 な の か な 。 ふ ん わ り と し

 た 感 じ の 絵 が 描 い て あ る か ら 、 本 物 の 人 間 の 女

 の 子 じ ゃ な い か も し れ な い 。  
 
 

・ す ご く 不 思 議 な 感 じ 。 松 井 さ ん も 特 に 驚 い て 

い な い し 、 お 化 け と か じ ゃ な い 。 き っ と 、 モ ン  

シ ロ チ ョ ウ の 妖 精 か も し れ な い 。  
 
 
 

 

                             

   松 井 さ ん の 人 柄 が わ か る 場 面 を 抜 き 出 し 、 自 分 の 考 え を 書 き ま し ょ う 。  

   松 井 さ ん の 場 面  自 分 の 考 え  

   ・ 夏 み か ん の い い か お り  

 

 

 

   ・ 夏 み か ん を 帽 子 の 中 に  

  お い た  

 

 

 

   ・ 不 思 議 な 声  

 

 

 

 

 

・ お 母 さ ん 思 い の 優 し い 人  

・ 田 舎 へ 帰 る と 、 き っ と お 母 さ ん の 肩 を も ん で 

あ げ た り し て い る と お も う 。  
 

・ モ ン シ ロ チ ョ ウ を つ か ま え た 男 の 子 の 思 い  

を 壊 さ ず に 、 夏 み か ん を 見 つ け た と き の 驚  

き と し て 置 き 換 え た な ん て 、 す て き な 考 え  

を す る 人 だ な 。  
 

・ モ ン シ ロ チ ョ ウ が 仲 間 が 、 松 井 さ ん に 助 け ら 

れ た モ ン シ ロ チ ョ ウ に 、 よ か っ た ね 、 と 言 っ 

て い る じ ゃ な い か な 。  
 
 

 

                                      



６  
題 材 名  「白いぼうし」（第４時／全４時間） 

目  標  情景描写や人物描写に気をつける読み方を知り、作品をより楽しんで感想を深める。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「白いぼうし」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

・学習シートに目標を書き込む。 

 様子が表れるように音読しよう。  

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

③  教科書２２頁６行目から最後まで読ませる。  

 

 

 

④ 女の子が消えた場所との関連を見つけ、女の子の正体を考  

えさせる。 

・車は止まらず走り続けているのに、消えた女の子をとら

えさせる。 

 

⑤ 「よかったね。」「よかったよ。」の音読の工夫を考えさ

せる。 

・シャボン玉のはじけるような、小さな小さな声を考えさ

せる。 

・場面を把握するために全員で読む。 

・情景描写を楽しむために、自分ひとりで

読む。 

 

・女の子の正体を話し合いながらつかんで

いく。 

 

 

 

・蝶の声をどんな風に表現するかを話し合

う。 

・練習した後、発表する。 

終

末

15 

分 

⑥  指示語（こそあど言葉）に印をつけ、その言葉がさして

いることをとらえさせる。   

⑦  最後に、この物語を読んで心に残ったことを書かせる。 

 

⑧  次回の学習の予告をする。  

「漢字の広場」に入る。 

・指示語が指している内容をつかむ。 

 

・学習シートに、読み終えた感想を書く。

指導のポイント 

○受けとり方のちがいの交流  

・児童によっては、受けとり方のちがいが出てくる。それぞれの思いを交流するための話し合いの場を持

つ。  

○白いぼうしの振り返りをする。  

・学習を振り返り、物語のおもしろさはどんなところにあるのかを自分なりにまとめる。 

 

 



板書例 

 

22 頁６行目



白 い ぼ う し  ４  

４ 年  組  氏 名 （            ）  

 

 目 標   

 

   女 の 子 は ど う し て 消 え た の で し ょ う 。 自 分 の 考 え を 書 き ま し ょ う 。  

  

 

 

 

 

 

   こ の 物 語 を 読 み 終 え て 、 ど ん な こ と が 心 に 残 っ て い ま す か 。 書 い て み ま し ょ う 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



白 い ぼ う し   ４  

４ 年  組  氏 名 （            ）  

 

 目 標   情 景 描 写 や 人 物 描 写 に 気 を つ け る 読 み 方 を 知 り 、 作 品 を よ り 楽 し ん で 感 想 を 深  

め る 。  

 

   女 の 子 は ど う し て 消 え た の で し ょ う 。 自 分 の 考 え を 書 き ま し ょ う 。  

   ・ 女 の 子 が 突 然 現 れ た 時 も 驚 い た と 思 う 。 女 の 子 が 消 え た と き も 同 じ よ う に  

    驚 い た と 思 う 。  後 か ら モ ン シ ロ チ ョ ウ の 群 れ が 見 え て 、 よ か っ た よ 、 よ か  

    っ た ね 、 と い う 声 が 聞 こ え て き た の は 、 き っ と 女 の 子 は モ ン シ ロ チ ョ ウ の 妖  

    精 だ っ た ん だ と 思 う 。 だ か ら 、 松 井 さ ん に 助 け ら れ て 喜 ん で い る 様 子 や 、 仲  

    間 の モ ン シ ロ チ ョ ウ と 再 会 で き て 喜 ん で い る 様 子 が 書 か れ て い る ん じ ゃ な い  

  か な と 思 う 。  

 

   こ の 物 語 を 読 み 終 え て 、 ど ん な こ と が 心 に 残 っ て い ま す か 。 書 い て み ま し ょ う 。  

   ・ モ ン シ ロ チ ョ ウ の 妖 精 は 、 な ん だ か 不 思 議 な 感 じ が す る け ど 、 モ ン シ ロ チ  

    ョ ウ の 話 を 通 し て 、 小 さ な 生 き 物 の 命 の 大 切 さ を 感 じ た 。 そ れ に 、 松 井 さ ん  

    は 大 人 な の に 、 モ ン シ ロ チ ョ ウ や 男 の 子 に 対 し て 優 し い し 、 お 母 さ ん 思 い の  

    方 だ っ た 。 そ ん な 大 人 に な り た い と 思 い ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 



０７ 

題 材 名  「図書館の達人になろう」（第１時／１時間） 

目  標  幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気づくこと

ができる。（知・技①） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

 

 

 

３

分  

 

 

 

 

12 

分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

分  

 

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「図書館の達人になろう」を黒板に書く。  

 ≪留意≫図書館が無い環境の補習校は、「たくさんの本から

読書に親しもう」という授業にならない。本時の目的は「読書

に親しむ」ことである。そこで、教科書なら p58、p80、p104、

p137 など、身近な本の中からその楽しさを感じられるようにす

る。ここでは、図書館の様子やシステム、工夫を想像し、話せ

るようにする。  

 

②本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③「たくさんの本から必要な情報をさがしだせるようにするに

はどう本を分けたらよいだろう」について考える。教科書の

写真を見たり経験したことを基に考えたり想像したりさせ

る。  

○順番に並べる  

・筆者、著者名 ・タイトル名など  

○分ける  

・内容・テーマ  

・物語、童話などの分野 など  

○取り上げる（ピックアップ）  

・話題になっているかどうか など  

 

④自分ならどう分類するか考えさせ、発表させる  

「自分の本がたくさんあったら探すのも大変だね。どうやって

すぐに探せるようにするか考えよう」または「（高度である

が）p137～p139 をどうやって分けて並べるか考えてみよう」

 

⑤今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

典・成・訓・類・順（20 字目／202 字中）  

 

⑥次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に書く。大きな声でなくてよ

いので、ゆっくりと正しい発

音で読む  

 

③どんなふうに分類されている

かを考えて話す。そのとき、

教科書の写真や経験したこと

を参考にして、根拠を示しな

がら話す。例「日本の学校に

行ったときに、名前順に並ん

でいたので探しやすかったか

ら、タイトル順で並べるとみ

んなに役立つと思うよ」  

 

 

 

④自分の考えに友だちの考えの

良いところを加えて考え、ワ

ークシートに考えを書く。  

 

 

⑤筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・日本では図書館司書が本を探してくれたり、子どもたち同士で本を選んだりすることが多い。本の

選び方のノウハウを知ることがねらいでないことを再確認したい。  

 

 

 

図書館で必要な情報をさがそう。  



０７ 

題 材 名  「図書館の達人になろう」（第１時／１時間） 

目  標  幅広く読書に親しみ、読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気づくこと

ができる。（知・技①） 

領 域 等  知識・技能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

図
書
館
の
達
人
に
な
ろ
う 

 

図
書
館
で
必
要
な
情
報
を
さ
が
そ
う
。 

 

 
 ◎

図
書
館
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ 

 
 

・
本
が
た
く
さ
ん
あ
る 

 
 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ←

何
の
た
め 

 
 

・
本
に
番
号 

 
 

 

◎
本
を
さ
が
し
や
す
く
す
る
く
ふ
う 

→
 

「
分
け
る
」 

 
 

・
ラ
ベ
ル 

 
 

・
し
ょ
う
か
い
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
自
分
な
ら
ど
う
分
け
る 

・
順
番
に
な
ら
べ
る 

 
 

・
分
け
る 

 
 

・
取
り
上
げ
る 

 
☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「図書館で必要な情報をさがそう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「図書館の達人になろう」を黒板に書く。

③「たくさんの本から必要な情報をさがしだせるようにするには

どう本を分けたらよいだろう」について考える。教科書の写

真を見たり経験したことを基に考えたり想像したりさせる。

⑥次時の予告をする。  

「次の時間は、『漢字の組み立て』を学習します。」

⑤今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

＜日本の図書館を知らない子への手だて＞ 
 ○教科書の写真からイメージさせる。本屋や地元の図書館から想像させ

る。 

 ○「本を楽しみ、読書に親しむ」ことがねらいなので、図書館のシステ

ムを知ることが目的でない。ねらいに近づけるように導く。 



図
書
館
の
達
人
に
な
ろ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

０
７ 

    
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            本
を
ど
う
分
け
た
ら
探
し
や
す
い
か
考
え
よ
う 

      自
分
な
ら
ど
う
わ
け
る
か
な 



図
書
館
の
達
人
に
な
ろ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

０
７ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            本
を
ど
う
分
け
た
ら
探
し
や
す
い
か
考
え
よ
う 

      自
分
な
ら
ど
う
わ
け
る
か
な 

図
書
館
で
必
要
な
情
報
を
さ
が
そ
う
。

○
順
番
に
並
べ
る 

・
筆
者
、
著
者
名 

・
タ
イ
ト
ル
名
な
ど 

○
分
け
る 

・
内
容
・
テ
ー
マ 

・
物
語
、
童
話
な
ど
の
分
野 

な
ど 

○
取
り
上
げ
る
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
） 

・
話
題
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か 

な
ど 

「
ぼ
く
な
ら
、
タ
イ
ト
ル
順
に
な
ら
べ
ま
す
。

探
し
や
す
い
し
、
本
を
返
す
と
き
に
わ
か
り

や
す
い
か
ら
で
す
。
」
の
よ
う
に
、
考
え
と
理

由
を
述
べ
る
よ
う
に
す
る
。 



８  
題 材 名  「漢字の組み立て」（第１時／全１時間） 

目  標  漢字の組み立てについて理解する。 

領 域 名   伝統的な言葉文化と国語の特質に関する事項   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「漢字の組み立て」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

・学習シートに目標を書き込む。 

 漢字がどのような部分からできているか考えよう  

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。  

・問題を解きながら、漢字のつくりの学習の取り

組みをとらえる。 

 

 

・ウ冠は建物に関するものであることに気づく。

・竹冠は竹のようなものであることに気づく。 

・雨冠は雨に関することであること に気づく。

・下心は、気持ちに関することであることに気づ

く。 

・れっかは火に関することであることに気づく。

・しんにょうは道に関することであることに気づ

く。 

・まだれは屋根や建物であることに気づく。  

・国構えは囲みめぐらす意味をつか む。 

・門構えは物の入口を指すことをつかむ。 

 

 

展

開 

25

分 

③  教科書 32頁の上段の問題を解かせる。 

 

④ 冠の例を示し、提示された４種類の冠の意味を考え

させる。   

・上にかぶせるものを冠という。家のウ冠草、草の草

冠などがある。 

 

⑤ 脚・にょう・垂・構えについてそれぞれの意味を考

えさせ る。  

終

末

15 

分 

⑥  既習の漢字から、ここに出てきた部分を持つ漢字を

探す。 

⑦ 次回の学習の内容を伝える。  

「漢字辞典の使い方」に入る。  

・知っている漢字から当てはまる物を探す。 

指導のポイント 

○部分の名称をつかませる。  

・かんむり、あし、にょう、たれ、かまえというカテゴリー名の意味を考えさせる。  

○ 漢字字典の使い方がわかる学習に力を入れる。  

・教科書に出てきた漢字以外にも、これらの部分を持つ漢字があることをクイズなどの漢字探しを通して

とらえさせたい。 

 

 

 



板書例 

 

③教科書 32 頁上段 

『漢字辞典の使い方」



漢 字 の 組 み 立 て               

                    四 年  組  氏 名 （             ）  
 
 か ん  

む り  

く さ  

か ん  

む り  
花 火  

開 花  
 

芽 生 え  
発 芽  

 
目 薬  

胃 腸 薬  
 

う か  

ん む  

り  

家 路  

家 庭  
 

安 ら か  

安 心  
 

た け  

か ん  

む り  

絵 筆  

毛 筆  
 

小 箱  

木 箱  
 

あ め  

か ん  

む り  

雨 雲  

雲 海  
 

雪 国  

新 雪  
 

あ し  こ こ  

ろ  

悪 者  

悪 事  
 

意 味  

決 意  
 

感 動  

感 心  
 

れ ん  

が  

照 明  

日 照 り  
 

点 火  

点 灯  
 

発 熱  

熱 心  
 

に ょ  

う  

し ん  

に ょ  

う  

遠 出  

遠 足  
 

近 道  

近 所  
 

表 通 り  

通 学  
 

た れ  ま だ  

れ  

金 庫  

車 庫  
 

広 場  

広 大  
 

店 先  

開 店  
 

か ま  

え  

く に  

が ま  

え  

図 書  

図 面  
 

公 園  

田 園  
 

島 国  

外 国  
 

も ん  

が ま  

え  

海 開 き  

開 始  
 

関 所  

関 係  
 

間 近  

人 間  
 

 



０９ 

題 材 名  「漢字辞典の使い方」（第１時／１時間） 

目  標  漢字辞書の使い方を理解し使うことができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３

分  

 

 

 

 

３

分  

 

 

 

４

分  

 

 

４

分  

 

 

４

分  

 

３

分  

 

 

 

 

14

分  

 

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「漢字辞書の使い方」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③p34 上段を読んで漢字辞典の使い方がわかるところに線を引

かせ、ワークシートにまとめさせる。  

 

 

 

④p34 下段の「飛」を例に「読み方」「成り立ち」「意味」「使

い方」を確認する。p34 最下段①～④を意味が理解できるよ

うにゆっくり読ませる。  

 ・  

⑤p35 上段「部首」を読んで、「部首」がわかるところに線を

引き、ワークシートにまとめさせる。  

☆p32「漢字の組み立て」を参考にさせる。  

 

⑥p35 下段「画数」を読んで、「画数」がわかるところに線を

引き、ワークシートにまとめさせる。  

 

⑦p36 からの「音訓引き」「部首引き」「総画さくいん」を読

む。児童は、「どんな時に使うかがわかるところに線を引き」

ながら聞かせる。  

☆「総画さくいん」は、線を引かず、「画数で探す」と答えら

れるととても良い  

 

⑧p37１の中から自分で選んで引く練習をさせる。  

☆漢字辞典に慣れていなかったり理解できない児童が多い場

合、同じ漢字を決めて、みんなで確認したり教えあったりす

ると理解が深まる。  

  

⑨今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

愛・昨・城・覚・伝（25 字目／202 字中）  

 

⑩次時の予告をする。  

①「辞」「典」も初出であるの

で筆順を見る。  

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に書く。大きな声でなくてよ

いので、ゆっくりと正しい発

音で読む。  

 

③記入例「読み方、成り立ち、

意味、使い方がわかる。組み

立てている部分や画数を知る

ことができる」  

 

④文節を意識して、意味を理解

しながらゆっくり読む  

 

 

⑤記入例「形の上で目じるしと

するもの」  

 

 

⑥記入例「何画でその漢字を書

くか」  

 

⑦線の例  

「音訓引き」；音か訓がわかっ

ているとき（に使う）  

「部首引き」；部首を手がかり

にするとき（に使う）  

 

⑧「○○引き」で「△」を引く

と宣言して、引いてみる。  

 

 

 

⑨筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・実際に漢字辞典を使って指導する。同じ辞典があるのが指導しやすいが、愛着を持たせるために

自分のものを使わせるのもよい。  

・わからない漢字が出てきたらその都度調べるようになるように導いていく。  

漢字辞典の使い方を学ぼう。  



０９ 

題 材 名  「漢字辞典の使い方」（第１時／１時間） 

目  標  漢字辞書の使い方を理解し使うことができる。（知・技） 

領 域 等  知識・技能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

漢
字
辞
典
の
使
い
方 

 

漢
字
辞
典
の
使
い
方
を
学
ぼ
う 

 

 

◎
漢
字
辞
典 

 
 

・
読
み
方
、
成
り
立
ち
、
意
味
、
使
い
方 

 
 

・
組
み
立
て
て
い
る
部
分
、
画
数 

 
 
 
 

 

◎
読
み
方
で
探
す 

→
 

音
訓
さ
く
い
ん
（
音
訓
引
き
） 

 

◎
部
首
で
探
す 

→
 

部
首
さ
く
い
ん
（
部
首
引
き
） 

 
 

 

◎
画
数
で
探
す 

→
 

総
画
さ
く
い
ん
（
総
画
引
き
） 

 

☆
自
分
の
で
き
そ
う
な
引
き
方
で
探
す 

 
☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 
ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「漢字辞典の使い方を学ぼう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「漢字辞典の使い方」を黒板に書く。 

④～ 

引き方の特徴を理解させ、自分にとってどれが、早く、楽に調べ

られるかを体験から選ばせる。 

⑩次時の予告をする。  

「次の時間は、『春の楽しみ』を学習します。」 

⑤今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

＜漢字辞典への抵抗がある子への手だて＞ 
 ○「漢字辞典」は「漢和辞典」「漢字の辞書」など呼ばれるが、「漢和

辞典」で統一しておく。このような言い方や「パソコンで調べればい

い」など学習から遠ざからろうとする児童が見られる。「成り立ち（部

首・画数）」を意識することで、字形を意識できるようになることを

伝える。 



漢
字
辞
典
の
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い
方 

四
年 
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０
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  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
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ね
い
に
書
き
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し
ょ
う) 
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首
と
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    画
数
と
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      漢
字
辞
典
で
調
べ
て
み
よ
う 
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字
辞
典
の
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い
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四
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０
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  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

    部
首
と
は 

    画
数
と
は 

      漢
字
辞
典
で
調
べ
て
み
よ
う 

漢
字
辞
典
の
使
い
方
を
学
ぼ
う

形
の
上
で
目
じ
る
し
と
す
る
も
の 

写
：
「
音
読
み 

訓
読
み 

画
数 

部
首
」
ま
で
調
べ
る
と
教
科
書
の
引
き
方
が
網
羅
で
き
る 

何
画
で
書
く
か 



１０ 

題 材 名  「春の楽しみ」（第１時／１時間）【書く】 

目  標  ◎言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにするこ

とができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

２

分  

 

 

３

分  

 

 

 

 

 

 

５

分  

 

 

５  

分  

 

 

 

 

 

10 

分  

 

５  

分  

 

10 

分  

 

２  

分  

① 題材名「春の楽しみ」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、積極的に語彙を豊かにし，行事を説明す

る文章を書こうとする」という【書く】単元であることを意識

して指導する。  

 

②p38 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

かせる。  

 

 

③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 

【留意】日本の春をイメージを出し合って、「眼に浮かべられ

る」ようにする。  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④３月の別名が弥生４月卯月５月皐月を読んで、覚えさせる。

【留意】１分で覚える。漢字で書く必要はない。１年かけて全

部覚えるように配置してあるので、ここでは３か月でよい。

 

⑤p38 右下の「大だこ祭り」を読む。それを参考に３月の行事

「ひな祭り」の説明文をみんなで作らせる。  

 ・子どもに言葉を言わせ先生が黒板にまとめる  

○記入例「３月のひな祭りにはひな人形をかざります。ひしも

ちやももの花もかざります。ちらしずしやはまぐりのおすい

ものを食べてお祝いします」  

 

⑥「大だこ祭り」と「ひな祭り」を例に自分で選んで、４月か

５月の行事の紹介文を書かせる。  

 

⑦書いた文章をみんなで読みあい、良いところを伝えあわせ

る。  

 

⑧時間があったら、春か３～５月にある自分の町の行事を紹介

する文章を書かせる。  

 

⑨次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

②線で引く部分「春の行事と、

その行事のかんたんな説明を

書きましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

④月の別名を覚える。  

 

 

 

⑤大きな声でなくてよいので、

ゆっくりと正しい発音で大だ

こ祭りを読む。ひな祭りの説

明を絵を参考にして話す。  

 

 

 

⑥記入例「四月にはさくらの花

がさきます。花見のおだんご

やさくらもちを食べてさくら

の花を見ながら春を楽しみま

す。花びらが川に流れて、と

てもきれいです。花いかだと

いうそうです。」  

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・本単元は、「書く」単元である。途中、「大だこ祭り」を読む場面もあるが、４年生位では、何

度か読むうちに暗唱できるようになる。暗唱は、リズム、アクセント、語彙を増やす意味でも有効

である。「書く」ねらいからはそれると考えがちだが取り入れたいところである。  

春の行事やイメージを文章に書こう。  



１０ 

題 材 名  「春の楽しみ」（第１時／１時間） 

目  標  言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「春の楽しみ」を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「春の行事やイメージを文章に書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

③別な読み方を覚えさせる 

リズミカルに読ませて、覚えさせることを通して、日本語に興味

をもたせる 

⑥説明文を書く 

「楽しみ」が条件であることを理解させることで、場

に応じた文章を書く練習になる。 

＜日本の春を知らない子への手だて＞ 
 ○教科書の挿絵から読み取ったり、友達の話から想像させたりすること

でイメージを膨らませる。 

  
 

 
 

春
の
楽
し
み 

 

春
の
行
事
や
イ
メ
ー
ジ
を
文
章
に
書
こ
う 

 

◎
別
名 

 
 

・
三
月 

→
 

や
よ
い 

 
 

・
四
月 

→
 

う
づ
き 

 
 

・
五
月 

→
 

さ
つ
き 

 
 

 

◎
『
ひ
な
祭
り
』
の
説
明
文 

・
ひ
な
人
形 

 
 

・
ひ
し
も
ち 

 
→

 

と
く
ち
ょ
う 

→
 

説
明
文 

 

・
も
も
の
花 

 

◎
「
春
の
楽
し
み
」
の
説
明
文
を
書
こ
う 

 

⑥次時の予告をする。  

「次の時間は、『聞き取りメモのくふう』を学習します。」 



春
の
楽
し
み 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        ひ
な
祭
り
の
説
明
文
を
書
き
ま
し
ょ
う 

        春
の
楽
し
み
の
説
明
文
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 



春
の
楽
し
み 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        ひ
な
祭
り
の
説
明
文
を
書
き
ま
し
ょ
う 

        春
の
楽
し
み
の
説
明
文
を
書
き
ま
し
ょ
う 

３
月
の
ひ
な
祭
り
に
は
ひ
な
人
形
を
か
ざ
り
ま
す
。
ひ
し
も
ち

や
も
も
の
花
も
か
ざ
り
ま
す
。
ち
ら
し
ず
し
や
は
ま
ぐ
り
の
お

す
い
も
の
を
食
べ
て
お
祝
い
し
ま
す 

春
の
行
事
や
イ
メ
ー
ジ
を
文
章
に
書
こ
う
。

四
月
に
は
さ
く
ら
の
花
が
さ
き
ま
す
。
花
見
の
お
だ
ん
ご
や
さ

く
ら
も
ち
を
食
べ
て
さ
く
ら
の
花
を
見
な
が
ら
春
を
楽
し
み
ま

す
。
花
び
ら
が
川
に
流
れ
て
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
花
い
か

だ
と
い
う
そ
う
で
す
。 

 



１１ 

題 材 名  「聞き取りメモのくふう」（第１時／２時間）【話・聞】 

目  標  必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞き

たいことの中心を捉えることができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

２  

分  

 

 

 

３  

分  

 

 

 

 

 

10 

分  

 

３  

分  

 

 

７  

分  

 

 

 

10 

分  

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「聞き取りメモのくふう」を黒板に書く。  

 

②p40 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

く。  

 

 

 

③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④p41１を読んで、メモを取った経験を話させる。  

○友達の話を基に付け足させる。  

 

⑤子どもたちに p42「竹中さん」「北山さん」を見させながら、

先生は p41 の□囲みを読む。二人のメモの特徴をメモさせる。

 

 

⑥２人のメモを比べ、「似ているところ・違うところ」を話さ

せる。p9「くらべる」を参考にさせる。  

 

 

 

⑦自分がどちらのメモタイプかを決め、どうしてそう決めたか

を話させる。  

 

 

⑧今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

説・好・印・要・的（30 字目／202 字中）  

 

⑨次時の予告をする。  

 

 

 

②記入例「聞き取ったことを後

から確かめたり、だれかに伝

えたりするためのメモの取り

方を考えてみましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

④話す例「学校で博物館見学を

したときメモを取ったよ」「私

はその時に、説明が早すぎて

メモできなかった」「書いた

けど後から読んでも何の事だ

か分らなかったよ」…  

 

⑥記入例「たて書き・横書き、

かじょう書き、まとめて…」

などキーワードを使いながら

文章で話す。  

 

⑦記入例「私は竹中さんタイプ。

それは…だから。でも、北山

さんの…は取り入れたい」  

 

⑧筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する。  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・どんな話のメモを取らせるかが課題となる。いろいろなテーマでメモを取らせる学習も考えられ

るが、ここでは、p41を使い、良いメモにしていく（進化させていく）ことで学習を深める。  

 

 

大事なことを落とさずに聞き、メモを取るときの
くふうを見つけよう  



１１ 

題 材 名  「聞き取りメモのくふう」（第１時／１時間） 

目  標  必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞き

たいことの中心を捉えることができる。（知・技） 

領 域 等  A 話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

聞
き
取
り
メ
モ
の
く
ふ
う 

 

大
事
な
こ
と
を
落
と
さ
ず
に
聞
き
，
メ
モ
を
取
る
と
き

の
工
夫
を
見
つ
け
よ
う 

 

 
 ◎

メ
モ
を
取
っ
た
け
い
け
ん 

 
 

・
見
学
に
行
っ
た
と
き 

 
 

・
伝
言
を
た
の
ま
れ
た 

 
 

 

◎
と
く
ち
ょ
う 

 
 

・
竹
中
さ
ん 

 
 
 
 
→

 

 
 

・
北
川
さ
ん 

 
 
 
 
→

 

 

◎
く
ら
べ
る 

・
に
て
い
る
と
こ
ろ 

 
→

 

 
 

・
ち
が
う
と
こ
ろ 

 
→

 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「大事なことを落とさずに聞き，メモを取るときの工夫を見つけよう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「聞き取りメモのくふう」を黒板に書く。

⑥竹中さんと北山さんのめもの特徴をあげさせ、似ているところ

と違うところを比べる。 

⑨次時の予告をする。  

「次の時間は、『聞き取りメモのくふう』の２時間目を学習します。」

⑧今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

＜メモをとったことのない子への手だて＞ 
 ○見学や買い物などでメモを取ることが多いが、その経験がないとメモ

とは縁遠い。メモの良さを伝えるより、やってみる中で良さを感じ取

らせるようにしたい。 



聞
き
取
り
メ
モ
の
く
ふ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
１ 

     

    今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

    竹
中
さ
ん
の
と
く
ち
ょ
う 

    北
川
さ
ん
の
と
く
ち
ょ
う 

    に
て
い
る
と
こ
ろ 

    ち
が
う
と
こ
ろ 



聞
き
取
り
メ
モ
の
く
ふ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
１ 

   

    今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

    竹
中
さ
ん
の
と
く
ち
ょ
う 

    北
川
さ
ん
の
と
く
ち
ょ
う 

    に
て
い
る
と
こ
ろ 

    ち
が
う
と
こ
ろ 

・
横
書
き 

・
線
を
使
っ
て
い
る 

大
事
な
こ
と
を
落
と
さ
ず
に
聞
き
、
メ
モ
を
と
る
と
き
の
く
ふ
う
を
み
つ

 

け
よ
う 

・
箇
条
書
き 

・
見
出
し
を
つ
け
て
い
る 

・
短
く
ま
と
め
て
い
る 

・
大
切
な
言
葉
を
使
っ
て
い
る 

・
ま
と
め
方
（
文
と
箇
条
書
き
） 

・
短
く
す
る
方
法
（
記
号
と
見
出
し
） 



１２ 

題 材 名  「聞き取りメモのくふう」（第２時／２時間）【話・聞】 

目  標  必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞き

たいことの中心を捉えることができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

15 

分  

 

 

 

 

６  

分  

 

 

 

15 

分  

 

 

 

 

 

 

２  

分  

①題材名「聞き取りメモのくふう」を黒板に書く。  

 

②p41 の□囲みを読んでメモをとる練習をすることを伝え、そ

のために、上手な話し方、聞き方を勉強することを伝える。

 

③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④p44、45 を読ませる。そこから、良い話し方、聞き方を考え

させる。  

☆10 分位で読む。大切なところに線を引かせる。考えを発表で

きるようにしておく。  

○友だちの話を基に付け足させる。  

 

⑤子どもたちに p42「竹中さん」「北山さん」を見させながら、

先生は p41 の□囲みを読む。  

再度、先生は p41 の□囲みを読む。２人のメモを参考に自分

なりのメモをとらせる。  

 

⑥みんなのメモを見せ合い、良いところや工夫した点を出し合

わせる。  

 

 

 

 

 

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

③例「話をする人は表情が大事」

「真面目な顔や笑顔を内容に

よって変えたいね」「声の大

きさや速さも聞く人に合わせ

たいね」「聞くときも…」な

ど友だちの考えに付け足して

いく  

 

 

 

 

 

⑤どんなメモをとるかイメージ

をもってからメモをとる。  

 

 

 

⑥例「後から見ても話しての言

いたいことがよくわかるメモ

だね」「かじょう書きにする

ことでポイントがつかみやす

いね」「A さんのメモをまね

したいな。メモを見るだけで

話の内容がわかるよ」…  

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・本単元はメモを取ることを通して【話す・聞く】学習に活かすことが大切になる。ただ、見やす

くわかりやすいメモを取ることが目的でなく、メモを通して話し手の言いたいことを再現したり、

メモを活かして別な人に伝えたりすることを意識しながら学習を深めたい。子どもにもその部分を

意識させて学習に取り組ませることで、「色分けされた」「見やすい」「きれいな字」などの見た

目の良さが話の中心にならずに済む。  

 

 

 

 

どんな話し方や聞き方が良いかを考えよう  



１２ 

題 材 名  「聞き取りメモのくふう」（第２時／２時間） 

目  標  必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞き

たいことの中心を捉えることができる。（知・技） 

領 域 等  A 話すこと・聞くこと  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

聞
き
取
り
メ
モ
の
く
ふ
う 

 

ど
ん
な
話
し
方
や
聞
き
方
が
良
い
か
を
考
え
よ
う 

 

 
 ◎

話
し
方
や
聞
き
方 

 
 

・
よ
い
話
し
方 

 
 
 
 
→

 

 
 

・
よ
い
聞
き
方 

 
 
 
 
→

 

 

◎
メ
モ
を
取
る
と
き
く
ふ
う
し
た
こ
と 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

・ 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「どんな話し方や聞き方が良いかを考えよう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「聞き取りメモのくふう」を黒板に書く。

④良い話し方・聞き方と共に、良くない話し方・聞き方を聞いて、

そうしないことで、良さを際立たせることも可能。とにかくたく

さん話させる。 

⑧次時の予告をする。  

「次の時間は、『漢字の広場』の学習をします。」 

⑥メモの工夫を話させる。 

＜話すことが苦手な子への手だて＞ 
 ○この単元は「話す・聞く」がねらいである。話し手を育てることを大

切にしがちだが、良い聞き手を育てることが大切であるp44を大切に指

導したい。 



聞
き
取
り
メ
モ
の
く
ふ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
２ 

 

良
い
話
し
方
・
聞
き
方
を
メ
モ
し
よ
う 

             

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        よ
い
と
こ
ろ
や
く
ふ
う
し
た
点 



聞
き
取
り
メ
モ
の
く
ふ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
２ 

 

良
い
話
し
方
・
聞
き
方
を
メ
モ
し
よ
う
。 

             

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        よ
い
と
こ
ろ
や
く
ふ
う
し
た
点 

〇
自
分
の
考
え
を
メ
モ
し
、
ま
と
め
て
か
ら
話
せ
る
よ
う
に
す
る
。 

 

話
し
方 

・
話
す
速
さ 

・
間
の
取
り
方 

 

聞
き
方 

・
話
す
人
を
見
る 

・
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
く 

ど
ん
な
話
し
方
や
聞
き
方
が
良
い
か
を
考
え
よ
う
。

〇
Ａ
さ
ん
の
メ
モ
が
わ
か
り
や
す
い
。
メ
モ
を
見
た
だ
け
で
ど
ん
な
話
か
が
分
か

る
。
そ
れ
は
、
文
字
の
大
き
さ
を
変
え
て
大
切
な
こ
と
を…

 



１３ 

題 材 名  「漢字の広場①」（第１時／１時間）【書く】 

目  標 第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  
 

 
 

２  
分  

 
３  

分  
 

 
 

 
５  

分  
 

 
５  

分  
 

 
 

 
８  

分  
 

 
 

８  
分  

 
 

５  
分  

 
６  

分  
 

２  
分  

①題材名「漢字の広場」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、第３学年までに配当されている漢字を書

き，文や文章の中で使う」という【書く】単元であることを意

識して指導する。  
 

②p46 最初の２行を読み、ここで学習することを線で引かせる。

 

 
③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 
・ワークシートを配付し、書き込ませる。  
・声を合わせて読ませる。  

 
④□で囲んである漢字を読ませる。  

☆「３年の漢字であるから読める」と決めつけず、読めたもの

をほめるようにして意欲を高める。  

 
⑤出てくる漢字の読みを見なくても言えるように覚えること

を伝え、先生の後について読ませる。読みながら覚えさせる。

【留意】アクセントに気を付けて読むようにする。覚えること

で、漢字のリズムと日本語語彙を増やすことにつなげる。一

般的に３分ですべて覚えられる。  

 
⑥覚えた読みをひらがなでワークシートに書かせる。それを漢

字に直すことを通して、漢字学習への意欲を駆り立てる。  
【留意】漢字は書けたところまでにする。全部書かせて漢字嫌

いをつくらないようにする。  
 

⑦出てくる漢字をできるだけたくさん使って町の様子を紹介

する文を書かせる。書く前に何個の漢字を使えそうか宣言し

てから文章を書かせると意欲が増す。  
 

⑧書いた文を紹介し合う。友だちがいくつの漢字を使ったかを

数えさせるようにする。  

 
⑨今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

必・初・案・街・試（35 字目／202 字中）  

 
⑩次時の予告をする。  

 

 
 

 
 

②線で引く部分「町やまわりの

様子をしょうかいする文章を

書きましょう」  
③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 
 

 
 

 
⑤先生の後について漢字を読

む。アクセントやリズムに気

を付ける。  

 
 

 
⑥覚えたものをひらがなでワー

クシートに書く。それを漢字

に直す。  

 
 

⑦「７個使って文章を書けそう

だ。がんばるよ」  

記入例「ぼくのまちには曲がり

くねった坂道がたくさんあり

ます。その途中に県立図書館

や放送局があります。…」  

 
⑨筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  
 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・ｐ46の「この町の住人になりきって」が条件であることに注目させるとブレがない。  

・「漢字の広場」であるが、最初から漢字を多用することを求めず、後で調べてみたり、友達の文

章を読んで、漢字に直したりするなど学習を広げていく。  

漢字をたくさん使って町をしょうかいしよう。  



１３ 

題 材 名  「漢字の広場①」（第１時／１時間） 

目  標  第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

漢
字
の
広
場
① 

 

漢
字
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
町
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う
。

 
 ◎

□
で
か
こ
ん
で
あ
る
漢
字
を
読
む 

 
 

・
発
音 

 
 

・
口
を
し
っ
か
り
開
け
て 

 
 

 

◎
出
て
く
る
言
葉
を
お
ぼ
え
る 

 

→
 

み
ん
な
で
全
部
言
え
る
よ
う
に 

 
 

３
分 

 
 

 

◎
お
ぼ
え
た
言
葉
を
書
く 

・
漢
字
な
ら
◎ 

 
 

・
ひ
ら
が
な
な
ら
○ 

→
 

漢
字
に
直
す 

 
 

・
一
部
で
も
△ 

 
◎
町
の
様
子
書
く
。 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

③本時の目標を児童に知らせる。 

「漢字をたくさん使って町をしょうかいしよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「漢字の広場①」を黒板に書く。 

⑤書かれている漢字を覚える。（３分） 

 新しい外国語の単語を３分で覚えるのと３語程度。みんなで全

部覚えることは十分に可能。30人のクラスで３人ぐらいは全部覚

⑩次時の予告をする。「次の時間は、『アップとルーズで伝える』を学習します。」

＜漢字への苦手意識がある子への手だて＞ 
 ○漢字は書けなくてもICTが補ってくれる世の中になった。書けなくても読めなくても大丈夫程度の

意識をもって無理やり指導することは控える。しかし、漢字は文化であり、書けたり読めたりする

ことは世界を広げる。あきらめたり逃げたりしないようにゆっくり導き、子ども自身で自分の世界

を広げられるようにする。 

⑧たくさんの漢字を使って町の様子を紹介する。ここに出てくる

漢字にこだわる必要はない。あとで文を読み合い、楽しめると言

葉への興味が高まる。

⑨今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



漢
字
の
広
場
① 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
３ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

  
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
漢
字
で
書
こ
う 

      街
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

  



漢
字
の
広
場
① 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
３ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

  

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
漢
字
で
書
こ
う 

      街
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

３  

漢
字
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
町
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う
。

ぼ
く
の
ま
ち
に
は
曲
が
り
く
ね
っ
た
坂
道
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
途
中
に
県
立
図
書

館
や
放
送
局
が
あ
り
ま
す
。…

 

①
覚
え
た
漢
字
を
漢
字
で
書
く
。 

②
漢
字
で
書
け
な
い
場
合
、
ひ
ら
が
な
で
書

く
。
そ
の
後
、
調
べ
て
漢
字
に
直
す
。 

 

例 

美
化 

 
 

短
い 

 
 

さ
む
い→

寒
い 

 

３  



１４  
題 材 名  「思いやりのデザイン」（第１時／全１時間） 

目  標  ・各段落が、文章の中でどのような役割を果たしているかを理解できる。  

・自分の考えを説明するために、二つの例を対比する文章を理解させる。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 全文を読んで、各段落の内容をつかませる。   

・各段落の内容について書かせる。 

・ 段落ごとのおおまかな内容を書

く。 

 

 

 

展

開 

35

分 

② ①の段落には、どんな話題が示されているか考えさせる。 

 

③ ②の段落と同じことを書いている段落を、さがさせる。 

・意味段落は、「初め」「中」「終わり」でまとめられる。 

 

④ ③と④の段落は、二つの案内図を対比しています。くらべてわか

るのはどんなことか考えさせる。 

・Ａの案内図の長所（利点）と短所（欠点）を考えさせる。 

・Ｂの案内図の長所（利点）と短所（欠点）を考えさせる。  

 

・この文章の話題を見いだす。 

 

・筆者の伝えたいことを考える。 

 

 

・二つの案内図を比べて、長所と

短所を考える。 

 

 

 

 

終

末

5 

分 

⑤ 筆者の考え方について考えさせる。 

・自分が何かを伝えるときのことを思い出させる。 

・筆者の考え方について考える 

・自分も筆者と同じように、何か

を伝えるときに対比することは

なかったか思い出す。 

 

指導のポイント 

○ 各形式段落の内容をつかみ全文をまとめるので、意味段落をしっかり分ける。 

○ 物事を対比して考えることで、相手にわかりやすく伝えられることを理解させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

思
い
や
り
の
デ
ザ
イ
ン 

  
 

五
つ
の
段
落
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か 

① 
 

 

② 
 

 

③ 
 

 

④ 
 

 

⑤ 
 

 

        

 

筆
者
の
考
え
方
に
つ
い
て 

板書例 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    板書例

 

 
Ｂ Ａ  

  
長

所

  
短

所

⑤筆者の考え方について考えさせる。自分も同じように考え

ることがあったか考えさせる。 

② ①の段落には、どんな話題が示されているか考えさせる。 

③ ②の段落と同じことを書いている段落を、さがさせる。 

・意味段落は、「初め」「中」「終わり」でまとめられる。 

④ ③と④の段落は、二つの案内図を対比しています。くらべてわかるのはどん 

なことか考えさせる。 

・Ａの案内図の長所（利点）と短所（欠点）を考えさせる。 

・Ｂの案内図の長所（利点）と短所（欠点）を考えさせる。  

① 各段落のおおまかな内容をつかませる。  



思
い
や
り
の
デ
ザ
イ
ン 

 
 

                  
    
 

 
 

 
 

 
 
 

四
年 

 

組 
 

氏
名 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

一 

五
つ
の
段
落
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。 

①  
 

 ②  
 

 ③  
 

 ④  
 

 ⑤  
 

  

二 
 

         

三 

筆
者
の
考
え
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か 

      

Ｂ Ａ  

  
長

所 

  
短

所 

 



思
い
や
り
の
デ
ザ
イ
ン 

 
 

                  
    

 
 

 
 

 
 

四
年 

 

組 
 

氏
名 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 
 

一 

五
つ
の
段
落
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。 

 

① 

イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
説
明 

 

② 

イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
作
者
、 

作
る
と
き
に
は
相
手
の
立
場
を
考
え
る 

③ 

Ａ
の
案
内
図
の
特
徴 

 

④ 

Ｂ
の
案
内
図
の
特
徴 

 
 

⑤ 

イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
作
る
と
き
は
相
手
の
目
的
に
あ
わ
せ
る 

 

二 
 

          

三 

筆
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か 

 

Ｂ Ａ  

目
的
知
が
決
ま
っ
て
い
る
と
見
や
す
い 

ど
こ
に
ど
ん
な
建
物
が
あ
る
か
わ
か
る 

多
く
の
人
に
役
立
つ 

長

所

町
全
体
の
様
子
は
わ
か
ら
な
い 

目
的
地
が
決
ま
っ
て
い
る
人
は
迷
っ
て
し
ま
う 

短

所

ち
が
う
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
い
る 

対
比
し
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る 



１５  
題 材 名  「アップとルーズで伝える」（第１時／全１時間） 

目  標  ・各段落が、文章の中でどのような役割を果たしているかを理解できる。  

・アップとルーズのそれぞれの特徴をとらえ、目的に応じた伝え方について考えられる。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 各段落の内容をつかみ、全文をまとめよう。  

・段落ごとに内容をつかむことを知らせる。  

・８段落に、一～八の番号をつけさせる。  

・各段落の内容について考えさせる 

・ 段落ごとに内容をつかむ。 

 

・番号をつける 

 

 

展

開 

35

分 

② アップとルーズとでは、どんな違いがあるか。 

・アップの長所（利点）と短所（欠点）を考えさせる。 

・ルーズの長所（利点）と短所（欠点）を考えさせる。  

 

③ アップとルーズが、「伝えられること」 と「つたえられないこと

」  を分けてまとめるようにさせる。  

・新聞での工夫 （目的にいちばん合うものを選んで使うことに着

目させる。）   

 

④全文を三つの意味段落に分けさせ、そこで三・ 六・八の形式段落に

注目させながらまとめさせる。 

 

⑤自分の意見を交えて、考えをまとめさせる。 

・長所、短所を考える。 

 

 

 

・広告の宣伝文を思い出してから

考える。 

・持ってきた新聞を使って、考え 

てみる。 

 

・意味段落をまとめる。 

 

 

・自分の意見をまとめる。 

終

末

5 

分 

⑥  新出漢字の確認 

次に学習することを予告する。 

 

 

指導のポイント 

○ 接続語に注意しながら各段落の内容をつかみ全文をまとめるので、形式段落をしっかり分ける。 

○ アップとルーズに関わらず、物事には長所（利点）と短所（欠点）があることを考えさせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 



「
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
伝
え
る
」                               

                

四
年 

 
 

 

組 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

） 
            

 

  

新
出
漢
字 

音
読
み 

練
習 

新
出
漢
字 

音
読
み 

練
習 

訓
読
み 

練
習 

訓
読
み 

練
習 

 
 (

例)

カ
ン 

 

観
光 

 
 

 

     

み
る 

 

観
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

選

材



「
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
伝
え
る
」           

記
入
見
本            

                

四
年 

 
 

 

組 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

） 
    

写
真
や
テ
レ
ビ
の
撮
り
方
に
は
、
ア
ッ
プ
（
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
）
で
近
寄
る 

  

や
り
方
と
ル
ー
ズ
の
や
り
方
で
全
体
を
撮
る
や
り
方
が
あ
る
こ
と
が
、
よ
く 

  

わ
か
っ
た
。
・
・
・
・
・ 

         

 

  

新
出
漢
字 

音
読
み 

練
習 

新
出
漢
字 

音
読
み 

練
習 

訓
読
み 

練
習 

訓
読
み 

練
習 

 
 (

例)

カ
ン 

 

観
光 

 
 

カ
ク 

 

各
自 

     

み
る 

 

観
る 

 

お
の 

 

各
々 

 
 

マ
ン 
 

満
潮
月 

 
 

シ 
 

試
験 

 

み
ち
る 

 

潮
が
満
ち
る 

 

た
め
す 

 

勇
気
を
試
す 

 
 

キ 
 

国
旗 

 
 

セ
イ 

 

静
止 

 

は
た 

 

日
本
の
旗 

 

し
ず
か 

 

一
人
静
か 

材

選

材

セ
ン

え
ら
ぶ

選
手

方
法
を
選
ぶ

ザ
イ
　
　
　
　
取
材
　
題
材



１６ 

題 材 名  「カンジーはかせの都道府県の旅１」（第１時／１時間） 

目  標  第４学年までに配当されている漢字を読むとともに、漸次書き、文や文章の中で使うこ

とができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

12 

分  

 

 

 

10 

分  

 

 

 

 

 

13 

分  

 

 

 

 

 

 

３  

分  

①題材名「カンジーはかせの都道府県の旅１」を黒板に書く。

 

②p60 最初の２行を読み、ここで学習することを線で引く。  

 

 

③本時の目標を黒板に書く。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④６つずつ分を読んで、内容を覚えさせる。  

・先生が①～⑥まで読む→先生の後に続いて声に出して読む→

一人で読む→「内容を覚えましたか。次に行きます」  

・同様の活動を⑦～、⑬～、⑲～に分けて繰り返す。  

 

⑤２人組になって問題を出し合わせる。  

・読むほうもできるだけ教科書を見ないようにさせる。  

・「リンゴが特産品の県は」などのように文を再構成させる。

・答えを漢字で書かせる。わからない場合、ひらがな（ローマ

字）で書き、後で漢字に直させる。  

 

 

⑥p60 上段の地図だけ見えるように他を隠し、先生が番号を言

ってその県の内容を文章に書かせる。  

・先生「③の県を紹介してください」→子ども「③は岩手県で、

わんこそばが有名です」  

（「何県」と聞いても「都」「道」であることもあるルールで

あることを知らせる）  

・友達と問題を出し合うことも良い活動である。  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②例「都道府県名を使った分を

書きましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に書く。大きな声でなくてよ

いので、ゆっくりと正しい発

音で読む。  

 

④大きな声でなくてよいので、

ゆっくりと正しい発音で読

む。  

 

 

⑤例  

×「わんこそばで有名なのは埼

玉県である。○か×か」  

○「わんこそばで有名なのは何

県ですか」「いわてけん→岩

手県」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「北」「海」「道」のように、県名以外でも頻繁に使う感じで都道府県名が成り立っているとこ

ろもあれば、「岐」「阜」の「阜」の字のように、ほとんど使われない字もある。子どもは、「使

わないから覚えない」といいがちである。「○○さんの友達が住んでいる」など関係性で身近なも

のにしたい。覚えさせるにあたっては、「関係性」「そのもので覚える」「追うのつくりと十の組

み合わせなどの成り立ち」で覚えることができる。子どもに合わせた指導をしたい。  

・４年生の社会科で県名を覚える。これと関連して、県名を漢字で書く単元である。社会科で、白

地図に県名を書き込ませたり、色塗りをして位置を覚えさせたりと苦労して指導している。教えて

終わりではなく、通年で指導し覚えさせたい。  

県名を使った文を書こう  



１６ 

題 材 名  「カンジーはかせの都道府県の旅１」（第１時／１時間） 

目  標  第４学年までに配当されている漢字を読むとともに、漸次書き、文や文章の中で使うこ

とができる。（知・技） 

領 域 等  知識・理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

カ
ン
ジ
ー
は
か
せ
の
都
道
府
県
の
旅
１ 

 

県
名
を
使
っ
た
文
を
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

県
の
と
く
ち
ょ
う
を
覚
え
よ
う 

 
 
 

 

◎
問
題
を
出
し
合
う 

 
 

方
法 Ａ

「
り
ん
ご
が
特
産
品
の
県
」 

 
 
 

Ｂ
「
北
海
道
」 

Ａ
「
ざ
ん
ね
ん
」 

Ａ
「
ヒ
ン
ト
で
す
。
青
森
県
か
、
岩
手
県
か
、
宮

城
県
の
ど
こ
か
で
す
」
・ 

 

◎
先
生
問
題 

方
法 

 
 

・
地
図
だ
け
見
る 

 
 

・
「
何
県
」→

「
北
海
道
」
「
東
京
都
」
も
あ
り 

  

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「県名を使った文を書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「カンジーはかせの都道府県の旅１」を黒板に書く。

④覚えることも大切だが、言葉のリズムが体感させる。また、知

らない都道府県を身近なものにする。 

⑧次時の予告をする。  

「次の時間は、『お礼の気持ちを伝えよう』を学習

します。」 

＜県名に興味のない子への手だて＞ 
 ○見たことがない、行ったことがないところへの興味は薄い。続けてい

くうちに覚える楽しさを感じられるよう、九九のように「何個覚えた」

とか「○○県には友達が住んでいる」のように関係性などで意識化さ

せる。 

⑤問題を出し合う。ヒントも重要な学習。「青森」と答えず、「青

森県」と答えさせる。 

⑥位置と名前と漢字が一致するようにワークシートに書

かせる。 



カ
ン
ジ
ー
は
か
せ
の
都
道
府
県
の
旅
１ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
６ 

        

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        友
達
が
出
し
た
問
題
の
答
え 

        先
生
が
出
し
た
問
題
の
答
え 



カ
ン
ジ
ー
は
か
せ
の
都
道
府
県
の
旅
１ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
６ 

        

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        友
達
が
出
し
た
問
題
の
答
え 

        先
生
が
出
し
た
問
題
の
答
え 

県
名
を
使
っ
た
文
を
書
こ
う
。

答
え
を
メ
モ
す
る
た
め
に
使
う
。
漢
字
で
書
け
な
い
場
合
は

ひ
ら
が
な
で
書
き
、
後
で
調
べ
て
、
漢
字
に
す
る
。 

〇
北
海
道 

〇
富
山
県 

〇
か
な
が
わ
県→

神
奈
川
県 

答
え
を
メ
モ
す
る
た
め
に
使
う
。
漢
字
で
書
け
な
い
場
合
は

ひ
ら
が
な
で
書
き
、
後
で
調
べ
て
、
漢
字
に
す
る
。 

〇
北
海
道 

〇
富
山
県 

〇
か
な
が
わ
県→

神
奈
川
県 



１７ 

題 材 名  「お礼の気持ちを伝えよう」（第１時／２時間） 

目  標  書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注

意したりして、文章の構成を考えることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

 

15 

分  

 

 

 

 

 

 

10 

分  

 

15 

分  

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「お礼の気持ちを伝えよう」を黒板に書く。  

 

②p62 最初の４行を読み、ここで学習することを線で引く。  

 

 

③本時の目標を黒板に書く。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

 

④１を読んで、だれに、何のお礼を伝えるかを決めさせる。  

・「学校生活をふりかえって」とあるが、それに限らない。目

的意識をもたせることで「気持ちが伝わる手紙」になる。「だ

れに」「何のお礼か」をしっかり決めることが重要。だから

と言ってここで迷っていると先に進まない。「自分がピンチ

の時、ドラえもんに道具を出してもらったお礼の手紙を書こ

う」など、スチュエーションを提示するのも一案。  

 

④２を読んで下段にある「手紙の型」を確認させる。  

・p64 の例文でも「手紙の型」を確認させる。  

 

⑤手紙の下書きをする。  

 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

栃・群・埼・潟・井（45 字目／202 字中）  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②例「お世話になった方に、手

紙でお礼の気持ちを伝えまし

ょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に書く。大きな声でなくてよ

いので、ゆっくりと正しい発

音で読む。  

 

④例「校長先生に」「遠足で転

んだ時に優しく言葉をかけて

くれたお礼を手紙で伝える」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・行事を行った時に感想を書いたり、講師にお礼の手紙を書いたりすることが多い。同じような内

容の手紙を30通も読む講師はたまらない。だから、個性を出すためにも「気持ちをこめた」手紙で

あることが求められる。そして、ていねいな字で書くことも大切となる。  

・手紙を書くことが目的なので、お礼でなくてもよい。  

 

気持ちが伝わる手紙を書こう  



１７ 

題 材 名  「お礼の気持ちを伝えよう」（第１時／２時間） 

目  標  書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注

意したりして、文章の構成を考えることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「お礼の気持ちを伝えよう」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「気持ちが伝わる手紙を書こう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

④形式的な形であるが、どこにでも通じる形である。覚えておく

にこしたことはない。 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

＜手紙は書かないという子への手だて＞ 
 ○IT機器の普及で手紙を書くことが少なくなった。しかし、手紙を書か

ざるを得ない状況になってから準備するのでは遅い。その意義を子ど

もに十分に理解させる。「日本の知り合いに送ったら喜ぶよ」では説

得力に欠ける。常識の範ちゅうであることを理解させたい。 

  
 

 
 

お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

 

気
持
ち
が
伝
わ
る
手
紙
を
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
る 

 
 

・
だ
れ
に 

 
 

・
何
の 

 
 
 
 

 

◎
手
紙
の
型 

 
 

・
初
め
の
あ
い
さ
つ 

 
 

・
本
文 

 
 

・
む
す
び
の
あ
い
さ
つ 

 
 

・
後
づ
け 

 

◎
下
書
き
を
す
る 

 
 
→

 

気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
に 

  
☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『お礼の気持ちを伝えよう』の続きの学習します。」



お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
７ 

       

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

  だ
れ
に
書
こ
う
か
な 

    何
の
お
礼
を
書
こ
う
か
な 

          手
紙
の
下
書
き
を
し
よ
う 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
７ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
７ 

      

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

  だ
れ
に
書
こ
う
か
な 

    何
の
お
礼
を
書
こ
う
か
な 

          手
紙
の
下
書
き
を
し
よ
う 

校
長
先
生
に
書
く 

気
持
ち
が
伝
わ
る
手
紙
を
書
こ
う
。

遠
足
で
転
ん
だ
時
に
優
し
く
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
お
礼
を
手
紙
で
伝
え
る 

校
長
先
生 

６
月
の
ク
エ
ン
カ
遠
足
の
と
き
の
こ
と
で
、
校
長
先
生
に
お
礼
を
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。…

 



１８ 

題 材 名  「お礼の気持ちを伝えよう」（第２時／２時間） 

目  標  間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

10 

分  

10 

分  

 

 

 

 

 

10 

分  

 

７  

分  

２  

分  

①題材名「お礼の気持ちを伝えよう」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書く。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③手紙の下書きをさせる。 

 

④p64 最後の２行や p65 下段「たいせつ」を読ませ、手紙を直

させる。 

・読みやすい字か 

・気持ちがこもっているか 

・字にまちがいがないか 

・ていねいな言葉をつかっているか 

 

⑤清書をさせる。  

 

 

⑥手紙を読みあってよいところを認め合わせる。  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

 

④例「校長先生に」「遠足で転

んだ時に優しい言葉をかけて

くれたお礼を手紙で伝える」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤１画を意識して中心線にまっ

すぐに書く。  

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・手紙はプライベートなものだから、読みあうことを嫌う場合は無理強いしない。  

・「手紙を出す」ところまでもっていきたいが、ドラえもんなど架空の相手に書いた場合は難しい

ので、保護者など褒めてもらえる人に渡して成果を認めてもらえるように計らう。  

 

気持ちが伝わる手紙を書こう. 



１８ 

題 材 名  「お礼の気持ちを伝えよう」（第２時／２時間） 

目  標  間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「お礼の気持ちを伝えよう」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「気持ちが伝わる手紙を書こう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

④言葉づかいや助詞（て・に・を・は）などを正しく使っている

かに気をつけさせたい。 

＜字をきれいに書けないという子への手だて＞ 
 ○字がきれいであることは、パソコン等で文章を作るようになった今で

も、価値がある。そのため、字がきれいでないことに劣等感を抱く子

どもも多い。きれいに書けることに越したことはないが、大切なこと

は「ていねいに」書くことである。一画一画丁寧に書くとみられる字

になる。４年生までは時間がかかっても、ゆっくりていねいに字を書

かせたい。 

  
 

 
 

お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

 

気
持
ち
が
伝
わ
る
手
紙
を
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
る 

 
 

・
だ
れ
に 

 
 

・
何
の 

 
 
 
 

 

◎
下
書
き
を
す
る 

 
 
→

 

気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
に 

 

◎
読
み
返
し
て
直
す 

 
 

・
字
に
間
違
え
が
な
い
か 

 
 

・
て
い
ね
い
な
言
葉
を
つ
か
っ
て
い
る
か 

 

◎
清
書
を
す
る 

→
 

読
み
や
す
い
字
で
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
に 

 

 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『漢字の広場』学習します。」



お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
８ 

     

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

          手
紙
の
下
書
き
を
し
よ
う 

              清
書
を
し
よ
う 

気
持
ち
が
伝
わ
る
手
紙
を
書
こ
う
。

前
時
に
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
い
た
「
下
書
き
」
に
引
き
続
い

た
文
章
を
書
か
せ
る
。 

前
時
と
本
時
の
下
書
き
を
校
正
し
な
が
ら
清
書
を
す
る
。 



お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
８ 

     

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

          手
紙
の
下
書
き
を
し
よ
う 

              清
書
を
し
よ
う 

気
持
ち
が
伝
わ
る
手
紙
を
書
こ
う
。

前
時
に
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
い
た
「
下
書
き
」
に
引
き
続
い

た
文
章
を
書
か
せ
る
。 

前
時
と
本
時
の
下
書
き
を
校
正
し
な
が
ら
清
書
を
す
る
。 



１９ 

題 材 名  「漢字の広場②」（第１時／１時間）【書く】 

目  標 第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

５  

分  

 

 

５  

分  

 

 

 

 

７  

分  

 

 

 

８  

分  

 

 

５  

分  

 

 

 

６  

分  

２  

分  

①題材名「漢字の広場」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、第３学年までに配当されている漢字を書

き，文や文章の中で使う」という【書く】単元であることを意

識して指導する。  

②p66 最初の２行を読み、ここで学習することを線で引く。  

 

③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④□で囲んである漢字を読ませる。  

☆「３年の漢字であるから読める」と決めつけず、読めたもの

をほめるようにして意欲を高める。  

 

⑤出てくる漢字の読みを見なくても言えるように覚えること

を伝え、先生の後について読ませる。読みながら覚えさせる。

【留意】アクセントに気を付けて読むようにする。覚えること

で、漢字のリズムと日本語語彙を増やすことにつなげる。一

般的に３分ですべて覚えられる。  

 

⑥覚えた読みをひらがなでワークシートに書かせる。それを漢

字に直すことを通して、漢字学習への意欲を駆り立てさせる。

【留意】漢字は書けたところまでにする。全部書かせて漢字嫌

いをつくらないようにする。  

 

⑦出てくる漢字をできるだけたくさん使って夏の楽しみを書

かせる。書く前に何個の漢字を使えそうか宣言してから文章

を書かせると意欲が増す。  

 

⑧書いた文を読み直して、正しく伝わるかを確認させる。  

【留意】この場合の「正しく伝わる」は、「主語・述語のつな

がり」「句読点」に留意することであるが、この言葉を子ど

もに伝えないことでスムーズに学習が進む。友だちと読みあ

っても良い。  

⑨今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

梨・岡・茨・奈・富（50 字目／202 字中）  

 

⑩次時の予告をする。  

 

 

 

 

②線で引く部分「夏の楽しみを

文章に書きましょう」  

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

 

⑤先生の後について漢字を読

む。アクセントやリズムに気

を付ける。  

 

 

 

⑥覚えたものをひらがなでワー

クシートに書く。それを漢字

に直す。  

 

 

⑦「７個使って文章を書けそう

だ。がんばるよ」  

記入例「夏の暑さにはまいりま

す。息つぎをしながら泳ぐ練

習を…」  

 

 

 

 

⑨筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・ｐ66の「それぞれの人になったつもりで」が条件であることに注目させるとブレがない  

・「漢字の広場」であるが、最初から漢字を多用することを求めず、後で調べてみたり、友達の文

章を読んでみたりすることで、漢字に直してあげるなど学習を広げていく。  

夏の楽しみを文章に書こう。  



１９ 

題 材 名  「漢字の広場②」（第１時／１時間） 

目  標  第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

漢
字
の
広
場
② 

 

夏
の
楽
し
み
を
文
章
に
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

□
で
か
こ
ん
で
あ
る
漢
字
を
読
む 

 
 

・
発
音 

 
 

・
口
を
し
っ
か
り
開
け
て 

 
 

 

◎
出
て
く
る
言
葉
を
お
ぼ
え
る 

 

→
 

み
ん
な
で
全
部
言
え
る
よ
う
に 

 
 

３
分 

 
 

 

◎
お
ぼ
え
た
言
葉
を
書
く 

・
漢
字
な
ら
◎ 

 
 

・
ひ
ら
が
な
な
ら
○ 

→
 

漢
字
に
直
す 

 
 

・
一
部
で
も
△ 

 
◎
夏
の
楽
し
み
を
書
く
。 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

③本時の目標を児童に知らせる。 

「夏の楽しみを文章に書こう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「漢字の広場②」を黒板に書く。 

⑤書かれている漢字を覚える。（３分） 

 新しい外国語の単語を３分で覚えるのと３語程度。みんなで全

部覚えることは十分に可能。30人のクラスで３人ぐらいは全部覚

⑥次時の予告をする。「次の時間は、『一つの花』を学習します。」 

＜漢字への苦手意識がある子への手だて＞ 
 ○漢字は書けなくてもICTが補ってくれる世の中になった。書けなくても読めなくても大丈夫程度の意識

をもって無理やり指導することは控える。しかし、漢字は文化であり、書けたり読めたりすることは世

界を広げる。あきらめたり逃げたりしないようにゆっくり導き、子ども自身で自分の世界を広げられる

ようにする。 

⑧たくさんの漢字を使って夏の楽しみを書く。ここに出てくる漢

字にこだわる必要はない。あとで文を読み合い、楽しめると言葉

への興味が高まる。 

⑨今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



漢
字
の
広
場
② 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
９ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

  
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
漢
字
で
書
こ
う 

      夏
の
楽
し
み
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

  



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



漢
字
の
広
場
② 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
９ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

  

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
漢
字
で
書
こ
う 

      夏
の
楽
し
み
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

夏
の
楽
し
み
を
文
章
に
書
こ
う
。

①
覚
え
た
漢
字
を
漢
字
で
書
く
。 

②
漢
字
で
書
け
な
い
場
合
、
ひ
ら
が
な
で
書

く
。
そ
の
後
、
調
べ
て
漢
字
に
直
す
。 

 

例 

美
化 

 
 

短
い 

 
 

さ
む
い→

寒
い 

 

夏
の
暑
さ
に
は
ま
い
り
ま
す
。
息
つ
ぎ
を
し
な
が
ら
泳
ぐ
練
習
を…

 

４  ７  



２０  
題 材 名  「一つの花」（第１時／全４時間） 

目  標  ・場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化情景などについて、叙述を基

に想像して読む。  

・書いたものを発表し合い、書き手の考えの明確さなどについて意見を述べ合う。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「一つの花」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

 

・学習シートに目標を書き込む。  物語を一読し、登場人物や時代背景などを確認し、人

物の 気持ちや世の中の様子を読み取ろう。 

 

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

③  物語を一読させ、感じたことをワークシートに書き込ませる。 

・登場人物や時代背景、場所などを文中の語句から読み取らせる。

 

 

④  登場人物の気持ちや世の中の様子を、文中の語句から読み取らせ

る。  

・物語を一読する。段落に番号を

書きながら読み進める。 

・登場人物などを読み取る。 

 

・物語の文中から気持ちを表す言

葉を見つけ出したり、挿絵など

から感じたことを発表する。 

終

末

15 

分 

⑤  戦争中と戦争後の場面を比べさせる。 

・最後の場面に「一つだけ」という言葉が出てこない理由を考えさ

せる。  

 

⑥  次回の学習の内容を伝える。  

「なぜ一つの花という題がついているのか」 

・場面の入れ替わりを読み取り、

ゆみ子の心の成長を読み取る。 

指導のポイント 

○ 次のような言語活動を通して読むことの能力を育てたい。  

・物語や詩を読み、感想を述べあうこと。 

・紹介したい本を取り上げて説明すること。 

・必要な情報を得るために、読んだ内容に関連した他の本や文章などを読むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

２



板書例 

 



  一 つ の 花  １  

４ 年  組  氏 名 （           ）  

 

  目 標   

 

  一 読 し た 後 の 感 想 を 書 き ま し ょ う 。  

  

 

 登 場 人 物  人 物 の 気 持 ち  世 の 中 の 様 子 や 出 来 事  

   

 

  戦 争 中 と 戦 争 後 の 、 そ れ ぞ れ の 特 徴 を 表 す 言 葉 を 文 中 か ら 見 つ け ま し ょ う 。 ま た 、 「 一  

つ だ け ち ょ う だ い 」 が 戦 争 後 に 出 て こ な い わ け を 考 え ま し ょ う 。  

 戦 争 中  戦 争 後  

  

 



 一 つ の 花 １  

４ 年  組  氏 名 （           ）  

 

  目 標   物 語 を 一 読 し 、 登 場 人 物 や 時 代 背 景 な ど を 確 認 し 、 人 物 の 気 持 ち や 世 の 中 の 様  

子 を 読 み 取 ろ う 。  

 

  一 読 し た 後 の 感 想 を 書 き ま し ょ う 。  

  

 

 登 場 人 物  人 物 の 気 持 ち  世 の 中 の 様 子 や 出 来 事  

 例  

ゆ み 子  

 

 

 お 母 さ ん  

 

 お 父 さ ん  

 

 

 お 母 さ ん  

 

 

 お 父 さ ん  

 

 

・ は っ き り 覚 え た 最 初 の 言 葉→ 一 つ  

だ け ち ょ う だ い （ 戦 争 中 の 厳 し さ が  

分 か ら な い 幼 児 期 ）  

・ 一 つ だ け よ と 自 分 の 分 か ら 一 つ  

（ 自 分 を 犠 牲 に し て ま で 子 を 思 う 母 ）

・ め ち ゃ く ち ゃ に 高 い 高 い （ そ れ し か  

娘 を 満 足 さ せ る こ と が で き な い ）  

・ お 父 さ ん に ゆ み 子 の 泣 き 顔 を 見 せ た  

く な か っ た （ 戦 争 向 か う 夫 へ の 想 い ）

 

・ み ん な お に ぎ り を お や り よ （ 自 分 を  

犠 牲 に し て ま で 子 を 思 う 父 ）  

 

・ た く さ ん も の が な い 時 期  
 
 

・ も の を 大 切 に し て い る  
 

 

・ 現 代 の よ う に お も ち ゃ も な い 。  

 

 

・ 厳 し い 、 最 後 の 別 れ に な る と き  

に 涙 な ん て 許 さ れ な い  
 

 

 

  戦 争 中 と 戦 争 後 の 、 そ れ ぞ れ の 特 徴 を 表 す 言 葉 を 文 中 か ら 見 つ け ま し ょ う 。 ま た 、 「 一  

つ だ け ち ょ う だ い 」 が 戦 争 後 に 出 て こ な い わ け を 考 え ま し ょ う 。  

   戦 争 中  戦 争 後  

 軍 歌 、 兵 隊 、 防 空 頭 巾 、 ば く だ ん 、  

は い き ゅ う  

 

コ ス モ ス の ト ン ネ ル 、 お 肉 と お 魚  

ス キ ッ プ  ミ シ ン の 音  

 



２１  
題 材 名  「一つの花」（第２時／全２時間） 

目  標  ・場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化情景などについて、叙述を基

に想像して読む。  

・書いたものを発表し合い、書き手の考えの明確さなどについて意見を述べ合う。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「一つの花」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

 

・学習シートに目標を書き込む

。 

 戦争後の文中には、「一つだけ」という言葉が出てこ

ない 理由を考えよう 

 

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

③  戦争後には「一つだけ」という言葉が出てこない。その理由を考え

させる。   

・物の豊かさという視点から、戦争中と戦争後を比較し、文中の言

葉を使って比べさせ、一つだけという言葉の意味を探る。 

 

④  一つの花を紹介する文を書かせる。  

何に着目して紹介するか考えさせる。 

・親の、子どもへの想い  

・戦争の中で生きるということ 

・十年という歳月 

・文中の言葉から、戦争中と戦

争後を特徴づける言葉を探す

中で、一つだけという言葉の

意味を考える。 

 

・紹介するときに、はじめと結

びを考えてから内容をまとめ

ていく。 ① 

終

末

15 

分 

⑤ 使う言葉によって伝わる様子が違ってくること例題を用いて理解させ

る。 

・教科書の例題を用いる。 

 

⑥  次回の学習の内容を伝える。  

「つなぎ言葉のはたらきを知ろう」に入る。 

・副詞の種類を覚え、その内容

を学び、文意に大きく関わっ

てくることを知る。 

指導のポイント 

○ 次のような言語活動を通して読むことの能力を育てたい。  

・物語や詩を読み、感想を述べあう。  

・紹介したい本を取り上げて説明する。  

・必要な情報を得るために、読んだ内容に関連した他の本や文章などを読む。 

 

 

 

 



板書例 

 

 

「つなぎ言葉のはたらきを知ろう」



  一 つ の 花  ２  

４ 年  組  氏 名 （           ）  

 

  目 標   

 

   物 の 豊 か さ と い う 視 点 で 、 戦 争 中 と 戦 争 後 の 特 徴 を 表 す 言 葉 を 文 中 か ら 探 し ま し ょ う 。  

      戦 争 中         戦 争 後  

   「 一 つ だ け 」 と い う 言 葉 に 込 め ら れ る 想 い と は ？ 自 分 の 考 え を 書 き ま し ょ う 。  

     （ 題 名 に あ る 一 つ の 花 の 意 味 に せ ま る ）  

 

    「 一 つ の 花 」 を 紹 介 す る す る 際 、 ど ん な こ と に 着 目 し ま す か 。 （ 親 の 、 子 ど も へ の 思 

 い 、 戦 争 の 中 で 生 き る と い う こ と 、 十 年 と い う 歳 月 ）  

   出 だ し の 言 葉  

 

   結 び の 言 葉  

 

   状 態 を 表 す 言 葉 （ 副 詞 ）  

   ・ ゆ み 子 は （ と う と う ・ す ぐ に ・ ま も な く ） 泣 き 出 し た 。  

   ・ ミ シ ン の 音 が 、 （ た え ず ・ し ば ら く ・ し ば し ば ） 聞 こ え て い た 。  



   一 つ の 花   ２  

４ 年  組  氏 名 （           ）  

 

  目 標   戦 争 後 の 文 中 に は 、 「 一 つ だ け 」 と い う 言 葉 が 出 て こ な い 理 由 を 考 え よ う 。  

 

   物 の 豊 か さ と い う 視 点 で 、 戦 争 中 と 戦 争 後 の 特 徴 を 表 す 言 葉 を 文 中 か ら 探 し ま し ょ う 。  

      戦 争 中  

  ・ は っ き り 覚 え た 最 初 の 言 葉→ 

     一 つ だ け ち ょ う だ い  

  ・ 配 給  

  ・ い つ も お 腹 を す か し て い た  

      戦 争 後  

 ・ お 肉 と お 魚 ど っ ち が い い→ 

                選 択 で き る 自 由  

 ・ ゆ み 子 が お 昼 を 作 る 日  

 

   「 一 つ だ け 」 と い う 言 葉 に 込 め ら れ る 想 い と は ？ 自 分 の 考 え を 書 き ま し ょ う 。  

     （ 題 名 に あ る 一 つ の 花 の 意 味 に せ ま る ）  

 一 つ だ け と は… 物 の な い 厳 し い 状 況 を 指 す 。 だ か ら こ そ 、 そ の 一 つ の 価 値 が 大 き い 。  

 そ の 一 つ に 想 い が こ も る 。  

 

    「 一 つ の 花 」 を 紹 介 す る す る 際 、 ど ん な こ と に 着 目 し ま す か 。 （ 親 の 、 子 ど も へ の 思 

 い 、 戦 争 の 中 で 生 き る と い う こ と 、 十 年 と い う 歳 月 ）  

   出 だ し の 言 葉  

    普 段 何 気 な く 過 ご し て い て 、 一 緒 に い る の が 当 た り 前 と し て と ら え て い る の が 両 親  

 の 存 在 で す 。 で も 、 こ の 物 語 を 読 ん で 、 考 え が 大 き く 変 わ り ま し た 。  

 

    結 び の 言 葉  

     時 代 に よ っ て 、 身 の 回 り に あ る 物 の 質 や 量 は 違 う け れ ど 、 本 当 の 豊 か さ っ て 何 な の  

 か を 自 分 な り に 気 が つ い た よ う な 気 が し ま す 。 こ れ か ら も っ と 考 え て い き た い と 思 い  

 ま す 。  

   状 態 を 表 す 言 葉 （ 副 詞 ）  

   ・ ゆ み 子 は （ と う と う ・ す ぐ に ・ ま も な く ） 泣 き 出 し た 。  

   ・ ミ シ ン の 音 が 、 （ た え ず ・ し ば ら く ・ し ば し ば ） 聞 こ え て い た 。  

 

 



つ
な
ぎ
言
葉
の
は
た
ら
き
を
知
ろ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
２ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

    つ
な
ぎ
言
葉
を
説
明
し
よ
う 

                  ８２
ペ
ー
ジ
１
か
ら
３
つ
選
ん
で
文
の
続
き
を
書
こ
う 

つ
な
ぎ
言
葉
を
使
っ
て
み
よ
う
。

前
の
文
と
後
ろ
の
文
の
つ
な
が
り
方
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
言
葉 

①
明
日
は
晴
れ
る
ら
し
い
。 

だ
か
ら
、
運
動
会
が
で
き
そ
う
だ
。 

し
か
し
、
最
近
、
天
気
予
報
が
当
た
ら
な
い
か
ら
雨
か
も
し
れ
な
い
。 

つ
ま
り
、…

 



２３ 

題 材 名  「短歌・俳句に親しもう（一）」（第１時／全１時間） 

目  標  短歌を声を出して読むことで、言葉の調子や響きに親しむことができる。 

◎ 積極的に言葉の調子やリズムに親しみ、覚えて言うことができる。 

領 域 名    伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

 

導

入

10 

分 

① 題材名「短歌を楽しもう」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

 

 

 

・本時のめあてを知る。 

・声を合わせて目標を読む。 

 短歌や俳句を声に出して楽しもう  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 

 

 

 

展

開

35

分 

 

 

 

 

 

 

 

③ 区切りを確認し、リズムを意識しながら、各自で俳句や短歌を繰り返

し音読させる。 

「声に出して読んでみましょう」 

・難読文字を確認する。 

 

④ おもしろいと感じる場所を発表しながら、風景や作者の気持ちを考え

ていく。  

 「おもしろいと思うところを発表しましょう」 

 「どんな風景や作者の気持ちが想像できますか」 

 ・日本の風景などの写真を用意すると想像しやすい。 

 

⑤ 好きなものを選び，音読したり暗唱したりする。 
 

⑥ グループで、自分が選んだ理由を話して、お互いに音読しあう。

「選んだ理由を言って、お互いに声に出して読んでみましょう」 

・俳句や短歌を繰り返し声に

出して読む。 

 

 

・おもしろいと感じる場所を

自由に発表する。  

・風景や作者の気持ちを想像

する。 

 

・好きな短歌を選んで、その

理由を書く。 

 

・お互いに好きな短歌とその

理由を発表しあう。 

終

末

5

分 

⑦ 本時の学習を確認させる。 

「短歌・俳句を楽しく読んで、日本語のリズムを楽しむことができま

したか」 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

指導のポイント 

○日本の伝統文化に親しむ 

・何度も音読したり、暗唱することで、五七の調子や文語の響きに親しませる。 

 ・知っている言葉をてがかりにして、作者が描こうとした風景や思いを児童なりにつかませる。日本の風景

を思い起こさせる写真などを準備するとよいだろう。 

 

 

 



 
 

短
歌
を
楽
し
も
う 

 
 

 
 

短
歌
の
こ
と
ば
の
調
子
や
ひ
び
き
を
楽
し
も
う 

 
 

 
 

 
 

 

岩
ば
し
る
た
る
み
の
上
の
さ
わ
ら
び
の 

も
え
い
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も 

 

き
み
が
た
め
春
の
野
に
い
で
て
わ
か
な
つ
む 

わ
が
こ
ろ
も
で
に
雪
は
ふ
り
つ
つ 

 

見
わ
た
せ
ば
や
な
ぎ
さ
く
ら
を
こ
き
ま
ぜ
て 

み
や
こ
ぞ
春
の
に
し
き
な
り
け
る 

  

名
月
や
池
を
め
ぐ
り
て
よ
も
す
が
ら 

  

夏
か
わ
を
こ
す
う
れ
し
さ
よ
手
に
ぞ
う
り 

す
ず
め
の
子
そ
こ
の
け
そ
こ
の
け
お
馬
が
通
る 

 

二 

お
も
し
ろ
い
と
思
う
と
こ
ろ
を
発
表
し
よ
う
。 

    

三 

自
分
の
好
き
な
短
歌
と
そ
の
理
由 

板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    板書例

⑨本時の学習を確認させる。 

「短歌・俳句を楽しく読んで、日本語のリズムを楽
しむことができましたか」 

③区切りを確認し、リズムを意識しながら、各自で俳句や短歌を繰り返し音読さ

せる。 

「声に出して読んでみましょう」 

②おもしろいと感じる場所を発表しながら、風景や作者の気持ちを考えていく。  

 「おもしろいと思うところを発表しましょう」 

 「どんな風景や作者の気持ちが想像できますか」 

③好きなものを選び，音読したり暗唱したりする。 

④グループで、自分が選んだ理由を話して、お互いに音読しあう。 

「選んだ理由を言って、お互いに声に出して読んでみましょう」 

① 題材名「短歌・俳句に親しもう」を黒板に

書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 



短
歌
・
俳
句
に
親
し
も
う
（
一
） 

 
 

 
                      

 
 
 

 
 

 
 
 

四
年 

 

組 
 

氏
名 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

今
日
の
学
習
の
め
あ
て 

    

一 

声
に
出
し
て
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

○
短
歌 

 

岩
ば
し
る
た
る
み
の
上
の
さ
わ
ら
び
の 

も
え
い
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も 

 

き
み
が
た
め
春
の
野
に
い
で
て
わ
か
な
つ
む 

わ
が
こ
ろ
も
で
に
雪
は
ふ
り
つ
つ 

 

見
わ
た
せ
ば
や
な
ぎ
さ
く
ら
を
こ
き
ま
ぜ
て 

み
や
こ
ぞ
春
の
に
し
き
な
り
け
る 

○
俳
句 

 
 

名
月
や
池
を
め
ぐ
り
て
よ
も
す
が
ら 

 
 

夏
か
わ
を
こ
す
う
れ
し
さ
よ
手
に
ぞ
う
り 

す
ず
め
の
子
そ
こ
の
け
そ
こ
の
け
お
馬
が
通
る 

 

二 

お
も
し
ろ
い
と
思
う
と
こ
ろ
を
発
表
し
よ
う
。 

 
 
 

三 

自
分
の
好
き
な
短
歌
を
選
ん
で
ど
こ
が
好
き
か
を
書
い
て
み
よ
う
。 

         

 



２４ 

題 材 名  「要約するとき」（第１時／１時間）【読む】 

目  標  目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

 

 

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

６  

分  

 

10 

分  

 

 

 

 

 

20 

分  

 

 

 

 

２  

分  

①題材名「要約するとき」を黒板に書く。  

【留意】要約を苦手とする子どもは少なくない。方法がわから

ないことを理由とするが、映画のあらすじや友達と遊んだこと

を家の人に伝えるなど生活の中で行っていることに気づいて

いないだけである。ここでは、理解を追いすぎず、表現できる

よう、日常的な活動につながるよう心掛ける。  

 

②p86 下段を読み、ここで学習することを線で引く。  

 

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④「要約」とは何かがわかる文に線を引き、ワークシートにま

とめさせる。  

 

⑤説明する文章や意見文を要約するときに大切なことについ

て考えさせる。  

・教科書に書かれた２点。それ以外にも気をつけることを挙げ

るようにさせる。  

・P87 上段の文章例を見て、大切なことに気をつけて要約され

ているか確認する。  

 

⑥物語のあらすじを伝えるときに大切なことについて考えさ

せる。  

・知っている本の内容を要約して伝え合う。  

・教科書に書かれた２点。それ以外にも気をつけることを挙げ

るようにさせる。  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

 

 

②線で引く部分「次のことに気

をつけて要約しましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

④線で引く部分「内容を短くま

とめること」  

 

⑤例「梅雨、スイカ割り、合宿、

キャンプ、プール」  

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「どんな話でしたか」「簡単に言うとどうなの」「まとめて話してみて」などと発問する。話し

たことが要約されていることを認めるようにする。  

 

 

要約するとき気をつけることを確認しよう。  



２４ 

題 材 名  「要約するとき」（第１時／１時間） 

目  標  目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

要
約
す
る
と
き 

 

要
約
す
る
と
き
気
を
つ
け
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。 

 
 ◎

要
約 

 
 
→

 

内
容
を
短
く
ま
と
め
る
こ
と 

 
 
 
 

 

 
 

・
分
量 

 
 

・
要
約
と
意
見
を
分
け
る 

 

◎
説
明
す
る
文
を
要
約
す
る 

→
 

「
分
け
る
」 

 
 

・
ラ
ベ
ル 

 
 

・
し
ょ
う
か
い
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
物
語
の
あ
ら
す
じ
を
伝
え
る 

あ
ら
す
じ≒

要
約 

 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「要約するとき気をつけることを確認しよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「要約するとき」を黒板に書く。 

④長い文章を簡単に伝えることは、日常的に行っていることであ

る。「要約」と構えることなく「短く」「わかりやすく」を意識

させてまとめさせる。 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『新聞を作ろう』を学習します。」

＜要約が苦手な子への手だて＞ 
 ○「大切な言葉を挙げる」それを短くまとめる。要約は作業になること

もある。しかし、わかりやすく、簡単に伝えることを入り口に要約を

考えさせたい。わかりやすくするために「自分の意見を入れる」「文

にない例を出す」など、原文から離れることだけは避けるように指導

することで、案外簡単であると意識が変わる。



要
約
す
る
と
き 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
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  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      要
約
を
説
明
し
よ
う 

      説
明
文
や
意
見
文
を
要
約
す
る
と
き
大
切
な
こ
と
を
メ
モ
し
よ
う 

      物
語
の
あ
ら
す
じ
を
伝
え
る
と
き
大
切
な
こ
と
を
メ
モ
し
よ
う 



要
約
す
る
と
き 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
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  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      要
約
を
説
明
し
よ
う 

      説
明
文
や
意
見
文
を
要
約
す
る
と
き
大
切
な
こ
と
を
メ
モ
し
よ
う 

      物
語
の
あ
ら
す
じ
を
伝
え
る
と
き
大
切
な
こ
と
を
メ
モ
し
よ
う 

話
や
本
、
文
章
の
内
容
を
短
く
ま
と
め
る
こ
と
。 

 

（
自
分
の
言
葉
で
も
ま
と
め
さ
せ
る
と
よ
い
） 

言
い
た
い
こ
と
を
短
く
ま
と
め
る
こ
と 

要
約
す
る
と
き
気
を
つ
け
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。

繰
り
返
し
出
て
く
る
言
葉
や
ま
と
ま
り
の
中
心
と
な
る
文
を
使
う
。 

 

（
自
分
の
言
葉
で
も
ま
と
め
さ
せ
る
と
よ
い
） 

大
事
な
言
葉
や
何
度
も
出
て
く
る
言
葉
が
大
切
。
そ
れ
を
、
わ
か
り
や
す
い
文
章
に
す

る
。 

中
心
と
な
る
登
場
人
物
が
い
つ
、
何
を
し
た
か
を
ま
と
め
る
。 

 

（
自
分
の
言
葉
で
も
ま
と
め
さ
せ
る
と
よ
い
） 

ど
ん
な
話
か
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
。 



２５ 
題 材 名  「新聞を作ろう」（第１時／全２時間） 

目  標  ・関心のあることなどから書くことを決め、相手や目的に応じて書く上で必要な事柄を調べる。  

・文章の敬体と常体との違いに注意しながら書く。 

領 域 名   B 書くこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「新聞を作ろう」を黒板に書く。 

②  

③ 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

・学習シートに目標を書き込む。 

 新聞の作り方を知り、自分で集めた情報を新聞として 

発信しよう。 

 

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

④  新聞の特徴をつかませ、記事にはいろいろな種類のものがあるこ

とを理解させる。また、記事の中で一番伝えたいものをトップニ

ュースとして掲げていることなど、新聞の特徴をつかませる。 

 

⑤  新聞の作り方を確認する。 

・どんな新聞にしたいか。 

・記事にしたい内容を決める。  

・記事の下書きをする。・割付を考える。 

 ・新聞を仕上げる。  

実物を取り上げ、児童に学習の見通しを持たせる。 

 

・新聞の特徴をつかむ。 

 

 

 

・新聞を作成するにあたり、その

構成を学んだり、レイアウトな

どを考えたりしながら、新聞の

おおよその形を作っていく。 

終

末

15 

分 

⑥ 下書きをさせる。 

 

⑦ 次回の学習の予告をする。  

「新聞を作り発表しよう」 

・完成した新聞をイメージしなが

ら作る。 

指導のポイント 

○  疑問に思ったことを調べて、報告する文章を書いたり、学級新聞などに表したりすることや、収集した

資料を効果的に使い、説明する文章を書くなどの言語活動を通して、書く力を高めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 



  新 聞 を 作 ろ う  １  
                              ４ 年  組 氏 名 （        ）  

 

 

  

 

   新 聞 を 開 い て 、 そ の 書 き 方 や 作 ら れ 方 な ど で 気 が つ い た こ と を 書 き ま し ょ う 。  

  

 

   新 聞 の つ く り か た  

    ①   

 

   自 分 だ っ た ら… 

 

    ②   

 

    ③   

 

   白 い 新 聞 に 、 自 分 な り の レ イ ア ウ ト を し て み よ う 。  

 

   



  新 聞 を 作 ろ う  １  
                              ４ 年  組 氏 名 （        ）  

 

  新 聞 の 作 り 方 を 知 り 、 自 分 で 集 め た 情 報 を 新 聞 と し て 発 信 し よ う 。  

 

   新 聞 を 開 い て 、 そ の 書 き 方 や 作 ら れ 方 な ど で 気 が つ い た こ と を 書 き ま し ょ う 。  

 ・ 新 聞 の タ イ ト ル 以 外 に 、 記 事 ご と に 大 き な 文 字 で 書 か れ て い る 題 が あ る 。  

・ 写 真 が 多 く あ る 。  

・ 一 面 、 二 面 と い う 数 が あ る 。  

・ い ろ ん な 文 字 が あ る 。  

・ ４ コ マ ま ん が が あ る 。  

   新 聞 の つ く り か た  

    ①   ど ん な 新 聞 に す る の か を 決 め る 。  

 

   自 分 だ っ た ら… 

     ４ 年 １ 組 新 聞  

 

    ②    記 事 の 下 書 き を す る 。  

 

    ③    わ り つ け を す る 。  

 

   白 い 新 聞 に 、 自 分 な り の レ イ ア ウ ト を し て み よ う 。  

 

 
 

     

         

 

 

      

  

   

 
 

    
         

 

 

 



２６ 
題 材 名  「新聞を作ろう」（第２時／全２時間） 

目  標  ・関心のあることなどから書くことを決め、相手や目的に応じて書く上で必要な事柄を調べる。 

・文章の敬体と常体との違いに注意しながら書く。 

領 域 名   B 書くこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「新聞を作ろう」を黒板に書く。 

②  

③ 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

・学習シートに目標を書き込む。 

 新聞の作り方を知り、自分で集めた情報を新聞として 

発信しよう。 

 

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

④  集めた記事のレイアウトを決め、記事の清書をさせる。 

・下書きを基に、白紙の新聞上にどのように配置させるかを考えさ

せ、レイアウトを完成させる。  

・見出しは記事の内容を端的に表し、読者の目をひくようなものを

考えさせる。  

・新聞を作り上げる。記事ごとに枠を設け、枠を貼り付けていって

もいい。 

 

⑤ 新聞の発表会を開く。  

・友達のいいところを見つけ、お互いの学習に生かせるようにさせ

る。 

・レイアウトを完成させる。 

 

 

 

 

・新聞を完成させる。 

 

 

・自分の作った新聞の特徴を強く

打ち出すように発表する。 

終

末

15 

分 

⑥ 新聞作りの賞を決めさせる。  

・全員に賞がわたるようにし、お互いが賞を決められるようにす 

る。  

⑦ 次回の学習の予告をする。  

「カンジはかせの都道府県の旅2」に入る。 

・互いに努力したことを認め合え

るような賞を考える。 

指導のポイント 

○ 疑問に思ったことを調べて、報告する文章を書いたり、学級新聞などに表したりすることや、収集した

資料を効果的に使い、説明する文章を書くことなどの言語活動を通して、書く力を高めたい 

 

 

 

 

 

 

 

「カンジーはかせの都道府県の旅２」



板書例 

 

「カンジーはかせの都道府県の旅２」 「カンジーはかせの都道府県の旅２」



新 聞 を 作 ろ う  ２    
                              ４ 年  組 氏 名 （        ）  

 

  目 標  

  

 

    友 達 の 発 表 を 聞 い て 、 い い と こ ろ を 見 つ け よ う 。  

   発 表 者  い い と こ ろ  

  

 



新 聞 を 作 ろ う ） ２    
                              ４ 年  組 氏 名 （        ）  

 

  目 標  

   新 聞 を 仕 上 げ 、 発 表 会 を 開 こ う 。  

 

    友 達 の 発 表 を 聞 い て 、 い い と こ ろ を 見 つ け よ う 。  

   発 表 者  い い と こ ろ  

鈴 木 さ ん  

 

 

 高 木 さ ん  

 

 根 本 さ ん  

 

・ ４ 年 １ 組 新 聞 と い う タ イ ト ル そ の ま ま で 、 ク ラ ス の こ と の  

記 事 が よ く 集 め ら れ て い た 。  
 

・ 記 事 が 読 み や す い 。 写 真 や 表 が 大 き く 見 や す い 。  
 

・ 記 事 が た く さ ん 載 っ て い て 、 読 ん で い て 楽 し い 。 ４ コ マ ま  

ん が も 楽 し い 。  

 



２７ 

題 材 名  「カンジーはかせの都道府県の旅２」（第１時／１時間） 

目  標  第４学年までに配当されている漢字を読むとともに、漸次書き、文や文章の中で使うこ

とができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

12 

分  

 

 

 

12 

分  

 

 

 

 

 

 

13 

分  

 

 

 

 

６  

分  

２  

分  

① 題材名「カンジーはかせの都道府県の旅２」を黒板に書く。

 

②p98 最初の２行を読み、ここで学習することを線で引く。  

 

 

③本時の目標を黒板に書く。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④６つずつ文を読んで、内容を覚えさせる。  

・先生が①～⑥まで読む→先生の後に続いて声に出して読む

→一人で読む→「内容を覚えましたか。次に行きます」  

・同様の活動を⑦～、⑬～、⑲～に分けて繰り返す。  

 

⑤２人組になって問題を出し合わせる。  

・読むほうもできるだけ教科書を見ないようにさせる。  

・「うめぼしが特産品の県は」などのように文を再構成させる。

（「何県」と聞いても「都」「道」「府」であることもあるル

ールであることを知らせる）  

・答えを漢字で書かせる。わからない場合、ひらがな（ローマ

字）で書き、後で漢字に直させる。  

 

⑥p98 下段の地図だけ見えるように他を隠し、先生が番号を言

ってその県の内容を文章に書かせる。  

・先生「○25 の県を紹介してください」→子ども「○25 は滋賀県

で、琵琶湖で有名です。琵琶湖は、日本一大きな湖です」  

・友達と問題を出し合うことも良い活動である。  

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

軍・兵・隊・輪・特（70 字目／202 字中）  

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

②例「都道府県名を使った文を

書きましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に書く。大きな声でなくてよ

いので、ゆっくりと正しい発

音で読む。  

 

④大きな声でなくてよいので、

ゆっくりと正しい発音で読

む。  

 

 

⑤例  

×「たこ焼きで有名なのは島根

県である。○か×か」  

○「たこ焼きで有名なのは何県

ですか」「おおさかふ→大阪

府」  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  
・p60「カンジーはかせの都道府県の旅１」を振り返りながら指導する。  
・「北」「海」「道」のように、県名以外でも頻繁に使う漢字で都道府県名が成り立っているとこ
ろもあれば、「岐」「阜」の「阜」の字のように、ほとんど使われない字もある。子どもは、「
使わないから覚えない」といいがちである。「○○さんの友達が住んでいる」など関係性で身近
なものにしたい。覚えさせるにあたっては、「関係性」「そのもので覚える」「追うのつくりと
十の組み合わせなどの成り立ち」で覚えることができる。子どもに合わせた指導をしたい。  

・４年生の社会科で県名を覚える。これと関連して、県名を漢字で書く単元である。社会科で、白
地図に県名を書き込ませたり、色塗りをして位置を覚えさせたりと苦労して指導している。教え
て終わりではなく、通年で指導し覚えさせたい。  

県名を使った文を書こう  



２７ 

題 材 名  「カンジーはかせの都道府県の旅２」（第１時／１時間） 

目  標  第４学年までに配当されている漢字を読むとともに、漸次書き、文や文章の中で使うこ

とができる。（知・技） 

領 域 等  知識・理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

カ
ン
ジ
ー
は
か
せ
の
都
道
府
県
の
旅
２ 

 

県
名
を
使
っ
た
文
を
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

県
の
と
く
ち
ょ
う
を
覚
え
よ
う 

 
 
 

 

◎
問
題
を
出
し
合
う 

 
 

方
法 Ａ

「
日
本
一
大
き
な
湖
が
あ
る
県
」 

 
 
 

Ｂ
「
京
都
府
」 

Ａ
「
ざ
ん
ね
ん
」 

Ａ
「
ヒ
ン
ト
で
す
。
滋
賀
県
か
、
大
阪
府
か
、
兵

庫
県
の
ど
こ
か
で
す
」
・ 

 

◎
先
生
問
題 

方
法 

 
 

・
地
図
だ
け
見
る 

 
 

・
「
何
県
」→

「
京
都
府
」
「
大
阪
府
」
も
あ
り 

 
☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「県名を使った文を書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「カンジーはかせの都道府県の旅２」を黒板に書く。

④覚えることも大切だが、言葉のリズムが体感させる。また、知

らない都道府県を身近なものにする。 

⑧次時の予告をする。  

「次の時間は、『夏の楽しみ』を学習します。」 

＜県名に興味のない子への手だて＞ 
 ○見たことがない、行ったことがないところへの興味は薄い。続けていくうちに覚える楽しさを感

じられるよう、九九のように「何個覚えた」とか「○○県には友達が住んでいる」のように関係

性などで意識化させる。 

⑤問題を出し合う。ヒントも重要な学習。「滋賀」と答えず、「滋

賀県」と答えさせる。 

⑥位置と名前と漢字が一致するようにワークシートに書

かせる。 

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



カ
ン
ジ
ー
は
か
せ
の
都
道
府
県
の
旅
２ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
７ 

    
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        友
達
が
出
し
た
問
題
の
答
え 

        先
生
が
出
し
た
問
題
の
答
え 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
７ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

         

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



カ
ン
ジ
ー
は
か
せ
の
都
道
府
県
の
旅
２ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
７ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        友
達
が
出
し
た
問
題
の
答
え 

        先
生
が
出
し
た
問
題
の
答
え 

県
名
を
使
っ
た
文
を
書
こ
う
。

答
え
を
メ
モ
す
る
た
め
に
使
う
。
漢
字
で
書
け
な
い
場
合
は

ひ
ら
が
な
で
書
き
、
後
で
調
べ
て
、
漢
字
に
す
る
。 

〇
沖
縄
県 

〇
京
都
府 

〇
し
が
県→

滋
賀
県 

答
え
を
メ
モ
す
る
た
め
に
使
う
。
漢
字
で
書
け
な
い
場
合
は

ひ
ら
が
な
で
書
き
、
後
で
調
べ
て
、
漢
字
に
す
る
。 

〇
沖
縄
県 

〇
京
都
府 

〇
し
が
県→

滋
賀
県 



２８ 

題 材 名  「夏の楽しみ」（第１時／１時間）【書く】 

目  標  言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

 

 

５  

分  

 

 

 

 

６  

分  

 

 

10 

分  

 

15 

分  

２  

分  

①題材名「夏の楽しみ」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、積極的に語彙を豊かにし，行事を説明す

る文章を書こうとする」という【書く】単元であることを意識

して指導する。  

 

②p100 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

く。  

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

【留意】日本の夏をイメージを出し合って、「眼に浮かべられ

る」ようにする。  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④６月の別名が水無月７月文月８月葉月を読んで、覚えさせ

る。  

【留意】漢字で書く必要はない。文月は「ふづき」とも読むが

教科書の表記に合わせる。すでに習った、４・５・６月の別

名（p38）も思い出させて言わせる。  

 

⑤６・７・８月から、または夏から想像する言葉を挙げさせる。

☆行事につながる言葉でもよい。語彙を増やし「書く」につな

げる  

 

⑥p100・101 の４例を読んで、五七五のリズムを感じさせる。

そのリズムで６・７・８月から、または夏の俳句を作らせる。

 

⑦表した俳句を発表させる。  

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

②線で引く部分「行事の様子を

俳句で表す」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

④６～８月の別名を覚える。３

～５月の別名を思い出す。  

 

 

 

 

⑤例「梅雨、スイカ割り、合宿、

キャンプ、プール」  

 

 

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・日本のイメージにこだわらず、「海外子女文芸作品コンクール」を意識して現地の「夏の楽しみ

」を読み込むのもよい。  

 

夏の行事やイメージを俳句で表そう。  



２８ 

題 材 名  「夏の楽しみ」（第１時／１時間） 

目  標  言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「夏の楽しみ」を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「夏の行事やイメージを俳句で表そう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

③別な読み方を覚えさせる 

リズミカルに読ませて、覚えさせることを通して、日本語に興味

をもたせる 

⑥俳句で表す 

夏のイメージの言葉と背景（色、音、熱、光、場所など）

が分かる言葉を組み合わせて俳句にする。 

＜日本の夏を知らない子への手だて＞ 
 ○教科書の挿絵から読み取ったり、友達の話から想像させたりすること

でイメージを膨らませる。 

  
 

 
 

夏
の
楽
し
み 

 

夏
の
行
事
や
イ
メ
ー
ジ
を
俳
句
で
表
そ
う 

 

◎
別
名 

 
 

・
六
月 

→
 

水
無
月 

 
 

・
七
月 

→
 

文
月 

 
 

・
八
月 

→
 

葉
月 

 
 

 

◎
『
夏
』
の
イ
メ
ー
ジ 

・
暑
い 

 
 

・
あ
せ 

 
 
 
 
→

 

と
く
ち
ょ
う 

→
 

俳
句 

 

・
気
持
ち
い
い
風 

 

◎
「
俳
句
」 

 
 

五
音
・
七
音 

→
 

リ
ズ
ム 

 
◎
「
夏
の
楽
し
み
」
の
俳
句
で
表
そ
う 

 

⑥次時の予告をする。  

「次の時間は、『事実にもとづいて書かれた本を読

もう』を学習します。」 



夏
の
楽
し
み 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
８ 

 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        「
夏
」
か
ら
思
い
う
か
ぶ
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う 

        言
葉
を
つ
な
げ
て
五
・
七
・
五
の
俳
句
に
ま
と
め
よ
う 

      一
番
お
す
す
め
の
俳
句
を
て
い
ね
い
な
字
で
書
き
ま
し
ょ
う 



夏
の
楽
し
み 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
８ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        「
夏
」
か
ら
思
い
う
か
ぶ
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う 

        言
葉
を
つ
な
げ
て
五
・
七
・
五
の
俳
句
に
ま
と
め
よ
う 

      一
番
お
す
す
め
の
俳
句
を
て
い
ね
い
な
字
で
書
き
ま
し
ょ
う 

夏
の
行
事
や
イ
メ
ー
ジ
を
俳
句
で
表
そ
う
。

梅
雨
、
ス
イ
カ
割
り
、
合
宿
、
キ
ャ
ン
プ
、

プ
ー
ル 

海
に
来
て 

か
も
め
の
白
と 

空
の
青 

ス
イ
カ
割
る 

日
本
の
も
の
よ
り 

割
り
や
す
い 

 作
っ
た
俳
句
の
中
か
ら
一
番
お
勧
め
の
も
の
を
清
書
す
る
。 

直
し
て
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
の
も
よ
い
。 

 



 



２９ 

題 材 名  「事実にもとづいて書かれた本を読もう」（第１時／２時間）【読む】 

目  標  幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気づくこと

ができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

 

15 

分  

 

 

15 

分  

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「事実にもとづいて書かれた本を読もう」を黒板に書

く。  

【留意】本単元は、【読む】単元である。ノンフィクションの

内容を読むことに利点を見出せるよう意識して指導する。  

 

②p102 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

く。  

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

 

④p107 からの「ランドセルは海をこえて」を黙読させる。  

【留意】音読の必要はない。読み方を指導するよりノンフィク

ションの良さを感じさせたい。  

 

⑤ノンフィクションの良さをメモに残させる。  

 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

夫・衣・氏・祝・徒（75 字目／202 字中）  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

②線で引く部分「ノンフィクシ

ョンを読み、そのよさを友だ

ちと伝え合いましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

④ノンフィクションの良さが感

じられる部分に線を引こう。

 

 

 

 

⑥筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・本時と次時を同日に指導することが望ましい。  

 

ノンフィクションのよさを感じよう。  



２９ 

題 材 名  「事実にもとづいて書かれた本を読もう」（第１時／２時間） 

目  標  幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気づくこと

ができる。（知・技①） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

事
実
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
も
う 

 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
さ
を
感
じ
よ
う
。 

 

 
 ◎

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン 

 
 
 
→

 

事
実
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
本 

 

◎
ラ
ン
ド
セ
ル
は
海
を
こ
え
て 

 
 
 

も
く
ど
く 

声
を
出
さ
ず
に
読
む 

 
 
 

び
音
読   

自
分
だ
け
が
聞
こ
え
る
小
さ
な
声
で 

 
 
 

音
読 

 
 

声
に
出
し
て
読
む 

 

◎
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
良
さ 

 
 
 

・ 

 
 
 

・ 

 
 
 

・ 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「ノンフィクションのよさを感じよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「事実にもとづいて書かれた本を読もう」を黒板に書

く。 

③「物語と比べる」「フィクションと比べる」などを通して、「ノ

ンフィクションの良さ」をメモに残させる。箇条書きで板書

する。 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『事実にもとづいて書かれた本を読もう』の続きを学習しま

す

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

＜ノンフィクションに良さを見いだせない子への手だて＞ 
 ○オンタイムの映像があふれている現在、ノンフィクションの文章に価

値を見出さない子どもも多い。事実の中に想像を働かせたり、行間を

読んだり、登場した人物や事象に思いを重ねたりと「事実で遊ぶ」こ

とで読みが深まる。まずは、事実を事実としてとらえられるようにす

ることが前提となる。 



事
実
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
も
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
９ 

   

 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
良
さ
を
メ
モ
し
よ
う
（
か
じ
ょ
う
書
き
で
書
い
て
み
る
の
も
い
い
ね
） 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
９ 

 
 

 
 

 
 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  

例 

例 

文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 



事
実
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
も
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
９ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
良
さ
を
メ
モ
し
よ
う
（
か
じ
ょ
う
書
き
で
書
い
て
み
る
の
も
い
い
ね
） 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
さ
を
感
じ
よ
う
。

・
知
ら
な
か
っ
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
挑
戦
者
の
気
持
ち
や
苦
労
が
よ
く
わ
か
る
。 

・
い
っ
た
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
に
行
っ
た
気
持
ち
に
な
れ
る
。 



３０ 

題 材 名  「事実にもとづいて書かれた本を読もう」（第２時／２時間）【読む】 

目  標  幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気づくこと

ができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

３  

分  

 

 

20 

分  

 

20 

分  

 

２  

分  

①本時の目標を声に出して読ませる。  

 

 

②前の時間に残した「ノンフィクションの良さ」を発表し合う。

 

 

③もう一度 p107 からの「ランドセルは海をこえて」を黙読さ

せ、発表しあった良さがわかるかを確認させる。  

 

④次時の予告をする。  

①大きな声でなくてよいので、

ゆっくりと正しい発音で目標

を読む。  

 

②ノンフィクションの良さが感

じられる部分に線を引こう。

 

③例「Ａさんが言っていたノン

フィクションの良さ」がよく

分かったのは…  

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・読む時間を十分とることで、読書の面白さをノンフィクションに広げる機会とする。本が手に入

る環境があれば、有効に使いたい。  

・p104にまとめてあるあらすじが「要約」されたものであることを伝える。こういう活動を繰り返

し行うことで、「要約」とは何かを経験の中で実感させる。  

 

ノンフィクションのよさを感じよう。  



３０ 

題 材 名  「事実にもとづいて書かれた本を読もう」（第２時／２時間） 

目  標  幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気づくこと

ができる。（知・技①） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

事
実
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
も
う 

 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
さ
を
感
じ
よ
う
。 

 

 
 ◎

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
良
さ 

 
 
 

・ 

 
 
 

・ 

 
 
 

・ 

 

◎
ラ
ン
ド
セ
ル
は
海
を
こ
え
て 

 
 
 

も
く
ど
く 

声
を
出
さ
ず
に
読
む 

 
 
 

 

 

 
 
 
 

良
さ
を
見
出
す 

  

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「ノンフィクションのよさを感じよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「事実にもとづいて書かれた本を読もう」を黒板に書

く。 

③友達が感じたノンフィクションの良さを感じられるように、ゆ

っくりじっくり読ませるようにする。 

④次時の予告をする。  

「次の時間は、『忘れもの』の続きを学習します。」

＜ノンフィクションに良さを見いだせない子への手だて＞ 
 ○オンタイムの映像があふれている現在、ノンフィクションの文章に価

値を見出さない子どもも多い。事実の中に想像を働かせたり、行間を

読んだり、登場した人物や事象に思いを重ねたりと「事実で遊ぶ」こ

とで読みが深まる。まずは、事実を事実としてとらえられるようにす

ることが前提となる。 



事
実
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
も
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
０ 

   

 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      友
達
の
意
見
を
聞
い
て
考
え
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
良
さ
を
メ
モ
し
よ
う 



事
実
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
も
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
０ 

   

 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      友
達
の
意
見
を
聞
い
て
考
え
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
良
さ
を
メ
モ
し
よ
う 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
さ
を
感
じ
よ
う
。

・
知
ら
な
か
っ
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
挑
戦
者
の
気
持
ち
や
苦
労
が
よ
く
わ
か
る
。 

・
い
っ
た
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
に
行
っ
た
気
持
ち
に
な
れ
る
。 



３１ 
題 材 名  「忘れ物」「ぼくは川」（第１時／全１時間） 

目  標  文章を読んで考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方について違いのあることに気づく。 

領 域 名   Ｃ 読むこと   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「忘れ物」「ぼくは川」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

・教科書を用意する。 

 

・学習シートに目標を書き込む。 

 二つの詩の作品を味わい、好きな表現を伝え合おう  

・学習シートを配布し、目標を書き込ませる。 

 

 

展

開 

25

分 

③ 二つの詩をワークシートに書き写してから黙読させる。 

 

④  二つの詩を音読し、好きな表現に赤線を引かせる。  

・詩を書き写す。その後に黙読す

る。 

・詩の中の好きな表現を見つけ、

赤線を引く。 

終

末

15 

分 

⑤  好きな詩を選ばせ音読発表会をする。 

・好きな表現の理由を書き、お互いに伝え合う中で、感じ方や味わ

い方は人それぞれであることを確認し合う。   

 

 

 

 

⑥  次回の学習の予告をする。  

「あなたなら、どう言う」 

・なぜその部分が好きなのか、理

由をワークシートに書き込む 

・それぞれが発表し合う中で、共

感したり認め合ったりしながら

、感じ方は人によって違うこと

を知 る。 

・作品の魅力に迫る。 

指導のポイント 

○ 詩を読み感想を述べ合う言語活動を通して、読むことの能力を育てるとともに、表現の魅力を発見したり、

それぞれの感性を認め合ったりできるように支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 

「あなたなら、どう言う」 



学 習 ワ ー ク シ ー ト （ 忘 れ も の ・ ぼ く は 川 ）    
                              ４ 年  組 氏 名 （        ）  

 

 

  

    二 つ の 詩 を 書 き 写 し ま し ょ う 。  

  

   気 に 入 っ た 表 現 を 文 中 に 探 し 、 ど ん な こ と を 感 じ た の か を 書 い て み ま し ょ う 。  

 



学 習 ワ ー ク シ ー ト （ 忘 れ も の ・ ぼ く は 川 ）    
                              ４ 年  組 氏 名 （        ）  

 

 

  二 つ の 詩 の 作 品 を 味 わ い 、 好 き な 表 現 を 伝 え 合 お う 。  

    二 つ の 詩 を 書 き 写 し ま し ょ う 。  

   忘 れ も の       高 田 敏 子  

 

 入 道 雲 に の っ て  

 夏 休 み は い っ て し ま っ た  

 「 サ ヨ ナ ラ 」 の か わ り に  

 素 晴 ら し い 夕 立 を ふ り ま い て  

 

 け さ 空 は ま っ さ お  

 木 々 の 葉 の 一 枚 一 枚 が  

 あ た ら し い 光 と あ い さ つ を か わ し て い る

 

 だ が キ ミ ！  

 も う 一 度 も ど っ て こ な い か な  

 忘 れ も の を と り に さ  

 

 迷 子 の セ ミ  

 さ び し そ う な 麦 わ ら 帽 子  

 そ れ か ら ぼ く の 耳 に  

 く っ つ い て 離 れ な い 波 の 音  

ぼ く は 川      阪 田 寛 夫  
 

じ わ じ わ ひ ろ が り  

背 を の ば し  

土 と 砂 と を う る お し て  

く ね っ て う ね っ て ほ と ば し り  

と ま れ と 言 っ て も も う と ま ら な い  
ぼ く は 川  

真 っ 赤 な 月 に の た う っ た り  

砂 漠 の な か に 渇 い た り  

そ れ で も 雲 の 影 う か べ  

さ か な の う ろ こ を 光 ら せ て  

あ た ら し い 日 へ ほ と ば し る  

あ た ら し い 日 へ ほ と ば し る  
 
 
 
 

 

   気 に 入 っ た 表 現 を 文 中 に 探 し 、 ど ん な こ と を 感 じ た の か を 書 い て み ま し ょ う 。  

    忘 れ も の の 詩 が い い と 思 い ま し た 。 あ ～ あ と 言 い な が ら 終 わ っ て し ま っ た 夏 休 み と そ  

こ で 過 ご し た 日 々 を 思 い 出 し な が ら 、 空 を 見 上 げ て い る 光 景 が 浮 か ん で き ま し た 。 い ち  

ば ん 最 後 の ４ 連 が 好 き で す 。 夏 の 思 い 出 が 次 々 に 浮 か ん で い る 場 面 だ か ら で す 。  

 



３２ 

題 材 名  「あなたなら、どう言う」（第１時／１時間）【話す・聞く】 

目  標  目的や進め方を確認して話し合い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをま

とめることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

 

 

２  

分  

 

 

３  

分  

 

 

 

 

５  

分  

 

 

 

 

 

 

６  

分  

 

 

 

 

15 

分  

 

 

 

10 

分  

２  

分  

①題材名「あなたなら、どう言う」を黒板に書く。  

【留意】「対話」を通した【話す・聞く】単元である。「対話」

は、ただ話し合うのではなく、話題を変えないことが基本とな

ることを意識しながら指導したい。つまり、理論を駆使し、多

様な例を出して（話題を広げて）説得するものではないと考え

たい。  

 

②p118 題名と最初の下段３行を読み、ここで学習することを線

で引く。  

 

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④状況をはっきりさせるため、p118 下段「お姉さん」「弟」の

立場を確認させる。  

・どちらもやっていること、思っていることは間違っていない

ことを確認する。そうでないと、感情で良い悪いの言い合い

になる。  

 

 

 

⑤p119１を読ませる。役になって考えを述べ合わせる。  

・やり取りをしながら状況をつかませる。  

・役を交代してやらせたい。みんなの前でやる必要はないので、

３人組で「お姉さん」「弟」「聞く人」で交代してやらせる。

 

 

⑥p119２を読ませる。グループを変えて、④「言い合いになら

ないように」「どういえばよいかを考えながら」対話をさせ

る。  

 

 

⑦自分とは違う立場になって考えることのよさについて考え

させ、よりよい言い方はどんなことかを話させる。  

 

⑧次時の予告をする。  

①  

 

 

 

 

 

 

②線で引く部分「お姉さんの立

場だったら、弟に対してどう

言いますか」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

④例「お姉さんは友達と遊ぶた

めに部屋をきれいにしたいん

だね。別な所でも遊べるけど、

部屋で遊びたいんだね」「弟

はお姉さんと同じ部屋を使っ

ているんだね。棚の掃除をす

るなんてえらいな」  

 

⑤例「ぼくは、きれいにしてい

るんだ。お姉さんも気持ちが

いいだろう」「今やらなくて

もよいでしょう。友達がくる

んだから」…  

 

⑥例「きれいにしてくれてあり

がとう。私も手伝うから夕方

やらない」「なぜ、今じゃダ

メなの」…  

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・４年生に理性をもって、相手の立場を考えながら話させることは難しい。「劇」に位置付けると

自然に言葉が生まれてくる。  

対話の練習 あなたなら、どう言う  



３２ 

題 材 名  「あなたなら、どう言う」（第１時／１時間） 

目  標  目的や進め方を確認して話し合い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをま

とめることができる。（思・判・表） 

領 域 等  A 話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「あなたなら、どう言う」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「対話の練習 あなたなら、どう言う。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

④「お姉さん」「弟」の立場をはっきりさせ、その上で、「どう

いうか」を考えさせる。 

⑤⑥役になって考えを述べてみる。気をつけたところや気にした

ところを考えながら話せるようにする。注意点を言わせて、

黒板に書く。 

⑦よりよい言い方を話させ、黒板に書く。 

＜言い負かそうとする子への手だて＞ 
 ○４年生ぐらいだと、自分の主張を通そうと躍起になりがちである。それはそ

れとして認めたい。対話は勝ち負けではないので、聞き手がどんな気持ちを

抱いたかを聞かせたりすることで、自分の話し方をふりかえらせたい。言い

たいことを話すのに、強い言い方や大きな声は不要である。 

  
 

 
 

あ
な
た
な
ら
、
ど
う
言
う 

 

対
話
の
練
習 

あ
な
た
な
ら
、
ど
う
言
う 

 

 
 ◎

対
話 

 
 

・
話
が
続
く
よ
う
に
＝
話
題
を
変
え
な
い 

 
 

・
言
い
く
る
め
る
わ
け
で
な
い
＝
勝
ち
負
け
で
な
い 

 
 
 
 

 

◎
お
姉
さ
ん
の
言
い
た
い
こ
と 

 
 

・ 

 
 

・ 

 

◎
弟
の
言
い
た
い
こ
と 

・ ・ 

 

◎
お
た
が
い 

な
っ
と
く
し
て 

し
た
い
こ
と
が
で
き
る 

 
 

・ 

 
 

・ 
 

 

◎
よ
り
よ
い
言
い
方 

・ ・ 

 

⑧次時の予告をする。「次の時間は、『パンフレットを読もう』を学習します。」



あ
な
た
な
ら
、
ど
う
言
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
２ 

  

よ
り
良
い
言
い
方
を
話
す
た
め
の
メ
モ 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      お
姉
さ
ん
の
言
い
た
い
こ
と 

      弟
の
言
い
た
い
こ
と 



あ
な
た
な
ら
、
ど
う
言
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
２ 

  

よ
り
良
い
言
い
方
を
話
す
た
め
の
メ
モ 

  

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      お
姉
さ
ん
の
言
い
た
い
こ
と 

      弟
の
言
い
た
い
こ
と 

対
話
練
習 
あ
な
た
な
ら
ど
う
言
う

お
姉
さ
ん
は
友
達
と
遊
ぶ
た
め
に
部
屋
を
き
れ
い
に
し
た
い
ん
だ
ね
。
別
な
所
で
も

遊
べ
る
け
ど
、
部
屋
で
遊
び
た
い
ん
だ
ね 

弟
は
お
姉
さ
ん
と
同
じ
部
屋
を
使
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。
棚
の
掃
除
を
す
る
な
ん
て
え

ら
い
な 

〇
自
分
の
考
え
を
メ
モ
し
、
ま
と
め
て
か
ら
話
せ
る
よ
う
に
す
る
。 

 

・
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る 

・
自
分
が
相
手
だ
っ
た
ら
と
考
え
な
が
ら
話
す 



３３ 

題 材 名  「パンフレットを読もう」（第１時／１時間）【読む】 

目  標  パンフレットを読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。（思・

判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

２  

分  

 

 

３  

分  

 

 

 

 

 

15 

分  

 

 

15 

分  

 

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「パンフレットを読もう」を黒板に書く。  

 

②p120 題名と１を読み、パンフレットとは何のためのものか

が書かれている部分に線で引く。  

 

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

 

④p121２①②を読み、それを手がかりに、p122-123 のパンフ

レットを読んで、気づいたことを話し合わせる。  

・読み取ったことを整理して、ワークシートに書き込む。  

 

⑤p121２③を読み、それを手がかりに、４パンフレットの工夫

について話し合わせる。  

・パンフレットは，作られた目的や伝えたい相手に応じて工夫

されていることを知るように導く。  

 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

滋・阪・徳・香・佐（85 字目／202 字中）  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②線で引く部分「場所や物など

について、説明したり、よさ

を知らせたりするためのも

の」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

④例「大切なことは大きな字で

書いてあるよ」…  

 

 

⑤例「絵をうまく使っているね」

 

 

 

 

⑥筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・新たにパンフレットを用意する必要はない。p122の「中央清掃工場…」を題材にし、同じもので

パンフレットの読み方を学ぶ。  

 

パンフレットを読もう。  



３３ 

題 材 名  「パンフレットを読もう」（第１時／１時間） 

目  標  パンフレットを読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。（思・

判・表） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
も
う 

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
も
う
。 

 

 
 ◎

パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

 
 

・
説
明
す
る 

 
 

・
よ
さ
を
知
ら
せ
る 

 
 
 
 

 

◎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
く
ふ
う 

 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

・ 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「パンフレットを読もう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「パンフレットを読もう」を黒板に書く。

②パンフレットは一般的に使われるが、いざその意味を問われる

と説明しにくい。 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『いろいろな意味をもつ言葉』を学習します。」

＜パンフレットが手に入らない状況への手だて＞ 
 ○いろいろなパンフレットがあると見方が広がる。現地言語で書かれたもの

を扱うことも可能だが、日本語の表現を感じさせることがより求められ

る。例示されている「清掃工場」を扱うことが最適である。「清掃工場」

は、４年生の社会科「ごみのゆくえ」で扱う通称「ごみ処理場」のことで

ある。匂いへの対策や廃熱利用など環境対策がなされた「清掃工場」が増

④⑤「気づいたこと」「くふう」を続けて板書することで、パン

フレットの特徴をはっきりさせたり、よさを際立たせたりす

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
も
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
３ 

              
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

              パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
で
気
づ
い
た
こ
と
、
特
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
書
こ
う 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
３ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
も
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
３ 

              

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

              パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
で
気
づ
い
た
こ
と
、
特
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
書
こ
う 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
も
う 

・
大
切
な
こ
と
は
大
き
な
字
で
書
い
て
あ
る
。 

・
絵
を
う
ま
く
使
っ
て
い
る 

 



３４ 

題 材 名  「いろいろな意味をもつ言葉」（第１時／１時間） 

目  標  様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増すとともに、言葉には性質や役割による

語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすることができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

６  

分  

 

 

 

 

 

12 

分  

 

20 

分  

 

２  

分  

①題材名「いろいろな意味をもつ言葉」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③「とる」（川崎洋）を音読し、言葉のリズムを楽しませる。

・２分で覚えさせる。  

・p124 下段１の前に言葉を足し、９行の詩に、暗唱することで

リズムを楽しむ。  

☆同じ音でもいろいろな意味をもつ言葉（多義語）があること

を理解させる。  

 

④p125①～④をさせる。空欄を埋めたら別な言葉に変えさせ、

意味をはっきりさせる。  

 

⑤p125３を読み、詩を作らせる。  

・「ひく」「かける」にこだわらなくてもよい。  

 

⑥次時の予告をする。  

①  

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

③例「先生が出席をとる 理科の

テストで満点をとる …」  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤例「ぼくは『なく』でつくろ

う。「無く  泣く 鳴く」  

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・多義語は、漢字に直すときに、迷いやすい。そのため、意味から漢字表記を確定する。そのやり

方を詩を通してつかませていく。  

 

いろいろな意味をもつ言葉の勉強をしよう  



３４ 

題 材 名  「いろいろな意味をもつ言葉」（第１時／１時間） 

目  標  様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増すとともに、言葉には性質や役割による

語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすることができる。（知・技） 

領 域 等  知識・理解  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「いろいろな意味をもつ言葉の勉強をしよう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

  
 

 
 

い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
も
つ
言
葉 

 

い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
も
つ
言
葉
の
勉
強
を
し
よ
う
。 

 
 

 ◎
「
と
る
」
川
崎
洋 

 
 

・
リ
ズ
ム 

・
く
り
返
し 

・
ち
が
う
意
味
本
が
た
く
さ
ん
あ
る 

 
 
 
 

 

◎
□
に
入
る
言
葉
を
考
え
る  

→
 

意
味
を
変
え
ず
に
別
な
言
葉
で 

 
 

 

１ 

 

①
出
る 

卒
業
式
に
出
席
す
る
・
参
加
す
る 

 
 
 
 
 

単
行
本
が
出
版
さ
れ
る 

 

◎
川
崎
洋
さ
ん
の
よ
う
に 

 
 

○
○
さ
ん
が
つ
く
っ
た
詩 

  

 

① 題材名「いろいろな意味をもつ言葉」を黒板に書く。

③リズムを大切に詩を読ませる。短時間で暗唱させることで、言

葉への感覚を磨く。 

⑥次時の予告をする。  

「次の時間は、『漢字の広場』を学習します。」 

＜語彙が少ない子への手だて＞ 
 ○この学習を通して、語彙を豊かにすることは難しい。言葉のおもしろ

さを感じ、日本語の豊かさに興味がもてると自然に語彙が豊かになる。

ここでは、言葉遊びを楽しむことを大切にしたい。 

④⑤言葉遊びを通し、多義語の意味を知り、言葉への関心を高め

る。 



い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
も
つ
言
葉 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
４ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        １
の
①
～
④
□
に
入
る
言
葉
を
考
え
ま
し
ょ
う 

                

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
つ
か
っ
て
詩
を
書
こ
う 

 



い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
も
つ
言
葉 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
４ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        １
の
①
～
④
□
に
入
る
言
葉
を
考
え
ま
し
ょ
う 

                

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
つ
か
っ
て
詩
を
書
こ
う 

ひ
く 

い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
も
つ
言
葉
の
勉
強
を
し
よ
う
。

は
っ
く
し
ょ
ん 

風
邪
を
ひ
く 

ぽ
ろ
ぽ
ろ
ぽ
ろ
ぽ
ろ 

ギ
タ
ー
弾
く 

よ
い
し
ょ
よ
い
し
ょ
と 

縄
を
曳
く 

…
 

①
で
る 

②
は
か
る 

計
る

測
る 

量
る

図
る

③
な
る 

④
つ
く 

点
く 

搗
く 

着
く

付
く



３５ 

題 材 名  「漢字の広場③」（第１時／１時間）【書く】 

目  標 第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  
 

 
２  

分  
 

３

分  

 
 

 
 

４  
分  

 
 

５  
分  

 
 

 
 

５  
分  

 
 

 
６  

分  
５  

分  
 

５  
分  

６  
分  

２  
分  

①題材名「漢字の広場」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、第３学年までに配当されている漢字を書

き，文や文章の中で使う」という【書く】単元であることを意

識して指導する。  
②p126 最初の２行を読み、ここで学習することを線で引く。  

 
 

③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 
・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  
 

④□で囲んである漢字を読ませる。  
☆「３年の漢字であるから読める」と決めつけず、読めたもの

をほめるようにして意欲を高める。  
 

⑤出てくる漢字の読みを見なくても言えるように覚えること

を伝え、先生の後について読ませる。読みながら覚えさせる。

【留意】アクセントに気を付けて読むようにする。覚えること

で、漢字のリズムと日本語語彙を増やすことにつなげる。一

般的に３分ですべて覚えられる。  
 

⑥覚えた読みをひらがなでノートに書かせる。それを漢字にな

おすことを通して、漢字学習への意欲を駆り立たせる。  

【留意】漢字は書けたところまでにする。全部書かせて漢字嫌

いをつくらないようにする。  

 
⑦絵を２～３枚ずつ分け、□の漢字を使って昔話を書かせる。

 
⑧「つなぎ言葉」を使って話を深めさせ、詳しく書けるように

させる。  
【留意】p82 の「つなぎ言葉」の表を見て、復習をする。  

 
⑨みんなの話をつなげて昔話を楽しむ。  

 
⑩今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

賀・崎・熊・沖・縄（５字目／202 字中）  

⑪次時の予告をする。  

 

 
 

 
②線で引く部分「昔話を完成さ

せましょう」  
 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  
 

 
 

 
 

⑤先生の後について漢字を読

む。アクセントやリズムに気

を付ける。  
 

 
 

⑥覚えたものをひらがなでワー

クシートに書く。それを漢字

に直す。  
 

 
⑦記入例「天気の良い日でした。

おじいさんは山におばあさん

が作ってくれた…」  

⑧p82 の表をみて、つなぎ言葉

を思いだす。  

 
 

 
⑩筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・みんなで書いた文を「つなぎ言葉」でつなげて昔話を作ることで、文章を「書く」と「つなぎ言

葉」の復習を楽しみながらできる。  

・「漢字の広場」であるが、最初から漢字を多用することを求めず、後で調べたり、友達の文章を

読んで、漢字に直してあげたりする活動などを通し学習を広げていく。  

昔話を完成させよう。  



３５ 

題 材 名  「漢字の広場③」（第１時／１時間） 

目  標  第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

漢
字
の
広
場
③ 

 

昔
話
を
完
成
さ
せ
よ
う
。 

 

 
 ◎

□
で
か
こ
ん
で
あ
る
漢
字
を
読
む 

 
 

・
発
音 

 
 

・
口
を
し
っ
か
り
開
け
て 

 
 

 

◎
出
て
く
る
言
葉
を
お
ぼ
え
る 

 

→
 

み
ん
な
で
全
部
言
え
る
よ
う
に 

 
 

３
分 

 
 

 

◎
お
ぼ
え
た
言
葉
を
書
く 

・
漢
字
な
ら
◎ 

 
 

・
ひ
ら
が
な
な
ら
○ 

→
 

漢
字
に
直
す 

 
 

・
一
部
で
も
△ 

 
◎
昔
話
を
書
く 

→
 

話
を
つ
な
げ
て
昔
話
を
完
成
さ
せ
る 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

③本時の目標を児童に知らせる。 

「昔話を完成させよう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「漢字の広場③」を黒板に書く。 

⑤書かれている漢字を覚える。（３分） 

 新しい外国語の単語を３分で覚えるのと３語程度。みんなで全

部覚えることは十分に可能。30人のクラスで３人ぐらいは全部覚

⑪次時の予告をする。「次の時間は、『ごんぎつね』を学習します。」

＜漢字への苦手意識がある子への手だて＞ 
 ○漢字は書けなくてもICTが補ってくれる世の中になった。書けなくても読めなくても大丈夫程度の意識

をもって無理やり指導することは控える。しかし、漢字は文化であり、書けたり読めたりすることは

世界を広げる。あきらめたり逃げたりしないようにゆっくり導き、子ども自身で自分の世界を広げら

れるようにする。 

⑧たくさんの漢字を使って昔話を書く。ここに出てくる漢字にこ

だわる必要はない。あとで文を読み合い、楽しめると言葉への興

味が高まる。 

⑨今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



漢
字
の
広
場
③ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
５ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

  
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
漢
字
で
書
こ
う 

      昔
話
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

  



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
５ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



漢
字
の
広
場
③ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
５ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

  

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
漢
字
で
書
こ
う 

      昔
話
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

６  

昔
話
を
完
成
さ
せ
よ
う
。 

天
気
の
良
い
日
で
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
山
に
お
ば
あ
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た…

…
 

①
覚
え
た
漢
字
を
漢
字
で
書
く
。 

②
漢
字
で
書
け
な
い
場
合
、
ひ
ら
が
な
で
書

く
。
そ
の
後
、
調
べ
て
漢
字
に
直
す
。 

 

例 

美
化 

 
 

短
い 

 
 

さ
む
い→

寒
い 

 

４  



３６ 
題 材 名  「ごんぎつね」（第４時／全４時間） 

目  標  ・情景や叙述をもとに登場人物の気持ちや行動を読み取り、自分の考えを深める。 

・登場人物の気持ちの移り変わりや場面の様子が分かるように音読する。 

領 域 名   C 読むこと   

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「ごんぎつね」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本単元のめあてを知る。 

 難しい語句の意味を理解しながら、 物語のあらすじをつかもう

 

 

 

展

開 

25

分 

③ 物語のあらすじをつかませる。  

・板書例を参考に、あらすじをまとめさせる。  

（順番に考えさせながら板書する。） 

 

④ 初発の感想を書かせ、発表させる。  

・物語のあらすじをつかむ。 

 

 

 

・初発の感想を発表する。 

終

末

15 

分 

⑤ 新出漢字や難しい語句の学習をする。  

 

⑥  登場人物の把握とそれぞれの気持ちを考えさせる。 

・新出漢字の学習をする。 

 

・場面や出来事などを整理する。 

指導のポイント 

○ 時代背景を理解したうえで、色々な表現に着目し場面毎に読み解いていけるよう、理解のための工夫を

十分に行いたい。 

○ 情景描写も大事であるが、ごんと兵十の境遇と心情の変化に着目し、理解を深めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 



「 ご ん ぎ つ ね 」   １                                                   

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「 ご ん ぎ つ ね 」 １                                                      

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

  こ と ば       意 味 や 使 い 方  

 ( 例 ) つ ぐ な う   自 分 が お か し た 罪 や 失 敗 と お 金 や 労 働 で 埋 め 合 わ せ る こ と

  お 城   

  菜 種 が ら   

  干 す   

  も す   

  堤   

  ス ス キ   

  た だ の と き   

  萩   

  ぼ ろ ぼ ろ   

  盗 人   

  は ん の 木   

  

  

  

 



「 ご ん ぎ つ ね 」                               記 入 見 本             ｗ 41  

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

    私 は 、 兵 十 は 悪 く な い と 思 い ま す 。 そ の わ け は 、 栗 な ど を 運 ん で く  

  れ た の は 、 ご ん だ と 知 ら な か っ た か ら で す 。  

    だ か ら 、 大 切 な こ と は 、 難 し く て も 相 手 に キ チ ン と 伝 わ る よ う に し  

  て お く よ う に し た い と 思 い ま す 。 ・ ・ ・ ・ ・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「 ご ん ぎ つ ね 」                              記 入 見 本              ｗ 41  

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

   こ と ば       意 味 や 使 い 方  

 ( 例 ) つ ぐ な う    自 分 が お か し た 罪 や 失 敗 を お 金 や 労 働 で 埋 め 合 わ せ る こ  

 と 。  

  お 城   敵 を 防 ぐ た め に 濠 （ ほ り ） を 巡 ら し た 住 居 を 兼 ね た 建 造 物 。

 城 主 が 「 お と の 様 」 。  

  菜 種 が ら   菜 種 （ ア ブ ラ ナ の 種 ） か ら 油 を 搾 っ た あ と の か す 。 肥 料 な

 ど に 用 い る 。  

  干 す   風 や 太 陽 に あ て て 水 分 を と る 。  

  も す   （ 百 舌 ） 背 は 灰 褐 色 、 腹 の 中 央 は 白 色 、 尾 は 長 い 。 昆 虫 や

 蛙 な ど を 補 食 す る 。 季 語 は 秋 。  

  堤   （ つ つ み ） ： 川 の 水 が あ ふ れ な い よ う に 土 を 高 く 築 い た 土

 手 。  

  ス ス キ   土 手 な ど に 大 群 落 を 作 る 草 で 、 二 メ ー ト ル に 達 す る 。 花 穂

 は 秋 に 黄 褐 色 に な る 。  

  た だ の と き   普 段 。  

  萩   秋 の 小 低 木 。 秋 の 七 草 の 一 つ 。  

  ぼ ろ ぼ ろ   衣 類 や 紙 な ど が 破 れ 傷 ん で い る 様 子 。 兵 十 の 暮 ら し ぶ り が

 分 か る 。  

  盗 人   （ ぬ す っ と ） ： ど ろ ぼ う 。  

  は ん の 木   野 山 に 多 い 木 で 器 具 に 使 う 。 茶 色 の 実 は 染 め 物 に 使 う 。  

  

  

  

 



３７ 
題 材 名  「ごんぎつね」（第４時／全４時間） 

目  標  ・情景や叙述をもとに登場人物の気持ちや行動を読み取り、自分の考えを深める。 

・登場人物の気持ちの移り変わりや場面の様子が分かるように音読する。 

領 域 名   C 読むこと   

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「ごんぎつね」を黒板に書く。 

 

② 第一場面を読み、出来事を整理させる。  

状況を思い出させるよう板書する。 

 

 

・心情を読み取る。 

 

・本単元のめあてを知る。  ごんと兵十の行動と心情を考えよう  

 

 

 

展

開 

25

分 

③ ごんの性格や行動などを整理させる。  

 

④ 兵十の暮らしぶりなどを想像させる。  

・ごんの性格や行動などを整理す

る。 

・兵十の暮らしぶりなどを想像す

る。 

終

末

15 

分 

⑤ 第二場面を読み、ごんの気持ちの変化を考えさせる。 

 

⑥ 表現に着目し、場面の風景を想像させ情景描写をまとめさせる。 

・ごんの気持ちの変化(後悔と反省)

を考える。 

・情景描写をまとめる。 

指導のポイント 

○ 時代背景を理解したうえで、色々な表現に着目し場面毎に読み解いていけるよう、理解のための工夫を

十分に行いたい。 

○ 情景描写も大事であるが、ごんと兵十の境遇と心情の変化に着目し、理解を深めたい 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

板書例 

 



「 ご ん ぎ つ ね 」 ２                                                      

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

 （ 第1 段 落 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 （ 第 二 段 落 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「 ご ん ぎ つ ね 」    ２                            記 入 見 本             ｗ 42  

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

  （ 第1 段 落 ）  

   あ る 日 、 ひ と り ぼ っ ち の 「 ご ん 」 が 、 兵 十 に い た ず ら を す る 。 ・ ・ ・ ・  

 

 

 

 

 

 

  （ 第 二 段 落 ）  

   十 日 ほ ど す る と 兵 十 の お っ か さ ん の 葬 式 が 行 わ れ 、 「 ご ん 」 は  

  自 分 の 行 い を 後 悔 す る 。 ・ ・ ・ ・ ・  

 

 

 

 

 

 

 



３８ 
題 材 名  「ごんぎつね」（第３時／全４時間） 

目  標  ・情景や叙述をもとに登場人物の気持ちや行動を読み取り、自分の考えを深める。 

・登場人物の気持ちの移り変わりや場面の様子が分かるように音読する。 

領 域 名   C 読むこと   

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 第一・二場面をしっかり思い出させるように、話に抑入 揚を大

きくして印象づける工夫をする。 

 

② 第三の場面を音読し、本時の目標を黒板に書く。 

・前時を思い出す。 

 

 

・本単元のめあてを知る。 

 ごんと兵十の行動と心情を考えよう  

 

 

 

展

開 

25

分 

③ （順序を追って考えさせる）  

・麦とぎ・・・ 

・ひとりぼっち  

・いわしのこと  

・兵十の顔にきず   

ごんの気持ちからの行動は・・・ ・ 

 

 

・ごんの心情の変化から、行動を

考える。 

・生活状況をかんがえる。 

 

・ごんの行動が兵十に危害が及ん

だことを考える。 

・兵十の心情の変化も読み取る。 

終

末

15 

分 

④ 第四・五の場面を音読する。 ・ 

兵十と加助の会話を一人に役で表現する。 

 

⑤ 次時のために、全面的に読んでくるように指示する。 

・ごんのやっていることを神様だ

と言われた際のごんの気持ちを

考える。 

指導のポイント 

○ 麦をとぐ兵十（米が食せない貧しさ）。母と二人暮らしだった兵十。その兵十が、自分と同じ独りぼっち

になってしまった。当然、同情の気持ち（＝辛さや苦しみをその身になって共に感じること）が起こるだ

ろう。また、ごんのいたずらも、独りぼっちの寂しさを紛らわすためのものであったのかもしれない。言

葉では言い表せない孤独の辛さを知っているごんの同情心は、人ごと ではないという本物の同情心なの

だろう考えさせる。 

○ 「こいつはつまらない」「引き合わない」と言っている。ごんは、自分の行為を兵十に認めてもらいたい

と思っているのか。心が狭いのか。児童には、ごんの発言に対する考えを聞いてみて もよい。 

償いだけではなく、兵十に対して、親しみをもっていると考えてもよい。この場合は、自分だ と気付い

てくれないもどかしさを感じることになることを児童から聞いてもよい。 

。 

 



 

板書例 

 



「 ご ん ぎ つ ね 」   ３                                                     ｗ 43  

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

 （ 第 三 段 落 ）  

 

 

 

 

 （ 第 四 段 落 ）  

 

 

 

 

 

 （ 第 五 段 落 ）  

 

 

 

 

 

 



「 ご ん ぎ つ ね 」  ３                              記 入 見 本             ｗ 43  

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

  （ 第 三 段 落 ）  

   「 ご ん 」 は 、 つ ぐ な い と し て 兵 十 の 家 に 栗 や 松 茸 を 運 ぶ 。 ・ ・ ・ ・ ・  

 

 

 

  （ 第 四 段 落 ）  

   兵 十 が そ れ を 神 様 の し わ ざ だ と 理 解 し た の で 、 「 ご ん 」 は  

   が っ か り す る 。 ・ ・ ・ ・ ・  

 

 

 

 （ 第 四 段 落 ）  

   い つ も の よ う に 、 「 ご ん 」 は 栗 を 届 け に 兵 十 の 家 に 行 く が 、 兵 十 に  

   見 つ か っ て 火 縄 銃 で 撃 た れ て 死 ん で し ま う 。  

   兵 十 は 、 そ の と き 初 め て 「 ご ん 」 の 気 持 ち を 知 る こ と に な っ た 。  

 

 

 



３９ 
題 材 名  「ごんぎつね」（第４時／全４時間） 

目  標  ・情景や叙述をもとに登場人物の気持ちや行動を読み取り、自分の考えを深める。 

・登場人物の気持ちの移り変わりや場面の様子が分かるように音読する。 

領 域 名   C 読むこと   

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 第一場面～第五場面を連想させる。 

 

・いままでの出来事や情景、心情

を思い起こす。 

・本単元のめあてを知る。  心情が行動につながることを理解する  

 

 

 

展

開 

35

分 

② 第六場面を個人個人で、音読させる。 

「ようし」 

「おや」 

「ごん、おまいだったのか・・・・」 

③  「うなずいた」ときの、ごんの言葉を連想させる。  

 

④ 「もし、ごんが生きていたら、兵十はごんを許しただろうか」考

えさせる。  

 

・会話体の言葉に気をつけて、考

えながら読む。 

 

 

・「ごん、兵十」の気持ちを考え

る。 

・自分の立場で考え、自分の言葉

で発表する。 

終

末

5 

分 

④  児童が、この場面で「自分だったら・・・」と 考えさせるよう

にする。  

・自分が同じ立場だったら、どう

するか、考えて読んでいく。 

指導のポイント 

○ この場面は、兵十の立場から書かれているので、兵十の気持ちを追求する 「ごんは、ぐったりと目をつ

ぶったまま、うなずいた」。これを見て、兵十はようやくごんの償いの気持ちを知る。強く心を動かされ

た兵十は、銃をばたりと落とす。ここで、兵十の悲痛な後悔の気持ちが読み取らせる。 

○ お互いの気持ちをわかり合えるには、何が必要になってくるか、考えさせる 

。 

 

 

 

 

 

 

 



 

板書例 

 



「 ご ん ぎ つ ね 」    ４                                                     

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

 （ 第 六 段 落 ）  

 

 

 

 

 

 

 （ ま と め ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「 ご ん ぎ つ ね 」 ４                               記 入 見 本              

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

  （ 第 六 段 落 ）  

   い つ も の よ う に 、 「 ご ん 」 は 栗 を 届 け に 兵 十 の 家 に 行 く が 、 兵 十 に  

   見 つ か っ て 火 縄 銃 で 撃 た れ て 死 ん で し ま う 。  

   兵 十 は 、 そ の と き 初 め て 「 ご ん 」 の 気 持 ち を 知 る こ と に な る 。  

 

 

 

  （ ま と め ）  

   兵 十 と ご ん は 、 心 が 通 い 合 っ た の か 。 通 い 合 っ て い な い の か 。  

   自 分 は 、 よ く わ か ら な い の で 、 み ん な の 考 え を 知 り た い 。  

   み ん な で 話 し 合 っ て み た い 。  

 

 

 

 

 

 

 



４０ 

題 材 名  「秋の楽しみ」（第１時／１時間）【書く】 

目  標  言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

２  

分  

 

 

３  

分  

 

 

 

 

 

 

５  

分  

 

 

 

10 

分  

 

 

 

 

 

15 

分  

 

 

 

 

６  

分  

２  

分  

① 題材名「秋の楽しみ」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、積極的に語彙を豊かにし，行事を説明す

る文章を書こうとする」という【書く】単元であることを意識

して指導する。  

 

②p34 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

く。  

 

 

③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。

 

【留意】日本の秋をイメージを出し合って、「眼に浮かべられ

る」ようにする。  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④９月の別名が長月 10 月神無月 11 月霜月を読んで、覚えさせ

る。  

【留意】漢字で書く必要はない。４月から８月までの別名を思

い出していってみる。  

 

⑤９～11 月にかけて、または、秋にある好きな行事を挙げてみ

させる。  

月ごとに分けて書かなくてもよい。書くことの指導なので好き

な行事がこの時期にない場合、月や季節にこだわらず、これか

ら体験することでも構わない。書く題材は短時間で探す。  

例「クリスマス」「日本への帰国」「家族旅行」  

 

⑥好きな行事を知らせる手紙を書かせる。  

書くことの指導なので、だれに書くかなどに悩む必要はない。

相手探しで先に進まない児童には、「日本の友達」「祖父母」

など指定する。形式は P34 右下の例を参考にさせる。  

 

 

⑦書いた手紙をみんなで読みあい、良いところを伝えさせる。

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

②線で引く部分「好きな行事の

楽しさを知らせる手紙を書い

てみましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

④９～11 月の別名を覚える。３

～８月の別名を思い出す。  

 

 

 

⑤例「運動会、文化祭、ハロウ

ィン、稲かり、遠足、ぶどう

がり」  

 

 

 

 

⑥例「お元気ですか。ぼくは、

とても元気です。この前、と

ても楽しいことがありまし

た。ハロウィンパーティーで

す。…」  

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  
・手紙を自筆で、かつ、縦書きで書くことがとても少なくなってきた。だからこそ、しっかり書け
るようにしたい。例文は４行であるが、なりきって長く書けるようにしたい。それに当たり、毛筆
（書写）で学習する中心線を意識して書かせるようにする。  

秋の行事の楽しさを伝える手紙を書こう。  



４０ 

題 材 名  「秋の楽しみ」（第１時／１時間） 

目  標  言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「秋の楽しみ」を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「秋の行事の楽しさを伝える手紙を書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

③別な読み方を覚えさせる 

リズミカルに読ませて、覚えさせることを通して、日本語に興味

をもたせる 

⑥手紙を書く 

「誰に」「何」について書くかをはっきりさせること

で手紙となる。もらった人の笑顔を想像しながら書

＜日本の秋を知らない子への手だて＞ 
「食欲の秋」「読書の秋」「スポーツの秋」など日本では「○○の秋」と

呼ばれるものがある。そこから自分の経験と合わせてイメージさせる。  

  
 

 
 

秋
の
楽
し
み 

 

秋
の
行
事
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
手
紙
を
書
こ
う 

 

◎
別
名 

 
 

・
九
月 

→
 

長
月 

 
 

・
十
月 

→
 

神
無
月 

 
 

・
十
一
月 

→
 

し
も
月 

 
 

 

◎
『
秋
』
の
行
事 

・
運
動
会 

 
 

・
月
見
だ
ん
ご 

 
 
→
 

行
事 

→
 

手
紙 

 

・
紅
葉 

 

◎
「
手
紙
」 

 
 

・
だ
れ
に 

・
何
を
伝
え
る 

 
◎
「
秋
の
楽
し
み
」
の
手
紙
を
書
こ
う 

 

⑧次時の予告をする。  

「次の時間は、『クラスみんなで決めるには』を学

習します。」 



秋
の
楽
し
み 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
０ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        「
秋
」
に
あ
る
好
き
な
行
事
を
書
き
ま
し
ょ
う 

        行
事
を
伝
え
る
短
い
手
紙
を
書
こ
う 

    友
達
が
伝
え
て
く
れ
た
良
い
と
こ
ろ
を
書
い
て
お
こ
う 



秋
の
楽
し
み 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
０ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        「
秋
」
に
あ
る
好
き
な
行
事
を
書
き
ま
し
ょ
う 

        行
事
を
伝
え
る
短
い
手
紙
を
書
こ
う 

    友
達
が
伝
え
て
く
れ
た
良
い
と
こ
ろ
を
書
い
て
お
こ
う 

秋
の
行
事
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
手
紙
を
書
こ
う
。

運
動
会
、
文
化
祭
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
稲
か
り
、

遠
足
、
ぶ
ど
う
が
り 

お
元
気
で
す
か
。
ぼ
く
は
、
と
て
も
元
気
で
す
。
こ
の
前
、
と
て

も
楽
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

…
 

Ａ
さ
ん
が
「
こ
の
手
紙
を
本
当
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
出
し
た
ら
き
っ
と
喜
ぶ
よ
」
と
い
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
た
く
な
り
ま
し
た
。 



４１ 

題 材 名  「クラスみんなで決めるには」（第１時／３時間）【話す・聞く】 

目  標  言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

２  

分  

 

 

 

 

３  

分  

 

 

 

 

８  

分  

 

 

15 

分  

 

 

 

 

７  

分  

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「クラスみんなで決めるには」を黒板に書く。  

 

②p36 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

く。  

 

 

 

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④p37１を読んで役わりを確認させる。  

・「納得できる結論を目指す」ためのそれぞれの役割があるこ

とを意識させながら進める。  

 

⑤全文を読んで、司会の役割を確認させる。  

・黙読させ、司会の役割が分かるところに線を引かせる。  

・線を引いたところをもとに、司会の役割を話させる。  

・教科書（線を引いたところ）を読ませるのではなく、まとめ

て（要約させて）話させる。  

 

⑥司会の役割をまとめさせる。  

 

 

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

令・位・置・欠・満（105 字目／202 字中）  

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

②線で引く部分「役わりにおう

じた、よりよい話し合いの進

め方について考えましょう。

なっとくできるけつろんを目

ざして話し合いましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

 

⑤例「p41 下段の四角囲みの中

に〈司会グループの役わり〉

が書かれています。その中に

…」  

 

 

⑥例「多くの意見が出るように

進行する…」  

 

⑦筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・在籍者が多い学校は、児童に共通する話題で話し合いをすることが望ましが、ここでは、少人数

であることを想定して、教科書で学習を進める様展開する。  

 

役わりを決めて話し合いをしよう。  



４１ 

題 材 名  「クラスみんなで決めるには」（第１時／３時間） 

目  標  言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技） 

領 域 等  A 話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は 

 

役
わ
り
を
決
め
て
話
し
合
い
を
し
よ
う
。 

 

 
 ◎

な
っ
と
く
で
き
る
け
つ
ろ
ん
を
目
ざ
す
役
わ
り

 
 
 

・
司
会 

 
→

  

  

・
提
案
者 

→
 

  

・
参
加
者 

→
 

 
 

 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「役わりを決めて話し合いをしよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「クラスみんなで決めるには」を黒板に書く。

④⑤それぞれの役割を文中から読み取らせる。「○○に気をつけ

た方がいい」「○○した方がいい」のように話させる。 

⑧次時の予告をする。  

「次の時間は、『クラスみんなで決めるには』の続きを学習します。」

＜司会のイメージができない子への手だて＞ 
 ○日本流の話し合いを考えると「予定調和型」だったり「波風立てず型」

だったりする。ディベートや論争とは程遠い。ここでは、「多くの人

が納得できる結論」となる司会の役わりをイメージさせながら取り組

ませる。 

⑥司会が話し合いのキーマンになるので、どういう司会が良い司

会かをみんなで確認する。 

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
１ 

    
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

  司
会
グ
ル
ー
プ
の
役
わ
り 

  提
案
者
の
役
わ
り 

  参
加
者
の
役
わ
り 

      な
っ
と
く
で
き
る
け
つ
ろ
ん
を
め
ざ
す
「
司
会
」
の
役
わ
り 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
１ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

    

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
１ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

  司
会
グ
ル
ー
プ
の
役
わ
り 

  提
案
者
の
役
わ
り 

  参
加
者
の
役
わ
り 

      な
っ
と
く
で
き
る
け
つ
ろ
ん
を
め
ざ
す
「
司
会
」
の
役
わ
り 

役
わ
り
を
決
め
て
話
し
合
い
を
し
よ
う
。

多
く
の
参
加
者
が
発
言
で
き
る
よ
う
に
進
行
す
る 

議
題
に
つ
い
て
理
由
を
つ
け
て
提
案
す
る 

進
行
に
そ
っ
て
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る 

38
ペ
ー
ジ
か
ら
の
赤
字
部
分
を
参
考
に 

〇
何
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る 

〇
出
た
意
見
を
ま
と
め
る 

…
 



４２ 

題 材 名  「クラスみんなで決めるには」（第２時／３時間）【話す・聞く】 

目  標  目的や進め方を確認し，司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点

や相違点に着目して，考えをまとめることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

８  

分  

 

 

 

 

 

 

10 

分  

 

 

10 

分  

 

10 

分  

２  

分  

①題材名「クラスみんなで決めるには」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 
 

 

 

③p38 からの話し合い例を声に出して先生が読む。  

・２回目は、役割分担（司会・参加者）をしながら読むことを

予告して、先生が読む。感情を込めず、話し合いの雰囲気で範

読する。  

・少し練習時間を与える。  

・２回目は、子どもにそれぞれの役割をもたせて読む。少人数

の場合、一人２役もありうる。  

 

④前時の「それぞれの係で気を付けること」が p38 の文章から

読み取れるかどうかを意識しながら役割を変えて読ませる。

（３回目）  

 

⑤p38 下段の注意を声に出して読ませる。それぞれができてい

たかを自己確認させる。  

 

⑥すべてに気を付けて役割を変えて読む（４回目・最終）  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

③役になりきって読んでみよ

う。そのために少し練習して

みよう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・４回も同じことをすると嫌になるだろうが、役割をうまく変えることで意欲的に取り組めるよう

に導く。  

 

役わりをいしきしながら，読んでみよう  



４２ 

題 材 名  「クラスみんなで決めるには」（第２時／３時間） 

目  標  目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点

や相違点に着目して、考えをまとめることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は 

 

役
わ
り
を
い
し
き
し
な
が
ら
，
読
ん
で
み
よ
う
。 

 

 
 ◎

な
っ
と
く
で
き
る
け
つ
ろ
ん
を
目
ざ
す 

 
 

役
わ
り 

 
 

一
回
目 

 
 

二
回
目 

・
司
会 

 
→

 

○
○
さ
ん →

 

○
○
さ
ん 

・
参
加
者  

 
 

 

◎
そ
れ
ぞ
れ
の
係
で
気
を
つ
け
る
こ
と 

 
 

・ 

 
 

・ 

 

◎
な
っ
と
く
で
き
る
け
つ
ろ
ん
を
目
ざ
す 

 
 

役
わ
り 

 
 

三
回
目 

 
 

四
回
目 

・
司
会 

 
→

 

○
○
さ
ん →

 

○
○
さ
ん 

・
参
加
者  

 
 

 

 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「役わりをいしきしながら，読んでみよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「クラスみんなで決めるには」を黒板に書く。

④⑤⑥役割を決め、例文を読む。それを通し、司会の役わりを考

えさせる。 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『クラスみんなで決めるには』の続きを学習します。」

＜話し合いが成り立たないクラスへの手だて＞ 
 ○話し手が限られたり意見が出なかったりと話し合いが成り立たないク

ラスもみられる。例文を通して、話し合いの楽しさや必要感をとらえ

させたい。一般的に話しにくい子どもに対しては、メモを取らせて話

させたり、先生が聞き取ってみんなに伝えたりすることで自信をもて

るようになる。 



ク
ラ
ス
み
ん
な
で
き
め
る
に
は 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
２ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            そ
れ
ぞ
れ
の
係
で
気
を
つ
け
る
こ
と
（
か
じ
ょ
う
書
き
で
メ
モ
し
よ
う
） 



ク
ラ
ス
み
ん
な
で
き
め
る
に
は 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
２ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            そ
れ
ぞ
れ
の
係
で
気
を
つ
け
る
こ
と
（
か
じ
ょ
う
書
き
で
メ
モ
し
よ
う
） 

役
わ
り
を
い
し
き
し
な
が
ら
読
ん
で
み
よ
う
。

○
司
会
・
参
加
者
で
気
を
つ
け
る
こ
と
を
メ
モ
さ
せ
る
。 

司
：
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。→

み
ん
な
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
進
行
す
る 

参
：
わ
か
り
や
す
く
自
分
の
考
え
を
話
す
。 

全
（
全
員
）
：
て
い
ね
い
な
言
葉
遣
い
を
す
る 

な
ど 



４３ 

題 材 名  「クラスみんなで決めるには」（第３時／３時間）【話す・聞く】 

目  標  目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点

や相違点に着目して、考えをまとめることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

７  

分  

 

 

 

10 

分  

 

15 

分  

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「クラスみんなで決めるには」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 
 

 

 

③記録係として気を付けるところを読み取らせる。  

・p39、40 の記録を基に考えさせる  

・記録係は黒板記録係なのかノート記録係なのかをはっきりさ

せると迷いがない  

 

④先生が p38 までからの例文を読んで、記録係になったつもり

で記録させる。  

 

⑤それぞれの役割を考えながら、話し合いのしかたについて気

づいたことを伝え合わせる。  

 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

栄・養・卒・単・結（110 字目／202 字中）  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

③役になりきって読んでみよ

う。そのために少し練習して

みよう。  

 

 

 

 

 

⑤例「話し合いで大切なことは

…」  

 

⑥筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「記録」は疲れる、面倒くさいなど後ろ向きな意識をもつ子どもも多い。記録したものを見比べ

て、「記録」とはどんなものかをみんなで確認できると、意識が変わってくる。４年生で求められ

る「ゆっくり」「ていねい」な文字は、「記録」に関してのみ当てはめない。  

 

記録係の役わりを考えよう  



４３ 

題 材 名  「クラスみんなで決めるには」（第３時／３時間） 

目  標  目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点

や相違点に着目して、考えをまとめることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は 

 

記
録
係
の
役
わ
り
を
考
え
よ
う
。 

 

 
 ◎

な
っ
と
く
で
き
る
け
つ
ろ
ん
を
め
ざ
す
役
わ
り

 
 
 

・
記
録 

 
→

  

  

◎
記
録
し
て
み
よ
う 

   

◎
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は 

  

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「役わりを決めて話し合いをしよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「クラスみんなで決めるには」を黒板に書く。

③それぞれの役割を文中から読み取らせる。「○○に気をつけた

方がいい」「○○した方がいい」のように話させる。 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『漢字の広場』の続きを学習します。」

＜記録の役割が理解できない子への手だて＞ 
 ○記録は要点をメモすることで、全文を書くことではない。この技を習

得することで応用が可能。「重要な言葉を箇条書きにする」「言いた

いことをしっかり聞いてまとめて書く」などの方法を教えたい。 

⑤テーマに戻り、「クラスみんなで決めるには」どうあるべきか

を出し合う。 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
３ 

   

記
録
し
て
み
よ
う 

           

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

    記
録
係
の
役
わ
り 

          ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
メ
モ
し
よ
う 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
３ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
３ 

  

記
録
し
て
み
よ
う 

            

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

    記
録
係
の
役
わ
り 

          ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
メ
モ
し
よ
う 

○
わ
か
り
や
す
く
、
意
見
を
表
に
ま
と
め
る 

〇
か
じ
ょ
う
書
き
に
意
見
を
書
く 

全
体
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
を
メ
モ
さ
せ
、
そ
れ
を
基
に
話
さ
せ
る
。 

 

例
・
わ
か
り
や
す
く 

 

・
短
く
話
す
・
書
く 

 

・
テ
ー
マ
か
ら
そ
れ
な
い 

 

記
録
係
の
役
わ
り
を
考
え
よ
う
。

記
録
係
に
な
っ
た
つ
も
り
で
記
録
さ
せ
る
。

広
い
裏
面
に
書
か
せ
て
も
よ
い
。 



４４ 

題 材 名  「漢字の広場④」（第１時／１時間）【書く】 

目  標  第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

２  

分  

 

 

３  

分  

 

 

 

 

 

５  

分  

５  

分  

 

 

 

 

10 

分  

 

 

 

10 

分  

６  

分  

 

 

 

２  

分  

①題材名「漢字の広場」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、第３学年までに配当されている漢字を書

き，文や文章の中で使う」という【書く】単元であることを意

識して指導する。  

 

②p42 最初の２行を読み、ここで学習することを線で引く。  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③本時の目標を黒板に書く。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

 

④□で囲んである漢字を読む。  

 

⑤出てくる漢字の読みを見なくても言えるように覚えること

を伝え、先生の後について読ませる。読みながら覚えさせる。

【留意】アクセントに気を付けて読むようにする。覚えること

で、漢字のリズムと日本語語彙を増やすことにつなげる。一

般的に３分ですべて覚えられる。  

 

⑥覚えた読みをひらがなでノートに書かせる。それを漢字に直

すことを通して、漢字学習への意欲を駆り立たせる。  

【留意】漢字は書けたところまでにする。全部書かせて漢字嫌

いをつくらないようにする。  

 

⑦漢字をたくさん使って、学校の様子を書かせる。  

 

⑧書いたものを読みあって、自分の文章に書き足して、できる

だけ長く、詳しく書かせる。  

【留意】文章が挿入という形で完成させ、最初から書かせたり

清書させたりさせない。  

 

⑨次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

②線で引く部分「どこで、どん

なことが行われていますか。

想像したことも加えて、文章

に書きましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

⑤先生の後について漢字を読

む。アクセントやリズムに気

を付ける。  

 

 

 

⑥覚えたものをひらがなでワー

クシートに書く。それを漢字

に直す。  

 

 

⑦例「ぼくの好きな体育が校庭

で行われています。先生の笛

の合図で…」  

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・ｐ42の「想像を加えて」が条件であることに注目させると長い文章を書けるようになる。  

・「漢字の広場」であるが、最初から漢字を多用することを求めず、後で調べてみたり、友達の文

章を読んで、漢字に直してあげるなど学習を広げていく。  

学校の様子を文章に書こう。  



４４ 

題 材 名  「漢字の広場④」（第１時／１時間） 

目  標  第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

漢
字
の
広
場
④ 

 

学
校
の
様
子
を
文
章
に
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

□
で
か
こ
ん
で
あ
る
漢
字
を
読
む 

 
 

・
発
音 

 
 

・
口
を
し
っ
か
り
開
け
て 

 
 

 

◎
出
て
く
る
言
葉
を
お
ぼ
え
る 

 

→
 

み
ん
な
で
全
部
言
え
る
よ
う
に 

 
 

３
分 

 
 

 

◎
お
ぼ
え
た
言
葉
を
書
く 

・
漢
字
な
ら
◎ 

 
 

・
ひ
ら
が
な
な
ら
○ 

→
 

漢
字
に
直
す 

 
 

・
一
部
で
も
△ 

 
◎
学
校
の
様
子
を
文
章
に
書
く  

・
く
わ
し
く 

・
わ
か
り
や
す
く 

→

読
み
合
う →

 

直
す 

 

 

③本時の目標を児童に知らせる。 

「学校の様子を書こう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「漢字の広場④」を黒板に書く。 

⑤書かれている漢字を覚える。（３分） 

 新しい外国語の単語を３分で覚えるのと３語程度。みんなで全

部覚えることは十分に可能。30人のクラスで３人ぐらいは全部覚

⑪次時の予告をする。  

「次の時間は、『世界にほこる和紙』を学習します。」

＜漢字への苦手意識がある子への手だて＞ 
 ○漢字は書けなくてもICTが補ってくれる世の中になった。書けなくても

読めなくても大丈夫程度の意識をもって無理やり指導することは控え

る。しかし、漢字は文化であり、書けたり読めたりすることは世界を

広げる。あきらめたり逃げたりしないようにゆっくり導き、子ども自

身で自分の世界を広げられるようにする。

⑦たくさんの漢字を使って学校の様子を書く。ここに出てくる漢

字にこだわる必要はない。あとで文を読み合い、楽しめると言葉

への興味が高まる。 



漢
字
の
広
場
④ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
４ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た 

  

い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
か
漢
字
で
書
こ
う 

            学
校
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

  



漢
字
の
広
場
④ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
４ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た 

  

い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
か
漢
字
で
書
こ
う 

            学
校
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

学
校
の
様
子
を
文
章
に
書
こ
う
。

①
覚
え
た
漢
字
を
漢
字
で
書
く
。 

②
漢
字
で
書
け
な
い
場
合
、
ひ
ら
が
な
で
書

く
。
そ
の
後
、
調
べ
て
漢
字
に
直
す
。 

例 

美
化 

短
い 

 
 

さ
む
い→

寒
い 

 

学
校
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
使
っ
て
学
習
し
ま
す
。
世
界
地
図
や…

 

３  ５  



４５ 

題 材 名  「世界にほこる和紙」（第１時／５時間） 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（知・技） 

目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

中
心
と
な
る
語
や
文
を
メ
モ
し
よ
う
。 

 

 
 ◎

学
習
手
順 

 
 

・
筆
者
の
考
え
が
書
か
れ
て
い
る
段
落
を
見
つ
け
る
。

・
「
初
め
」
「
中
」
「
終
わ
り
」
に
分
け
る
。 

・
考
え
の
理
由
を
２
つ
探
す
。 

・
「
中
」
を
２
つ
に
分
け
る
。 

・
中
心
と
な
る
語
や
文
を
確
か
め
る
。 

・
中
心
と
な
る
語
や
文
を
使
っ
て
要
約
す
る
。 

 

 

◎
要
約 

 
 
 
→

 

中
心
の
語
を
使
っ
て
短
く
ま
と
め
る 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「中心となる語や文をメモしよう」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「世界にほこる和紙」を黒板に書く。 

④学習の進め方を読み取り、その手順で進めることを通して、「要

約」をまとめる。

⑥次時の予告をする。「次の時間は、『世界にほこる和紙』の続きの学習をします。」 

＜難解な文を読めない子への手だて＞ 
 ○長くわかりにくい文を読むことに抵抗のある子どもも多い。１回目は、教師がゆっくり読み、子ども

は手でなぞりながら聞く。２回目は、大切なところに線を引きながら聞く。親しみをもてるように時

間をかけて慣れさせることを繰り返す。 

⑤「要約」するとはどういうことかを自分の言葉でまと

めることを通して理解させる。 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
５
・
４
６
・
４
７ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                        中
心
と
な
る
語
や
文
を
メ
モ
し
よ
う 

    要
約 

初
め 

中
① 

中
② 

終
わ
り 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
５ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
５
・
４
６
・
４
７ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                        中
心
と
な
る
語
や
文
を
メ
モ
し
よ
う
（
３
時
間
か
け
て
メ
モ
し
よ
う
） 

    中
心
と
な
る
語
や
文
に
線
を
引
き
な
が
ら
読
ん
で
み
よ
う
。 

無
形
文
化
遺
産 

世
界
に
み
と
め
ら
れ
た 
和
紙
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
使
っ
て
ほ
し
い 

要
約 自

分
の
言
葉
を
使
っ
て
短
く
ま
と
め
る 

初
め 

中
① 

中
② 

終
わ
り 

や
ぶ
れ
に
く
く
長
も
ち 

千
三
百
年
前 

や
ぶ
れ
に
く
く 

風
合
い
が
美
し
い 

ぬ
く
も
り
が
あ
る 

生
活
の
中
で
使
っ
て
ほ
し
い 



４６ 

題 材 名  「世界にほこる和紙」（第２時／５時間）【読む】 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（知・技）  

目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

 

３  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

12 

分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

分  

 

 

２  

分  

①題材名「世界にほこる和紙」を黒板に書く。  

 

②全文を２回読むことを知らせる。  

・１回目は先生が読みます。ぼっと聞いて、話の全体をとらえ

るようにします。  

・２回目は自分で読みます。微音読（◎）でも黙読（○）でも

音読（▲）でもいいです。中心となる語や文に線を引きましょ

う。  

 

③p43 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

かせる。  

 

④本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 
・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

⑤先生が本文を読む。  

・「初め」の部分である p45６行目まで読む。「話は続くが、

もう一度最初から読むか続けるか」を問う  

・「中」の一つ目 p47３行目まで読む。「話は続くが、もう一

度今の部分を読むか続けるか」を問う  

・「中」の一つ目 p49１行目まで読む。「話は続くが、もう一

度今の部分を読むか続けるか」を問う  

・「終わり」である最後まで読む  

☆このとき、「初め」「中」「終わり」で切って読んだことは

伝えなくてよい。児童が自分でとらえられるよう導く。  

 

⑥本文を読ませる。  

・微音読（◎）でも黙読（○）でも音読（▲）でもよい。読み

ながら、中心となる語や文に線を引かせる。  

 

⑦次時の予告をする。  

①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

⑤最初から気負って線を引く必

要はない。内容が頭に入れば

いいんだ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・読めない、わからないのは、海外で暮らしているからではなく、４年生だからであることを説明

する。難しい、読みにくい文に当たった時、どうやったら最後まで読めるか、理解できるかを自分

なりに見つけることが大切なことであることを十分に理解させたい。  

 

 

中心となる語や文に線を引きながら読んでみよう  



４６ 

題 材 名  「世界にほこる和紙」（第２時／５時間） 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にし、，書き表し方を工夫するこ

とができる。（知・技） 

目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

中
心
と
な
る
語
や
文
に
線
を
引
き
な
が
ら
読
ん
で
み

よ
う
。 

 

 
 ◎
初
め 

 
 

 

  

◎
中 

   

◎
終
わ
り 

 
 
 

 

 

① 題材名「世界にほこる和紙」を黒板に書く。 

⑥「初め」「中①」「中②」「終わり」が意識できるように声を

かける。 

⑦次時の予告をする。「次の時間は、『世界にほこる和紙』の続きの学習をします。」 

＜難解な文を読めない子への手だて２＞ 
 ○微音読は、内容を理解するのに有効な方法である。独り言のように自分だけに聞こえる小さな声で読

む。」手で文字をなぞったり、大切なところに印をつけさせたりと活動を広げる。 



４７ 

題 材 名  「世界にほこる和紙」（第３時／５時間）【読む】 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（知・技）  

目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

 

７  

分  

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

分  

 

 

 

 

15 

分  

 

 

 

 

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「世界にほこる和紙」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 
・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

 

③もう一度自分で読ませる。  

・微音読（◎）でも黙読（○）でも音読（▲）でもよい。  

・読みながら、中心となる語や文に線を引かせる。  

・「中心となる語や文」は「筆者の考えに通じる」「タイトル

（筆者が一番言いたいこと）に通じる」ことをこのタイミング

で意識させると学びが深まる。  

・音読の仕方を変えさせると、自分の学び方のスタイルが広が

る。微音読⇔黙読。音読を進めないのは、読むことに意識がい

き、中心となる語や文に意識がいかなくなるからである。  

 

④自分が線を引いた部分と友達が引いた部分を比べさせる。  

・「初め」の部分である p45６行目まででどこに線を引いたか

を比べる。発表させても２人組（パートナーを変えて２度ぐ

らいさせる）で比べさせてもよい。  

・友達の考えは、別な色で線を引くなど区別させる。  

 

⑤④の活動を最後まで行わせる。  

・友達が選んだところで自分が選ばなかったのはなぜか。選ぶ

必要があったかなどを考えさせることで、考えが広がってい

く。  

・長い活動なので、「中①」「中②」「終わり」などの部分に

分けて活動させる  

・次時につながるので時間で終わるようにする。  

 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

梅・灯・貨・変・種（120 字目／202 字中）  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

③「初め」で線を引く場所例  

「伝統的な技術がユネスコの無

形文化遺産に登録された」「世

界に認められた」「和紙の良

さを知ってもらい使ってほし

い」「和紙には洋紙にない良

さがある」「破れにくく長持

ちする」など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・筆者の考えを選び出す作業に陥らないよう、自分が選んだのに友達が選ばないやその逆など、考

える学習を意識することが子どもに力を着けることに通じる。  

中心となる語や文に線を引きながら読んでみよう  



４７ 

題 材 名  「世界にほこる和紙」（第３時／５時間） 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（知・技） 

目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

中
心
と
な
る
語
や
文
に
線
を
引
き
な
が
ら
読
ん
で
み

よ
う
。 

 

 
 ◎
初
め 

 
 

 

  

◎
中 

   

◎
終
わ
り 

 
 
 

 

   
☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 
ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

① 題材名「世界にほこる和紙」を黒板に書く。 

③④「初め」「中①」「中②」「終わり」で線を引かせて、大切

な語を挙げさせる。その後、友達同士で比べさせる。 

⑦次時の予告をする。「次の時間は、『世界にほこる和紙』の続きの学習をします。」 

＜難解な文を読めない子への手だて③＞ 
 ○線を引きながら読むことをよく行う。将来的にも覚えておきたい技である。線を引いてある文は、あ

とからもう一度読まなくてはならない。読むことが苦手な子は、大切なところに丸を付けさせるとよ

い。一度でどこが大切かが良くわかる。 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
７ 

    
 

    今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                        内
容
を
メ
モ
し
よ
う
（
前
の
時
間
の
メ
モ
を
参
考
に
し
よ
う
） 

初
め 

中
① 

中
② 

終
わ
り 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
７ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

    

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



４８ 

題 材 名  「世界にほこる和紙」（第４時／５時間）【書く】 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（知・技）  

目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

 

10 

分  

 

 

 

 

 

 

18 

分  

 

 

 

10 

分  

 

 

 

２  

分  

①題材名「世界にほこる和紙」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③自分が線を引いた部分と友達が引いた部分を比べさせる。  

・発表させても２人組（パートナーを変えて２度ぐらいさせる）

で比べさせてもよい。  

・友達の考えは、別な色で線を引くなど区別させる。  

・友達が選んだところで自分が選ばなかったのはなぜか。選ぶ

必要があったかなどを考えさせることで、考えが広がってい

く。  

 

④中心となる語や文を基に「世界にほこる和紙」を要約させる。

・要約の意味が理解できているかどうかが重要になる（上 p86

「要約するとき」や p51 参照）  

・つなぎ言葉を使い、意味の通る文章にする  

 

⑤友達の書いた文を読ませる。  

・ノートを交換して読ませる。（自分の文章と友達の文章のど

ちらの方が意味が通じるか。どの言葉が文章を良いものにし

ているかなどに着眼させる。  

 

⑥次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・p51には「200字以内で要約する」とあるが、字数にこだわらず、適切な語や文を選び出せている

かに焦点を置く。  

・要約したものに自分の考えが入らないようにすることが必要である。教師は、児童の文章を読み

その点を確認する。  

 

自分と友達が線を引いた部分を比べ、それを参考に「世界
にほこる和紙」を要約しよう  



４８ 

題 材 名  「世界にほこる和紙」（第４時／５時間） 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（知・技） 

目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

自
分
と
友
達
が
引
い
た
部
分
を
比
べ
、
そ
れ
を
参
考
に

「
世
界
に
ほ
こ
る
和
紙
」
を
要
約
し
よ
う 

 

 
 ◎

初
め 

 
 

 

  

◎
中 

   

◎
終
わ
り 

 
 
 

 

 

① 題材名「世界にほこる和紙」を黒板に書く。 

⑦次時の予告をする。「次の時間は、『世界にほこる和紙』の続きの学習をします。」 

＜難解な文を読めない子への手だて２＞ 
 ○微音読は、内容を理解するのに有効な方法である。独り言のように自分だけに聞こえる小さな声で読

む。」手で文字をなぞったり、大切なところに印をつけさせたりと活動を広げる。 

③「初め」「中①」「中②」「終わり」で線を引かせて、大切な

語を挙げさせる。その後、友達同士で比べさせる。 

④それを基に要約させる。 

⑤要約した文章を友達と比べる 



世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
８ 

   

    今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                要
約
し
よ
う 



世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
８ 

   

    今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                要
約
し
よ
う 

○
要
約
文
は
、
人
に
よ
っ
て
書
き
っ
ぷ
り
が
変
わ
る
。
大
切
な
言
葉
が
落
と

さ
ず
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
つ
な
い
で
あ
る
か
、
短

く
ま
と
ま
っ
て
い
る
か
な
ど
で
判
断
す
る
。 

 

例 和
紙
は
魅
力
的
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
技
術
で
あ
る
。
そ
の
技
は
、
世
界
に

認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
和
紙
の
よ
さ
を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。…

 

自
分
と
友
達
が
線
を
引
い
た
部
分
を
比
べ
、
そ
れ
を
参
考
に
「
世
界
に

 

ほ
こ
る
和
紙
」
を
要
約
し
よ
う
。



４９ 

題 材 名  「世界にほこる和紙」（第５時／５時間）【書く】 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（知・技）  

目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

２  

分  

 

 

 

３  

分  

 

 

 

 

 

５  

分  

 

 

 

 

 

 

 

15 

分  

 

 

 

 

 

 

 

10 

分  

 

６  

分  

２  

分  

①題材名「世界にほこる和紙」を黒板に書く。  

 

②p51「ひろげよう」を読んで学習の方向を確認させる。  

・要約の仕方  

・伝統工芸の良さ（p53「伝統工芸のよさを伝えよう」を参考

にさせる。  

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④友達の書いた要約文を読ませる。  

・ノートを交換して読ませる。  

・自分と友達の文章のどちらの方が意味が通じるか。どの言葉

が文章を良いものにしているかなどに着眼させる。  

 

 

 

 

 

⑤「要約の仕方」のこつを自分の言葉で話し、意見交換をさせ

る  

 

 

 

 

 

 

 

⑥「伝統工芸のよさ」を自分の言葉で話し、意見交換をさせる。

p57「リーフレットを読み合おう」を参考にさせる。  

 

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

続・折・積・飯・松（125 字目／202 字中）  

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

 

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

④例  

「僕にはこの言葉がなかった。

僕は重要だとは思うけどおい

らないと思うな」  

「友達の○○という言葉がある

から、筆者の言いたいことが

良く伝わっている。要約する

のがじょうずだな」  

 

⑤例  

「大切な言葉を全部入れるとか

えってわかりにくくなる」  

「つなぎ言葉をうまく使うと伝

わりやすい」  

「つい、自分の考えを入れたく

なるが、それでは要約になら

ない」  

  

⑥例「ぼくが住んでいたところ

にも伝統工芸は…」  

 

⑦筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・自分の考えを述べさせ、「筆者の考え」「自分の考え」を混同しないことを学ばせる。  

要約した文章を読み合い，要約のしかたや伝統工芸のよさ
について感じたことを伝え合おう  



４９ 

題 材 名  「世界にほこる和紙」（第５時／５時間） 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（知・技） 

目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

 

要
約
し
た
文
章
を
読
み
合
い
，
要
約
の
し
か
た
や
伝
統

工
芸
の
よ
さ
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う 

 
 ◎
要
約
の
し
か
た 

 
 

 

  

◎
伝
統
工
芸
の
よ
さ 

    

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

① 題材名「世界にほこる和紙」を黒板に書く。 

⑤「要約のしかた」は自分の体験を基に、⑥「伝統工芸のよさ」

は筆者の考えを基に、自分の考えをわかりやすく伝えさせる。

⑦次時の予告をする。「次の時間は、『慣用句』の学習をします。」

＜要約ができないと感じる子への手だて＞ 
 ○「要約」は繰り返すことでできるようになっていく。「できない」「難しい」と感じたり口に出した

りすることがあっても、「中学まで繰り返し勉強するから心配しなくてよい」ことを伝えていく。 

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。



世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
９ 

    
 

    今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        要
約
の
し
か
た
を
メ
モ
し
よ
う 

        伝
統
工
芸
の
よ
さ
を
メ
モ
し
よ
う 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
９ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

     

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



世
界
に
ほ
こ
る
和
紙 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
９ 

     

    今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        要
約
の
し
か
た
を
メ
モ
し
よ
う 

        伝
統
工
芸
の
よ
さ
を
メ
モ
し
よ
う 

要
約
し
た
文
章
を
読
み
合
い
、
要
約
の
し
か
た
や
伝
統
工
芸
の
よ
さ
に

 

つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
話
し
合
お
う
。 

○
中
心
と
な
る
語
や
文
を
探
し
出
す
。 

〇
わ
か
り
や
す
く
つ
な
げ
る
。 

〇
筆
者
の
考
え
な
ど
大
切
な
こ
と
を
書
き
落

と
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

○
昔
か
ら
続
い
て
い
て
、
無
く
な
ら
な
い
の

に
は
理
由
が
あ
る
。 

…
 



５０ 
題 材 名  「慣用句」（第１時／全１時間） 

目  標  慣用句の意味を考えながら、慣用句が使える。 

領 域 名   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項   

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

①  本時の学習内容は、慣用句であることを知らせる。  

・本単元の目標を知る。 

・新出漢字を学習する。 

 慣用句の意味をつかもう。  

・新出漢字を学習する。 

 

 

展

開 

25

分 

③ 学習内容（ 慣用句） をつかませる。  

 

④ いろいろある慣用句のなかで、体や心、動物や植物、カタカナの 

 言葉があることについて理解を深める。 

 

⑤ 例文以外の慣用句について考えさせる。 

 

⑥ 教科書の問題に取り組ませる。 

⑦ 例題の文に適当な言葉を入れてみよう。  

⑧ 国語辞典の使い方を思い出そう。 

 

・慣用句の基本的な使い方を理解

する。 

 

 

・例題に取り組む。 

 

 

・問題に取り組む。 

 

・国語辞典を使って調べられるこ

とを知る。 

・国語辞典を使って調べる。 

終

末

15 

分 

⑨ 教科書の文について慣用句の働きを考えよう。 

  

⑩ 教科書の中の慣用句を使って短い文を作ろう。  

話し手の気持ちが接続語に表れる場合があることを知ろう。  

・教科書の文について慣用句の働

きを考える。 

・教科書に出てきた慣用句を使っ

て、短文を作る。 

指導のポイント 

○ 長い間使われてきた慣用句の意味を知り，生活の中で使うことができることを理解させる。 

○ 国語辞典を使って慣用句の意味や使い方を調べ，文の中で使えるようにする。 

。 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 



「 慣 用 句 」                                                     

                四 年    組 氏 名 （          ）  
慣 用 句 意 味 使 い 方 

火 花 を 散 ら す   

頭 を ひ ね る   

心 を こ め る   

ね こ の ひ た い   

つ る の ひ と 声   

う り 二 つ   

実 を 結 ぶ   

エ ン ジ ン が か か る   

メ ス を 入 れ る   

竹 を わ っ た よ う   

雲 を つ か む よ う   

水 を 打 っ た よ う   

く も の 子 を 散 ら す 

よ う 
  

話 が は ず む   

息 を 殺 す   

え り を 正 す   

油 を 売 る   

型 に は ま る   

世 話 を 焼 く   

な み だ を の む   

 



「 慣 用 句 」                               記 入 見 本              

                四 年    組 氏 名 （          ）  
慣 用 句 意 味 使 い 方 

火 花 を 散 ら す 戦 っ て い る 赤 組 と 白 組 が 、 綱 引 き で 火 花 を 散 ら し た 。 

頭 を ひ ね る 考 え る 友 達 は 、 ア イ デ ア を 出 す た め に 頭 を ひ ね っ て い た 

心 を こ め る 思 い や り の 気 持 ち で お 世 話 に な っ た 人 に 、 心 を こ め て お 礼 の 手 紙 を 書 い

た 。

ね こ の ひ た い す ご く 狭 い 小 さ い 子 ど も 達 が 、 ね こ の ひ た い み た い な 場 所 で 遊

ん で い た 。

つ る の ひ と 声 一 言 言 う こ と 騒 い で い た 人 た ち が 、 先 生 の つ る の ひ と 声 で 静 か に

な っ た 。

う り 二 つ ま る で 同 じ あ の 兄 弟 は 、 う り 二 つ の 双 子 み た い だ 。 

実 を 結 ぶ 成 功 す る 長 い 間 の 努 力 が 実 を 結 び 、 今 回 成 功 し た 。 

エ ン ジ ン が か か る 始 め る 長 く 始 め ら れ な か っ た が 、 や っ と エ ン ジ ン が か か り

始 め る こ と が で き た 。

メ ス を 入 れ る 手 術 す る お 医 者 さ ん は 、 慎 重 に メ ス を 入 れ て い た 。 

竹 を わ っ た よ う は っ き り し て い て 気 持 ち が 

良 い 

彼 は 、 竹 を わ っ た よ う な 性 格 で 、 好 感 が 持 て る 。 

雲 を つ か む よ う ど う や っ て も わ か ら な い こ の 池 に 落 ち た コ イ ン を 見 つ け る の は 、 雲 を つ か む

よ う な 話 だ 。

水 を 打 っ た よ う す ご く 静 か な 感 動 す る 話 に 、 み ん な 水 を 打 っ た よ う に 静 か に な っ

た 。

く も の 子 を 散 ら す 

よ う 

パ ッ と 広 が る 急 に 雨 が 降 っ て き た の で 、 み ん な く も の 子 を 散 ら す

よ う に 走 っ た 。

話 が は ず む 楽 し い 話 が 続 く 久 し ぶ り に 会 え た の で 、 昔 の 話 が は ず ん で 、 楽 し か

っ た 。

息 を 殺 す 息 を す る 音 も 聞 こ え な い 

ぐ ら い 静 か に す る

み ん な 、 息 を 殺 し て 成 功 の 瞬 間 を 見 守 っ た 。 

え り を 正 す し っ か り と ち ゃ ん と す る 大 臣 に 会 う の で 、 え り を 正 し て 会 う よ う に し た 。 

油 を 売 る お し ゃ べ り で 時 間 を 過 ご す 途 中 で 友 達 に 会 っ て 油 を 売 っ て い た ら 、 約 束 の 時 刻

に 遅 れ た 。

型 に は ま る 常 識 的 で 独 創 性 や 新 鮮 味 

が な い 

せ っ か く の チ ャ ン ス だ っ た の に 、 型 に は ま っ た 話 し

か で き な か っ た

世 話 を 焼 く す す ん で お 世 話 を す る い つ も 、 祖 母 は 色 々 と 世 話 を 焼 い て く れ る 。 

な み だ を の む 悔 し い 思 い を す る サ ッ カ ー の 試 合 に 惜 し く も 敗 れ 、 悔 し な み だ を の ん

だ 。

 



５１ 

題 材 名  「短歌・俳句に親しもう（二）」（第１時／全１時間） 

目  標  短歌を声を出して読むことで、言葉の調子や響きに親しむことができる。 

◎ 積極的に言葉の調子やリズムに親しみ、覚えて言うことができる。 

領 域 名    伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項   

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

 

導

入

10 

分 

① 題材名「短歌を楽しもう」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

 

 

 

・本時のめあてを知る。 

・声を合わせて目標を読む。 

 お気に入りの短歌や俳句を選んで声に出して楽しもう  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 

 

 

 

展

開

35

分 

 

 

 

 

 

③ 読み方を工夫しながら、各自で俳句や短歌を繰り返し音読させる。 

「読み方を工夫しながら、声に出して読んでみましょう」 

 

④ 風景や作者の気持ちを想像させて、発表させる。  

 「どんな風景や作者の気持ちが想像できますか」 

 ・日本の風景などの写真を用意すると想像しやすい。 

 

⑤ 気にいった短歌と俳句をワークシートに写させて、その理由も書かせ

る。その短歌と俳句を音読したり暗唱したりする。 
 
 

⑥ グループで、自分が選んだ理由を話して、お互いに音読しあう。

「選んだ理由を言って、お互いに声に出して読んでみましょう」 

・俳句や短歌を繰り返し声に

出して読む。 

 

・風景や作者の気持ちを想像

して発表する 

 

・好きな短歌と俳句を選んで

ワークシートに写し、その

理由を書く。 

・お互いに好きな短歌と俳句

を選んだ理由を言って、声

に出して読みあう。 

終

末

5

分 

⑦ 本時の学習を確認させる。 

「短歌・俳句を楽しく読んで、作者の気持ちをつたえることができま

したか」 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

指導のポイント 

○日本の伝統文化に親しむ 

・ここで取り上げた近代以降の作品から、伝統として引き継がれてきた日本語の美しさを味わわせる。 

 ・作者が描こうとした風景や思いを児童なりに伝えようとすることで古人とのつながりを感じさせる。 

・日本の風景を思い起こさせる写真などを準備するとよい。 

 

 

 

 



 
 

短
歌
を
楽
し
も
う 

 
 

 
 

お
気
に
入
り
の
短
歌
や
俳
句
を
選
ん
で
声
に
出
し
て
楽
し
も
う 

 
 

 
 

 
 

 

一 

短
歌 

五
七
五
七
七 

 
 

俳
句 

五
七
五 

 
 

読
み
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う 

 

二 

風
景
や
作
者
の
気
持
ち 

    
三 
自
分
の
好
き
な
短
歌
と
俳
句 

そ
の
理
由 

 

板書例 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    板書例

⑨本時の学習を確認させる。 

「短歌・俳句を楽しく読んで、作者の気持ちをつたえること

ができましたか」 

③読み方を工夫しながら、各自で俳句や短歌を繰り返し音読させる。 

「読み方に工夫しながら声に出して読んでみましょう」 

④風景や作者の気持ちを想像させて、発表させる。  

 「どんな風景や作者の気持ちが想像できますか」 

 ・日本の風景などの写真を用意すると想像しやすい。 

⑤気にいった短歌と俳句をワークシートに写させて、その理由も書かせる。その

短歌と俳句を音読したり暗唱したりする。 

⑥グループで、自分が選んだ理由を話して、お互いに音読しあう。 

「選んだ理由を言って、お互いに声に出して読んでみましょう」 

① 題材名「短歌・俳句に親しもう」を黒板に

書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 



短
歌
・
俳
句
に
親
し
も
う 

（
二
） 

 
 

    
                  
 

 
 

 
 

 
 
 

四
年 

 

組 
 

氏
名 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

今
日
の
学
習
の
め
あ
て 

    

一 

短
歌
・
俳
句
を
読
み
方
を
工
夫
し
て
、
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
よ
う
。 

 
 

 

二 

風
景
や
作
者
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
み
よ
う
。 

 
 
 

 

三 

気
に
い
っ
た
短
歌
と
俳
句
を
写
し
ま
し
ょ
う
。
理
由
も
書
き
ま
し
ょ
う
。 

○
短
歌 

           

○
俳
句 

    

 

理
由 

 

理
由 

 



５２ 

題 材 名  「漢字の広場⑤」（第１時／１時間）【書く】 

目  標  第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

２  

分  

 

 

３  

分  

 

 

 

 

 

５  

分  

５  

分  

 

 

 

 

10 

分  

 

 

 

15 

分  

 

 

２  

分  

①題材名「漢字の広場」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、第３学年までに配当されている漢字を書

き，文や文章の中で使う」という【書く】単元であることを意

識して指導する。  

 

②p62 最初の２行を読み、ここで学習することを線で引かせる。

 

 

 

③本時の目標を黒板に書く。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④□で囲んである漢字を読む。  

 

⑤出てくる漢字の読みを見なくても言えるように覚えること

を伝え、先生の後について読ませる。読みながら覚えさせる。

【留意】アクセントに気を付けて読むようにする。覚えること

で、漢字のリズムと日本語語彙を増やすことにつなげる。一

般的に３分ですべて覚えられる。  

 

⑥覚えた読みをひらがなでノートに書かせる。それを漢字にな

おすことを通して、漢字学習への意欲を駆り立てる。  

【留意】漢字は書けたところまでにする。全部書かせて漢字嫌

いをつくらないようにする。  

 

⑦漢字をたくさん使って、休日の様子を書かせる。  

【留意】様子がわかりやすくなるように「どこで」「どんな人

が」「何を」が書かれているかを指導する。  

 

⑪次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

②線で引く部分「どこで、どん

な人が何をしているかを書き

ましょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

⑤先生の後について漢字を読

む。アクセントやリズムに気

を付ける。  

 

 

 

⑥覚えたものをひらがなでワー

クシートに書く。それを漢字

に直す。  

 

 

⑦例「公園で男の人がゴミ拾い

をしています。美化に対する

意しきが高い…」  

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「休日の様子」であることを前提に文章を書かせる。シチュエーションを意識することで、伝え

たいことを伝える学習をブレのないものにする。  

・「漢字の広場」であるが、最初から漢字を多用することを求めず、後で調べたり、時間があった

ら友達の文章を読んで、漢字に直してあげたりする活動などを通し学習を広げていく。  

 

 

「どこで」「どんな人が」「何をしているか」が
分かるように書こう。  



５２ 

題 材 名  「漢字の広場⑤」（第１時／１時間） 

目  標  第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

漢
字
の
広
場
⑤ 

 

「
ど
こ
で
」
「
ど
ん
な
人
が
」
「
何
を
し
て
い
る

か
」
が
分
か
る
よ
う
に
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

□
で
か
こ
ん
で
あ
る
漢
字
を
読
む 

 
 

・
発
音 

 
 

・
口
を
し
っ
か
り
開
け
て 

 
 

 

◎
出
て
く
る
言
葉
を
お
ぼ
え
る 

 

→
 

み
ん
な
で
全
部
言
え
る
よ
う
に 

 
 

３
分 

 
 

 

◎
お
ぼ
え
た
言
葉
を
書
く 

・
漢
字
な
ら
◎ 

 
 

・
ひ
ら
が
な
な
ら
○ 

→
 

漢
字
に
直
す 

 
 

・
一
部
で
も
△ 

 
◎
休
日
の
様
子
を
文
章
に
書
く  

・
「
ど
こ
で
」 

・
「
ど
ん
な
人
が
」 

・
「
何
を
し
て
い
る
か
」 

→

読
み
合
う →

 

直
す 

 

 

③本時の目標を児童に知らせる。 

「「どこで」「どんな人が」「何をしているか」が分かるように書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「漢字の広場⑤」を黒板に書く。 

⑤書かれている漢字を覚える。（３分） 

 新しい外国語の単語を３分で覚えるのと３語程度。みんなで全

部覚えることは十分に可能。30人のクラスで３人ぐらいは全部覚

⑪次時の予告をする。  

「次の時間は、『プラタナスの木』を学習します。」

＜漢字への苦手意識がある子への手だて＞ 
 ○漢字は書けなくてもICTが補ってくれる世の中になった。書けなくても

読めなくても大丈夫程度の意識をもって無理やり指導することは控え

る。しかし、漢字は文化であり、書けたり読めたりすることは世界を

広げる。あきらめたり逃げたりしないようにゆっくり導き、子ども自

身で自分の世界を広げられるようにする。

⑦たくさんの漢字を使って一年の出来事を書く。ここに出てくる

漢字にこだわる必要はない。あとで文を読み合い、楽しめると言

葉への興味が高まる。



漢
字
の
広
場
⑤ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
２ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

  

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
か
漢
字
で
書
こ
う 

      休
日
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

  



漢
字
の
広
場
⑤ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
２ 

  

何
個
ぐ
ら
い
漢
字
を
使
え
そ
う
か
な
。 

 

個
は
使
っ
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
の
漢
字
を
使
え
た
よ 

 

    今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            覚
え
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
か
漢
字
で
書
こ
う 

      休
日
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
こ
う 

「
ど
こ
で
」
「
ど
ん
な
人
が
」
「
何
を
し
て
い
る
か
」
が
わ
か
る
よ
う
に
書
こ

 

う
。 

５ ８ 
①
覚
え
た
漢
字
を
漢
字
で
書
く
。 

②
漢
字
で
書
け
な
い
場
合
、
ひ
ら
が
な
で
書

く
。
そ
の
後
、
調
べ
て
漢
字
に
直
す
。 

 

例 

美
化 

 
 

短
い 

 
 

さ
む
い→

寒
い 

 

公
園
で
男
の
人
が
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。
美
化
に
対
す
る
意
し
き
が
高
い…

 



５３ 

題 材 名  「プラタナスの木」（第１時／３時間）【読む】 

目  標  登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的

に想像することができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２

分

２

分  

  

 

３

分  

 

 

 

  

10

分  

 

 

 

 

15 

分  

 

 

 

 

５  

分  

６  

分  

２  

分 

①題材名「プラタナスの木」を黒板に書く。  

 

②p63 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

く。  

 

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

 

 

 

④p74「ふかめよう」を読んで、「登場人物の変化」とはどう

いうことかを確認しよう。  

【留意】文芸作品の読みは多様である。この学習を通し、何に

ために読むのかを理解してから作品と出会わせたい。これに

より、学習のブレがなくなる。  

 

⑤「登場人物の変化」を意識して、「プラタナスの木」の全文

を黙読しよう。  

【留意】最初と最後を比べるため、区切って読んでいくことも

考えられるが、物語のよさを大切にするためにも、全文を続

けて読ませるようにしたい。  

 

⑥「登場人物」を確認し、紹介しよう。  

 

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

景・末・司・録・参（135 字目／202 字中）  

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

②線で引く部分「だれと出会い、

どう変わっていくのでしょ

う」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

④「登場人物の変化は、別な人

に代わるわけではなく、思い

や考え方が変わることなんだ

ね」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「物語文」は音読させる学習も多くみられる。ここでは、黙読としたい。たどたどしく読んだり

聞かされたりするより、自分一人の世界で「椎名誠ワールド」を感じさせたい。これにより、登場

人物に自分を重ねて考えられるようになると考える。  

登場人物の変化を読み取ろう。  



５３ 

題 材 名  「プラタナスの木」（第１時／３時間） 

目  標  登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

 

登
場
人
物
の
変
化
を
読
み
取
ろ
う
。 

 

 
 ◎

登
場
人
物
の
変
化 

 
 

・
気
持
ち
が
変
わ
る 

 
 

・
考
え
や
思
い
を
も
つ 

 
 

・
成
長
す
る 

 
 

 

◎
登
場
人
物 

 
 

・
マ
ー
ち
ん 

・
花
島
君 

・
ク
ニ
ス
ケ
＝
リ
ー
ダ 

・
ア
ラ
マ
ち
ゃ
ん
＝
荒
井
さ
ん 

・
お
じ
い
さ
ん 

 
 
 

○
四
年
生 

○
ク
ラ
ス
は
別
々 

○
家
が
近
い 

○
仲
良
し
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
？ 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「登場人物の変化を読み取ろう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「プラタナスの木」を黒板に書く。 

③登場人物は、表記にもとづくようにする。「どんな子ども」かにつ

いては、「表記されていること」と「表記からわかること・想像した

こと」を分けて考えたり記録させたりする。「サッカーが好きな子ど

もは良い子」のような根拠のない類推はさけたい。 

⑧次時の予告をする。 

「次の時間は、『プラタナスの木』の学習の続きをします。」

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。

＜長文を読めない子への３つの手だて＞ 
 ○文章が長いだけで「読めない」「読みたくない」子どももいる。①その子たちには、あらすじを伝える

ことで興味をもって読めるようになることがある。②長いという理由でどうしても読まない子には、物

語の良さを十分感じられないこと承知の上で、ストーリーがつながるように抜粋して本時は読ませ、最

後には全文読めるようにすることも可能。抜粋は「最初～p65L13→p66L12～p68L1→p71L3～p71L6→

p72L9～最後」。③時間内に読めない子は、登場人物の学習をしている間に「自分のペースでいいよ。

物語を楽しんで」と声をかけ、最後まで読ませるようにしたい。 



プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
３ 

 

〇
「
登
場
人
物
の
変
化
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
話
せ
る
よ
う
に
メ
モ
し
て
み
よ
う
。 

             

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                「
登
場
人
物
」
を
確
認
し
、
し
ょ
う
か
い
し
よ
う 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
３ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
３ 

 

〇
「
登
場
人
物
の
変
化
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
話
せ
る
よ
う
に
メ
モ
し
て
み
よ
う
。 

            

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                「
登
場
人
物
」
を
確
認
し
、
し
ょ
う
か
い
し
よ
う 

登
場
人
物
の
変
化
を
読
み
取
ろ
う
。

〇
自
分
の
考
え
を
メ
モ
し
、
ま
と
め
て
か
ら
話
せ
る
よ
う
に
す
る
。 

 

「
登
場
人
物
の
変
化
は
、
別
な
人
に
代
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
思
い
や
考
え

方
が
変
わ
る
こ
と
な
ん
だ
ね
」 

・
マ
ー
ち
ん 

・
花
島
君 

・
ク
ニ
ス
ケ
＝
リ
ー
ダ 

・
ア
ラ
マ
ち
ゃ
ん
＝
荒
井
さ
ん 

○
四
年
生 

○
ク
ラ
ス
は
別
々 

○
家
が
近
い 

○
仲
良
し
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
？ 

・
お
じ
い
さ
ん 

 



５４ 

題 材 名  「プラタナスの木」（第２時／３時間）【読む】 

目  標  登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的

に想像することができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

13 

分  

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

分  

 

 

 

10 

分  

 

２  

分  

①題材名「プラタナスの木」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

 

 

 

③マーちんのプラタナスの木への最初の思いを話し合おう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④マーちんのプラタナスの木への最後の思いを話し合おう。  

 

 

 

 

⑤マーチンのプラタナスの木への思いが変わったきっかけに

なった出来事について考えよう。  

 

⑥次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

③例「公園の目じるし」「とて

も良い日かげになる」→ある

ことは知っているけど、特に

ほかの木と大きな違いはな

い。  

 「公園全体を守っている」「公

園ができる前からプラタナス

の木がある」→何かすごい木

かもしれない  

 

④例「森全体を守り、祖母の家

だって守ってきた」「プラタ

ナスの木がなくなっている」

「切り株に乗って…」  

 

⑤「だまってすわりこんだ」…

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・この時間、文章を黙読させる時間を設定していない。しかし、子どもがマーチンの気持ちの変化

の根拠を本文から挙げてくる。その時、その部分を音読させたり、微音読させたりしたい。  

マーちんのプラタナスの木への思いを読み取ろう。  



５４ 

題 材 名  「プラタナスの木」（第２時／３時間） 

目  標  登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

 

マ
ー
ち
ん
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
へ
の
思
い
を
読
み
取

ろ
う
。 

 

 
 ◎

マ
ー
チ
ン
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
へ
の
思
い 

                 

◎
思
い
が
変
わ
っ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事 

 
 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「マーちんのプラタナスの木への思いを読み取ろう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「プラタナスの木」を黒板に書く。 

③④表にまとめて「くらべる」ことが簡単にできるようにする。 

⑥次時の予告をする。 

「次の時間は、『プラタナスの木』の学習の続きをします。」

⑤今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。

＜物語を読み深めるための手だて＞ 
 ○「物語をこう読まねばならない」ということはない。とは言え、飛躍のし過

ぎは読み深めの妨げになる。◎表記にもとづく（○ページ○行目の○○とい

う言葉から）◎登場人物に思いを重ねる（「自分だったら」ではなく「この

登場人物なら」と考えたい）など文章から物語の世界を楽しませたい。 

 

最後 最初 

・
森
全
体
を
守
り
、
祖
母
の
家
だ
っ
て
守
っ

て
き
た
＝
木
は
す
ご
い
。
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木

も
同
じ
。 

・
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
が
な
く
な
っ
て
い
る 

・
切
り
株
に
乗
っ
て…

 

 
知
ら
な
い
う
ち
に
僕
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
て

い
た
。
大
き
な
存
在
。 

 

・
公
園
の
目
じ
る
し 

・
と
て
も
良
い
日
か
げ
に
な
る 

 
 

 
 

 
 

 

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
け
ど
、
特
に
ほ
か

の
木
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。 



プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
４ 

 

マ
ー
チ
ン
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
へ
の
思
い 

 

思
い
が
変
わ
っ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
を
メ
モ
し
て
話
し
合
い
に
使
お
う 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

最後 最初 

  



プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
４ 

 

マ
ー
チ
ン
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
へ
の
思
い 

 

思
い
が
変
わ
っ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
を
メ
モ
し
て
話
し
合
い
に
使
お
う 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

最後 最初 

  
マ
ー
ち
ん
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
へ
の
木
へ
の
思
い
を
読
み
取
ろ
う
。 

・
森
全
体
を
守
り
、
祖
母
の
家
だ
っ
て
守
っ
て
き
た
＝
木
は
す
ご
い
。
プ
ラ
タ
ナ

ス
の
木
も
同
じ
。 

・
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
が
な
く
な
っ
て
い
る 

・
切
り
株
に
乗
っ
て…

 
 

 
 

 
 

 
 

 

知
ら
な
い
う
ち
に
僕
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
て
い
た
。
大
き
な
存
在
。 

・
公
園
の
目
じ
る
し 

・
と
て
も
良
い
日
か
げ
に
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
け
ど
、
特
に
ほ
か
の
木
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。 

「
だ
ま
っ
て
す
わ
り
こ
ん
だ
」
と
書
い
て
あ
る
。
そ
の
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

考
え
た
ん
だ
。
そ
れ
は
、…

 



５５ 

題 材 名  「プラタナスの木」（第３時／３時間）【読む】 

目  標  登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的

に想像することができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

15 

分  

 

７  

分  

 

 

 

 

 

10 

分  

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「プラタナスの木」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

 

 

 

③作品の魅力を意識して、「プラタナスの木」の全文を黙読し

よう。  

 

④「プラタナスの木」という物語の魅力をメモしよう。  

 

 

 

 

 

 

⑤メモを基に「プラタナスの木」という物語の魅力を話し合お

う。  

 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

加・挙・協・験・極（140 字目／202 字中）  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

④例「プラタナスの木は何も語

っていないけれど、多くのこ

とを語りかけてくれている。

そのことをマーチンたちが受

け止めているところがすご

い」  

 

 

 

 

⑥筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・椎名誠の文章の面白さや豊かさを押し付けることは好ましくない。「何かすごいなぁ」をとっか

かりに、読書や物語、作者に興味をもってもらいたい。その観点で、p76「この本、読もう」は、

児童の実態に合わせて扱わないと、かえって椎名誠の世界や物語の面白さから遠ざかる。  

「プラタナスの木」という物語のみりょくを話そう。  



５５ 

題 材 名  「プラタナスの木」（第３時／３時間） 

目  標  登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

 

「
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
」
と
い
う
物
語
の
み
り
ょ
く
を
話

そ
う
。 

 

 
 ◎

「
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
」
と
い
う
物
語
の
み
り
ょ
く 

 
 

・
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
は
何
も
語
ら
な
い 

・
心
に
多
く
の
こ
と
を
語
り
か
け
て
く
る 

 
 

・ 

         
☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「「プラタナスの木」という物語のみりょくを話そう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「プラタナスの木」を黒板に書く。 

⑤子どもたちの話を活発にするために、発言のエキスを箇条書きで書

き記す。 

⑦次時の予告をする。 

「次の時間は、『感動を言葉に』を学習します。」 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。

＜話しを活発にする手だて＞ 
 ○「付け足し」や「似ている」などを大切にしたい。同じ考え方が聞かれると

ホッとする。一方、読みを広げたり多様さを認めたりするため、反論も大切

なことであることを理解させたい。いずれにしろ、「表記」を基に考えを出

し合うようにしていく。 



プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
５ 

 

〇
「
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
」
と
い
う
物
語
の
み
り
ょ
く
を
話
せ
る
よ
う
に
メ
モ
し
て
み
よ
う
。 

                                

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
５ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
５ 

 

〇
「
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
」
と
い
う
物
語
の
み
り
ょ
く
を
話
せ
る
よ
う
に
メ
モ
し
て
み
よ
う
。 

                                

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

「
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
」
と
い
う
物
語
の
み
り
ょ
く
を
話
そ
う
。 

〇
自
分
の
考
え
を
メ
モ
し
、
ま
と
め
て
か
ら
話
せ
る
よ
う
に
す
る
。 

 

「
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
多
く
の
こ
と
を
語

り
か
け
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
マ
ー
チ
ン
た
ち
が
受
け
止
め
て
い

る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
」 



５６ 

題 材 名  「感動を言葉に」（第１時／３時間）【書く】 

目  標  間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

10 

分  

 

 

 

 

16 

分  

 

 

 

10 

分  

２  

分  

①題材名「感動を言葉に」を黒板に書く。  

 

②p77 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

く。  

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④p78１を読ませる。その上で、題材の例にあるような内容で

「心を動かされたこと」を箇条書きにする。  

・「感動」を前面に出すと良いこともくすんでくる。何気ない

中に「感動」がある。P77 にあるように「伝えたいこと」を

詩に表すようにする。  

 

⑤p78２と下段を読んで、表現の工夫について考えさせる。  

・表現、改行、連、心の動きなどを視点に工夫を考える。  

 

 

 

⑥⑤の学習を参考に④で書いた題材の詩を書かせる。  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②線で引く部分「出会いや発見、

感動を、詩にしてみましょう」

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

 

 

 

⑤例「一行でも詩になるね」「『ぼ

くの中にも』の後で改行して

いるよ。続いているのに」  

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「自分だけの詩集を作ろう」や「海外子女文芸作品コンクール」を意識して指導する。  

 

生活の中の出来事を詩に書こう。  



５６ 

題 材 名  「感動を言葉に」（第１時／３時間） 

目  標  間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表） 

領 域 等   B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「感動を言葉に」を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「生活の中の出来事を詩に書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

④「心を動かされたこと」について、題材例をもとに具体的にイ

メージさせる。その後、⑤の表現の工夫を考えさせながら「何に

ついて」「どう書いていくか」をはっきりさせていく。

⑥次回も詩を書くため、「もっと書きたい」と思える、

短い時間（10分）で切り上げる。 

＜詩を書きたがらない子への手だて＞ 
 ○先生が「どうして」と問いかけると「何を書いていいかわからない 面

白いことがない 感動しない」など話してくる。それを書き取り、最後

に「ぼく・わたし」をつけ、『詩が書けないぼく』という題をつけて

渡す。こうして身近な言葉が詩になることを知らせることで、垣根を

低くしていく。 

  
 

 
 

感
動
を
言
葉
に 

 

生
活
の
中
の
出
来
事
を
詩
に
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

心
を
動
か
さ
れ
た
こ
と 

 
 

・
見
た
こ
と 

→
 

 
 

・
く
や
し
か
っ
た
こ
と  

→
 

 
 

・
思
っ
た
こ
と 

→
 

 
 

・
う
れ
し
か
っ
た
こ
と  

→
 

 
 

 

◎
ど
ん
な
く
ふ
う 

＝ 

詩
の
組
み
立
て 

 
 

・
連 

 
 

・
く
り
返
し 

 
 

・
一
行
詩 

 
 

・
改
行 

 

◎
詩
を
書
い
て
み
よ
う 

・ 

 
 

・ 

 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『感動を言葉に』の続きの学習をします。」 



感
動
を
言
葉
に 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
６ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      心
を
動
か
さ
れ
た
こ
と
を
か
じ
ょ
う
書
き
で
書
き
出
し
て
み
よ
う
。 

      詩
を
書
く
時
の
く
ふ
う
を
か
じ
ょ
う
書
き
で
書
い
て
み
よ
う 

            詩
を
書
い
て
み
よ
う 



感
動
を
言
葉
に 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
６ 

   

  今
日
の
学
習(

中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      心
を
動
か
さ
れ
た
こ
と
を
か
じ
ょ
う
書
き
で
書
き
出
し
て
み
よ
う
。 

      書
く
時
の
く
ふ
う
を
か
じ
ょ
う
書
き
で
書
い
て
み
よ
う 

            詩
を
書
い
て
み
よ
う 

生
活
の
中
の
出
来
事
を
詩
に
書
こ
う
。

〇
お
い
し
い
お
弁
当
を
お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
。 

〇
お
父
さ
ん
が
、
私
の
絵
を
ほ
め
て
く
れ
た
。 

〇
家
か
ら
見
る
ピ
チ
ン
チ
ャ
に
朝
日
が
あ
た
っ
て
と
て
も
き
れ
い 

一
行
で
も
詩
に
な
る
ね
」
「
『
ぼ
く
の
中
に
も
』
の
後
で
改
行
し
て
い
る
よ
。

続
い
て
い
る
の
に 

海
抜
二
八
五
〇
Ｍ
に
私
は
住
む 

そ
こ
か
ら
見
上
げ
る
ピ
チ
ン
チ
ャ
は 

さ
ら
に
高
い 

山
を
照
ら
す
光
は
も
っ
と
も
っ
と
高
い 



５７ 

題 材 名  「感動を言葉に」（第２時／３時間）【書く】 

目  標  間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

10 

分  

 

 

12 

分  

 

 

 

 

10 

分  

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「感動を言葉に」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③詩を書かせる。  

・前時の続きで詩を書き深めてみる。  

・新たな題材を足しても構わない。  

 

④p78３を読ませる。文から工夫の観点を挙げさせる。  

・気持ちが伝わる言葉を選ぶ  

・言葉と言葉を組み合わせる  

・言葉の順序を入れかえる  

・詩を整える  

 

⑤④の観点で自分の詩を見直させる。  

 

 

 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

芸・無・械・以・博（145 字目／202 字中）  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

③いろいろな言葉を挙げてつな

げて詩にしよう。  

 

 

 

 

 

 

 

⑤読み返してみよう。声に出し

て読むと言葉のリズムの面白

さも伝わるね。  

 

⑥筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「自分だけの詩集を作ろう」や「海外子女文芸作品コンクール」を意識して指導する。  

 

生活の中の出来事を詩に書こう。  



５７ 

題 材 名  「感動を言葉に」（第２時／３時間） 

目  標  間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「生活の中の出来事を詩に書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて

① 題材名「感動を言葉に」を黒板に書く。 

④３の観点で自分の詩を伝えたいことが伝わるように直してい

く。 

 新しいものを書いてもよい。 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

③あとでもう一度詩を書くため、「もっと書きたい」と

思える、短い時間（10分）で切り上げる。 

＜詩の直し方がわからない子への手だて＞ 
 ○「詩の直し方が分からない」という子どもには、あえて直させること

をしない。有名な詩人でも、詩集によって言葉や表現が異なることが

ある。思いの変化が読み取れる。直せない子どもは、感動が完結して

いるのだからそれでよい。別な詩を書かせる。 

  
 

 
 

感
動
を
言
葉
に 

 

生
活
の
中
の
出
来
事
を
詩
に
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

詩
を
書
い
て
み
よ
う 

  

◎
言
葉
を
え
ら
ぶ 

 
 

・
気
持
ち
が
伝
わ
る
言
葉 

→
 

 
 

・
言
葉
と
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
る  

→
 

 
 

・
言
葉
の
順
序
を
入
れ
か
え
る 

→
 

 
 

・
た
と
え
る  

→
 

 
 

 

◎
詩
を
見
直
す 

 
 

・
連 

 
 

・
く
り
返
し 

 
 

・
一
行
詩 

 
 

・
改
行 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『感動を言葉に』の続きの学習をします。」 



感
動
を
言
葉
に 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
７ 

    
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            詩
を
書
い
て
み
よ
う 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
７ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



感
動
を
言
葉
に 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
７ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            詩
を
書
い
て
み
よ
う 

生
活
の
中
の
出
来
事
を
詩
に
書
こ
う
。

海
抜
二
八
五
〇
Ｍ
に
私
は
住
む 

そ
こ
か
ら
見
上
げ
る
ピ
チ
ン
チ
ャ
は 

さ
ら
に
高
い 

山
を
照
ら
す
光
は
も
っ
と
も
っ
と
高
い 

 

山
に
夕
日
が
光
る 

…
…

 



５８ 

題 材 名  「感動を言葉に」（第３時／３時間）【書く】 

目  標  間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

10 

分  

 

 

10 

分  

 

10 

分  

 

８  

分  

２  

分  

①題材名「感動を言葉に」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③詩を書いてみる。  

・前時の続きで詩を書き深めてみる。  

・新たな題材を足しても構わない。（ワークシートの予備）  

 

④p79４を読ませる。友達の詩の工夫を伝えあわせる。  

 

 

⑤たくさん書いた詩の中で一番気に入ったものを友達の工夫

を参考により良く直す。  

 

⑥直したものを清書する。  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

③いろいろな言葉を挙げてつな

げてみよう。  

 

 

④例「この表現はぼくにはでき

ないな。すごいね」  

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「自分だけの詩集を作ろう」や「海外子女文芸作品コンクール」を意識して指導する。  

 

生活の中の出来事を詩に書こう。  



５８ 

題 材 名  「感動を言葉に」（第３時／３時間） 

目  標  間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「感動を言葉に」を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「生活の中の出来事を詩に書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

④友達の詩の良さを感じ取り、⑤の活動に活かしていく。繰り返

しや「きれい」を「美しい」に変えるなどの言葉を変えるなど、

ちょっとしたことで詩の雰囲気が変わる。

＜先生が詩に手を入れるべきか＞ 
 ○先生が詩を直したり、言葉を返させたりすることの是非は、子どもの

実態に合わせたい。しかし、子どもの詩は子どものものであるので、

そのままでよい。「良い表現だね。もっとよくなる」「思いが伝わる

言葉に変えてみる？」など主体的な活動に導くと学習が深まる。 

  
 

 
 

感
動
を
言
葉
に 

 

生
活
の
中
の
出
来
事
を
詩
に
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

前
の
時
間
に
書
い
た
詩
を
よ
り
よ
く
書
い
て
み
よ
う 

  

◎
友
達
の
詩
の
く
ふ
う 

 
 

 

   

◎
清
書
し
よ
う 

 

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『冬の楽しみ』を学習します。」 



感
動
を
言
葉
に 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
８ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            詩
を
書
い
て
み
よ
う
（
清
書
） 



感
動
を
言
葉
に 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
８ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            詩
を
書
い
て
み
よ
う
（
清
書
） 

生
活
の
中
の
出
来
事
を
詩
に
書
こ
う
。

輝
く 

明
る
く 

赤
く
（
題
名
を
決
め
る
） 

 

海
抜
二
八
五
〇
Ｍ
に
私
は
住
む 

そ
こ
か
ら
見
上
げ
る
ピ
チ
ン
チ
ャ
は 

さ
ら
に
高
い 

山
を
照
ら
す
光
は
も
っ
と
も
っ
と
高
い 

 

山
に
夕
日
が
光
る 

…
…

 



５９ 

題 材 名  「冬の楽しみ」（第１時／１時間）【書く】 

目  標  言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

３  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

 

 

５  

分  

 

 

 

５  

分  

 

 

 

 

 

 

８  

分  

 

 

８  

分  

 

 

６  

分  

２  

分  

①題材名「冬の楽しみ」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、積極的に語彙を豊かにし，行事を説明す

る文章を書こうとする」という【書く】単元であることを意識

して指導する。  

②p80 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

かせる。  

 

③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

【留意】日本の冬をイメージを出し合って、「眼に浮かべられ

る」ようにする。  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④12 月の別名が師走１月睦月２月如月を読んで、覚えさせる。

【留意】漢字で書く必要はない。すべての月の別名を学んだこ

とになるので、１月から 12 月まで別名を思い出して言ってみ

る。  

 

⑤12～２月にかけて、または、冬にある好きな行事を挙げさせ

る。  

月ごとに分けて書かなくてもよい。書くことの指導なので好き

な行事がこの時期にない場合、月や季節にこだわらず、これか

ら体験することでも構わない。また、「秋の楽しみ」挙げた行

事でもよい。書く題材は短時間で探す。  

例「クリスマス」「日本への帰国」「家族旅行」  

 

⑥好きな行事を知らせるかるたの読み札を書かせる。  

読み札は、短く、わかりやすく、リズム良くあることが求めら

れることを伝える。３・５・７音はリズミカル。  

 

⑦読み札を読んで、どんな行事か、どんな絵札かを想像して、

出し合うようにさせる。  

・実際に絵札を書く活動は行わない。  

 

⑧今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

管・便・孫・量・借（150 字目／202 字中）  

 

⑨次時の予告をする。  

 

 

 

 

②線で引く部分「冬の行事に関

する言葉を入れたかるたをつ

くる」  

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

④12～２月の別名を覚える。３

～11 月の別名を思い出す。  

 

 

 

⑤例「クリスマス、バレンタイ

ン、着物を着る」  

 

 

 

 

 

 

⑥例「（５音）（７音）クリス

マス」  

 

 

⑦例「クリスマスでみんなが楽

しんでいる絵札だと思うよ」

 

 

⑧筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

 

指導のポイント 
○学習の進め方に関して  
・絵札を書いて楽しむ活動も考えられるが、指導時間や子どもの実態をもとに時間配分をする。  
・５・７音や韻を踏む、想像ができる情景を入れ込む、色や音、においや風が感じられる言葉を入れ
込むことで言葉が広がる。 

冬の行事の楽しさを伝えるかるたの読み札をつくろう。  



５９ 

題 材 名  「冬の楽しみ」（第１時／１時間） 

目  標  言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「冬の楽しみ」を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「冬の行事の楽しさを伝えるかるたの読み札をつくろう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

③別な読み方を覚えさせる 

リズミカルに読ませて、覚えさせることを通して、日本語に興味

をもたせる 

⑥読み札を書く 

「春の七草」も５・７音でまとめられる。楽しくリズミ

カルな音遊びと思って作らせる。 

＜日本の冬を知らない子への手だて＞ 
雪などの「自然」、年末、年始の「行事」、初もうでなどの「ならわし」な

どが素材となることをイメージさせる。  

  
 

 
 

冬
の
楽
し
み 

 

冬
の
行
事
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
か
る
た
の
読
み
札
を

つ
く
ろ
う 

 

◎
別
名 

 
 

・
十
二
月 

→
 

し
わ
す 

 
 

・
一
月 

→
 

む
つ
き 

 
 

・
二
月 

→
 

き
さ
ら
ぎ 

 
 

 

◎
『
冬
』
の
行
事 

・
も
ち
つ
き 

 
 

・
正
月 

 
 
→
 

行
事 

→
 

か
る
た
の
読
み
札 

 

・
節
分 

 

◎
「
読
み
札
」 

 
 

・
三
音
、
五
音
、
七
音 

→
 

リ
ズ
ム
が
良
い 

 
◎
「
冬
の
楽
し
み
」
の
読
み
札
を
書
こ
う 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

⑨次時の予告をする。  

「次の時間は、『自分だけの詩集を作ろう』を学習します。」

⑧今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習

をさせる。 



冬
の
楽
し
み 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
９ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        「
冬
」
に
あ
る
好
き
な
行
事
を
書
き
ま
し
ょ
う 

        行
事
を
伝
え
る
か
る
た
の
読
み
札
を
書
こ
う
（
三
音
・
五
音
・
七
音
を
使
お
う
） 

      読
み
札
か
ら
想
像
で
き
る
絵
の
説
明
を
書
い
て
み
よ
う 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
９ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

    

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 



冬
の
楽
し
み 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
９ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

        「
冬
」
に
あ
る
好
き
な
行
事
を
書
き
ま
し
ょ
う 

        行
事
を
伝
え
る
か
る
た
の
読
み
札
を
書
こ
う
（
三
音
・
五
音
・
七
音
を
使
お
う
） 

      読
み
札
か
ら
想
像
で
き
る
絵
の
説
明
を
書
い
て
み
よ
う 

冬
の
行
事
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
か
る
た
の
読
み
札
を
つ
く
ろ
う
。 

ク
リ
ス
マ
ス
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
、
着
物
を
着

る 
 

ク
リ
ス
マ
ス
で
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
る
絵

札
だ
と
思
う
よ 

ひ
か
る
星 

か
が
や
き
ま
さ
る 

ク
リ
ス
マ
ス 



６０ 

題 材 名  「自分だけの詩集を作ろう」（第１時／１時間）【読む】 

目  標  文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがあるこ

とに気づくことができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

15 

分  

 

 

12 

分  

 

 

 

 

 

12 

分  

 

２  

分  

①題材名「自分だけの詩集を作ろう」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

 

 

 

③p82 の３編の詩を読んで、詩集をつくるなら何をテーマにど

の順で並べるかを考えさせる。  

・一般的な詩集を参考に、伝えたいイメージをもたせる  

 

④「感動を言葉に」で書いた詩のテーマの詩集を作るために詩

を探させる。  

・詩集にまで至らなくても、同じテーマのいろいろな表現を感

じ取る。  

・詩集がない場合、海外子女文芸作品コンクール入賞作品集を

参考にさせる。  

 

⑤自分の詩と同じテーマの詩を探し、併せて一冊の詩集にす

る。  

 

⑥次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

③例「『月』を最初にするよ。

１行詩はインパクトあるよ」  

 

 

④例「日本の学校をテーマに詩

を書いたから、入賞作品から

同じテーマの詩を探そう。俳

句や短歌も入れてみよう」  

 

 

 

⑤選んだ詩をまとめて書き写そ

う。  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「感動を言葉に」や「海外子女文芸作品コンクール」を意識して指導する。  

 

自分だけの詩集をつくろう。  



６０ 

題 材 名  「自分だけの詩集を作ろう」（第１時／１時間） 

目  標  文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがあるこ

とに気づくことができる。（思・判・表） 

領 域 等  C 読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

自
分
だ
け
の
詩
集
を
作
ろ
う 

 

自
分
だ
け
の
詩
集
を
つ
く
ろ
う
。 

 

 
 ◎

並
べ
方
を
考
え
る 

 
 

・
伝
え
た
い
こ
と 

 
 

・
読
み
手
の
き
ょ
う
み 

 
 

・
リ
ズ
ム 

 
 

 

◎
詩
を
さ
が
す 

 
 

・
詩
の
テ
ー
マ
を
決
め
よ
う 

 
 

 

 

◎
詩
集
に
ま
と
め
る 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「自分だけの詩集をつくろう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「自分だけの詩集を作ろう」を黒板に書く。

③何を伝えたいかやどんな読み手を想定するかによって並び方が

変わってくる。どんな詩集にしたかがしっかり考えられているこ

とが大切になる。

⑥次時の予告をする。  

「次の時間は、『熟語の意味』を学習します。」 

＜詩のおもしろみを知らない子への手だて＞ 
 ○谷川俊太郎さんの詩や同年代のほかの子どもが書いた詩に興味がもて

ることがある。内容を突き詰めるとその面白味が半減することもある。

子どもが楽しめるようなものを提示したい。 

④⑤自分の詩とテーマが同じならば、別な題、別な内容でも良い。

また、自分の詩が生きるなら、ほかのテーマでも構わない。「リ

ズム」「形式」などに目を向けても良いだろう。



自
分
だ
け
の
詩
集
を
作
ろ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
０ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            何
を
テ
ー
マ
に
、
ど
の
順
で
な
ら
べ
る
と
思
い
が
伝
わ
る
か
な 

            ど
の
詩
を
ど
の
順
で
な
ら
べ
る
か
考
え
よ
う 



自
分
だ
け
の
詩
集
を
作
ろ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
０ 

   

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

            何
を
テ
ー
マ
に
、
ど
の
順
で
な
ら
べ
る
と
思
い
が
伝
わ
る
か
な 

            ど
の
詩
を
ど
の
順
で
な
ら
べ
る
か
考
え
よ
う 

自
分
だ
け
の
詩
集
を
作
ろ
う
。

学
校
を
テ
ー
マ
に
し
た
い
。 

詩
を
２
編
さ
が
し
て
き
て
、
自
分
の
作
品
を
最
後
に
お
く
。

そ
う
す
れ
ば
、
学
校
の
楽
し
さ
が
伝
わ
る
と
思
う
。 

学
校
を
テ
ー
マ
に
し
た
い
。 

①
「
探
し
て
き
た
詩
の
タ
イ
ト
ル
①
」 

②
「
探
し
て
き
た
詩
の
タ
イ
ト
ル
②
」 

③
「
自
分
の
詩
の
タ
イ
ト
ル
」 

 

詩
集
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
一
日
の
楽
し
さ
が
つ
ま
っ
た
時

間
」
に
し
よ
う
。 



６１ 
題 材 名  「熟語の意味」（第１時／全２時間） 

目  標  ・訓などを手がかりにして、熟語の意味を考える。  

・熟語の構成をとらえる。 

領 域 名   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項   

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 熟語の構成や、熟語そのものの意味を調べることを知らせる。  

・本単元の目標を知る。 

 

・学習の見通しをもつ。 

 熟語の意味を考える  

 

② 漢字辞典と国語辞典を適宜用いることを知らせる。 

 

 

展

開 

25

分 

③  熟語：二つ以上の漢字が結びついて一語となった語。  

 

④ 訓：漢字を「和語」で読むこと。和語は本来の日本語であるから

訓で読むと意味が分かる。 

 

⑤ 音：中国の発音にもとづいて読むこと。 

・訓を手がかりにして熟語の 開 

意味を考える。 

終

末

15 

分 

⑥ 「重箱読み」や「湯桶読み」の熟語を扱う場合は、それを十分に理

解した上で、説明を加えながら取り上げるようにする。 

 

⑦ 一字ずつ、『訓』（やまとことば）で読ませると良い。 

 

 

指導のポイント 

○ 音読みでは理解しにくい熟語は、訓読みを手がかりにして熟語の意味を考える。 

○ 色々な熟語を構成する漢字の組み合わせ方を理解し、漢字の面白さが感じられるように工夫する。 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



板書例 

 



「 熟 語 の 意 味 」 １                                

                四 年    組 氏 名 （          ）  

 

熟 語  意 味  練 習  

岩 石    

運 送    

転 落    

森 林    

悪 人    

屋 外    

洋 服    

和 服    

病 人    

薬 草    

登 山    

開 会    

習 字    

消 火    



「 熟 語 の 意 味 」            教 材 見 本               ｗ 61  

                四 年    組 氏 名 （          ）  

 

 

 熟 語        意 味     練 習  熟 語  意 味  練 習  

 岩 石   岩 や 石    飲 酒    

 運 送   物 な ど を 別 の 場 所 に 運 ぶ    満 員    

 転 落   転 げ 落 ち る    遠 近    

 森 林   樹 木 が 生 い 茂 っ て い る 所    姉 妹    

 悪 人   悪 い 人    生 死    

 屋 外   建 物 の 外    苦 楽    

 洋 服   洋 風 の 服    消 息    

 和 服   和 風 の 服    不 明    

 病 人   病 気 の 人    不 通    

 薬 草   薬 に な る 草    無 風    

 登 山   山 に 登 る    無 力    

 開 会   会 を 開 く    未 着    

 習 字   字 を 習 う    未 知    

 消 火   火 を 消 す    不 和    

 

 



６２ 
題 材 名  「熟語の意味」（第２時／全２時間） 

目  標  ・訓などを手がかりにして、熟語の意味を考える。  

・熟語の構成をとらえる。 

領 域 名   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項   

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 例題で、熟語の構成を考えることを知らせる。 ・本単元の目標を知る。 

・熟語を構成する漢字の組みあわ

せ方を理解する 

 

 熟語の構成を考える  

 

 

 

 

展

開 

25

分 

② 同じような意味の組み合わせについて理解させる。 

 

③ 上の字が下の字を説明する組み合わせについて理解させる。 

 

④ 何をどうするという組み合わせについて理解させる。  

 

⑤  反対の意味をもつ漢字の組み合わせについて理解させる。 

 

⑥  打ち消しを表す漢字との組み合わせについて理解させる。 

・色々な漢字の組み合わせ方を理

解する。 

・教科書で漢字の組み合わ方を確

認する。 

終

末

15 

分 

⑦ 項目ごとに確認し、下段左の課題に取り組ませる。 

⑧ 次に学習することを予告する。 

 

 

指導のポイント 

○ 音読みでは理解しにくい熟語は、訓読みを手がかりにして熟語の意味を考える。 

○ 色々な熟語を構成する漢字の組み合わせ方を理解し、漢字の面白さが感じられるように工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



「 熟 語 の 意 味 」 ２                       

                四 年    組 氏 名 （          ）  

  熟 語  意 味  練 習  

 飲 酒    

 満 員    

 遠 近    

 姉 妹    

 生 死    

 苦 楽    

 消 息    

 不 明    

 不 通    

 無 風    

 無 力    

 未 着    

 未 知    

 不 和    



「 熟 語 の 意 味 」            教 材 見 本      ｗ 62 ( ｗ 61 と 共 通 ) 

                四 年    組 氏 名 （          ）  

 

 

 熟 語        意 味     練 習    熟 語    

 岩 石   岩 や 石    飲 酒    

 運 送   物 な ど を 別 の 場 所 に 運 ぶ   満 員    

 転 落   転 げ 落 ち る    遠 近    

 森 林   樹 木 が 生 い 茂 っ て い る 所   姉 妹    

 悪 人   悪 い 人    生 死    

 屋 外   建 物 の 外    苦 楽    

 洋 服   洋 風 の 服    消 息    

 和 服   和 風 の 服    不 明    

 病 人   病 気 の 人    不 通    

 薬 草   薬 に な る 草    無 風    

 登 山   山 に 登 る    無 力    

 開 会   会 を 開 く    未 着    

 習 字   字 を 習 う    未 知    

 消 火   火 を 消 す    不 和    

 

 



６３ 

題 材 名  「漢字の広場⑥」（第１時／１時間）【書く】 

目  標  第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

３  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

 

５  

分  

８  

分  

 

 

 

８  

分  

 

 

８  

分  

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「漢字の広場」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、第３学年までに配当されている漢字を書

き，文や文章の中で使う」という【書く】単元であることを意

識して指導する。  

 

②p86 最初の２行を読み、ここで学習することを線で引かせる。

 

 

③本時の目標を黒板に書く。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

 

④□で囲んである漢字を読ませる。  

 

⑤教科書の絵を見て，１年間の出来事を振り返ったり想像した

りして思い出に残った出来事を選ばせ、文章に書かせる。  

【留意】書く指導であるので、書きたい思いを大切にするため

に題材選びをしっかりさせる。  

 

⑥書いた文章を読み返し，間違いを直すなどして推敲させる。

・漢字や送り仮名，句読点等が正しく使えているかを確かめ，

間違いを直す。  

 

⑦書いた文章を友達と読み合い，正しく漢字が使われているか

評価させる。  

 

⑧今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

笑・省・残・周・課（160 字目／202 字中）  

 

⑨次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

②線で引く部分「一年間の出来

事を、学級新聞の記事にしま

しょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

⑤例「運動会、学芸会、餅つき

大会、水泳、現地校交流」  

例「今まで泳げなかったのに、

今年の水泳大会で代表になり

ました。必死に泳いで…」  

 

 

 

 

 

 

 

⑨筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「一年の出来事」を意識するとp86の漢字を使わなくなることがある。「３年生までに習った漢字

」を使うことが学習の中心になるので、こだわらずに書く力を伸ばすのも良い方法である。  

・「漢字の広場」であるが、最初から漢字を多用することを求めず、後で調べたり、友達の文章を

読んで、漢字に直してあげたりする活動などを通し学習を広げていく。  

・推敲することはとても大切な力をつける。人に伝わるように文章を変えていく。「表現、漢字、

つなぎ言葉、気持ちを表す言葉」など今までの学習で学んだことを使えるように導く。  

 

一年間の出来事を文章に書く  



６３ 

題 材 名  「漢字の広場⑥」（第１時／１時間） 

目  標  第３学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

漢
字
の
広
場
⑥ 

 

一
年
の
出
来
事
を
文
書
に
書
こ
う
。 

 

 
 ◎

□
で
か
こ
ん
で
あ
る
漢
字
を
読
む 

 
 

・
発
音 

 
 

・
口
を
し
っ
か
り
開
け
て 

 
 

 

◎
一
年
の
出
来
事
を
ふ
り
か
え
る 

 
 

・
楽
し
か
っ
た
こ
と 

 
 

・
人
に
伝
え
た
い
こ
と 

 
 

・
残
し
て
お
き
た
い
こ
と 

 
 

・
感
動
、
涙
、
わ
ら
い 

 

◎
文
章
に
書
く 

→

読
み
合
う 

→
 

直
す 

 

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

③本時の目標を児童に知らせる。 

「一年の出来事を文章に書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「漢字の広場⑥」を黒板に書く。 

⑨次時の予告をする。  

「次の時間は、『うなぎのなぞを追って』を学習します。」

＜漢字への苦手意識がある子への手だて＞ 
 ○漢字は書けなくてもICTが補ってくれる世の中になった。書けなくても

読めなくても大丈夫程度の意識をもって無理やり指導することは控え

る。しかし、漢字は文化であり、書けたり読めたりすることは世界を

広げる。あきらめたり逃げたりしないようにゆっくり導き、子ども自

身で自分の世界を広げられるようにする。

⑤たくさんの漢字を使って一年の出来事を書く。ここに出てくる

漢字にこだわる必要はない。あとで文を読み合い、楽しめると言

葉への興味が高まる。

⑧今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 



漢
字
の
広
場
⑥ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
３ 

           

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      思
い
出
に
残
っ
た
出
来
事
を
書
こ
う→
そ
こ
か
ら
題
材
（
何
に
つ
い
て
書
く
か
）
を
選
ぼ
う 

            思
い
出
に
残
っ
た
出
来
事
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
い
て
み
よ
う
。 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６
３ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



漢
字
の
広
場
⑥ 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
３ 

          

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

      思
い
出
に
残
っ
た
出
来
事
を
書
こ
う→
そ
こ
か
ら
題
材
（
何
に
つ
い
て
書
く
か
）
を
選
ぼ
う 

            思
い
出
に
残
っ
た
出
来
事
を
で
き
る
だ
け
漢
字
を
使
っ
て
書
い
て
み
よ
う
。 

一
年
間
の
出
来
事
を
文
章
に
書
こ
う
。

〇
運
動
会
、
学
芸
会
、
餅
つ
き
大
会
、
水
泳
、

現
地
校
交
流
」 

例
「
今
ま
で
泳
げ
な
か
っ
た
の
に
、
今
年
の

水
泳
大
会
で
代
表
に
な
り
ま
し
た
。
必
死
に

泳
い
で…

」 



６２ 
題 材 名  「ウナギの謎を追って」（第１時／全４時間） 

目  標  ・科学読み物の中から、感動したことや興味を持ったことを中心にして紹介する。 

・要約を意識して文章を書く。 

領 域 名   Ｃ  読むこと  Ｂ 書くこと  

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 学習のめあてを知らせる。 ・本時の目標を知る。 

  文中で気付いたことや感動したことを紹介し合おう  

 

 

 

 

展

開 

25

分 

② 通読後、学習の流れをつかませる。 

 

③ 新出漢字の学習をさせる。  

 

④ 気付いたことや感動したところに印をつけさせる。 

 

⑤ 例を参考にして、紹介することを決めさせる。 

  

⑥ 引用方式や要約方式、または併用などの書き方を決めさせる。 

 

・学習の流れをつかむ。 

 

・新出漢字を学習する。 

 

 

 

・紹介することを決める。 

 

・紹介する方法を決める。 

終

末

15 

分 

⑦ お互いに発表しあい、短冊（ ポストイット） などを使って、改

善点を考えさせる。 

 

⑧ まとめをさせる。> 

・紹介することをお互いに発表し

あう。 

・お互いに改善点を考える。 

 

指導のポイント 

○ 紹介したいことを伝えるためには、段取りと工夫が大事なことを知らせる。 

○ 意見交換したことを自分の文章に生かせるかが、大切であることをわからせたい。 

○ 句読点が適切に打たれているか、段落の始めが改行されているか等を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４



 

 

板書例 

 



「 ウ ナ ギ の な ぞ を 追 っ て 」 １                          

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 
 

構 成 カ ー ド  内 容  

 
 
 
 
   初 め  

 

 
 
 
 
 
 
 
  中  

 

 
 
 
 
  終 わ り  

 

 



「 ウ ナ ギ の な ぞ を 追 っ て 」 １       教 材 見 本                

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 
 

構 成 カ ー ド  内 容  

 
 
 
 

   初 め  

私 は 、 う な ぎ の 何 が な ぞ な の だ ろ う と 思 っ て い ま し た 。  
 内 容 を 読 む う ち に 、 う な ぎ の 赤 ち ゃ ん の 育 つ 場 所 の こ と で  
 あ る こ と が わ か り ま し た 。  

 
 
 
 
 
 
 

  中  

う な ぎ の 赤 ち ゃ ん は 、 レ プ ト セ フ ァ ル ス と 呼 ば れ て い る 。 ・ ・ ・ ・

 ・  
 
  太 平 洋 の 深 海 で は な く 、 ど う や ら 海 山 で 育 つ ら し い 。  

 
 
 
 

  終 わ り  

こ れ ら の こ と を 解 明 す る の に 、 三 十 年 か ら 四 十 年 の 調 査 と 研 究

が 行 わ れ て い る こ と が わ か っ た 。  

 
 
 



６５ 
題 材 名  「ウナギの謎を追って」（第２時／全４時間） 

目  標  ・科学読み物の中から、感動したことや興味を持ったことを中心にして紹介する。 

・要約を意識して文章を書く。 

領 域 名   Ｃ  読むこと  Ｂ 書くこと  

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 学習のめあてを知らせる。 ・本時の目標を知る。 

  通読し、紹介したいことを整理しよう  

 

 

 

 

展

開 

25

分 

② 時間を決めて通読する。内容によっては、学級内で児童どうしや

先生と一緒に考え合うことになる。  

 

③  感動したことや興味を持ったことに着目させる。  

 

④ 用紙にまとめたり、思ったことを分類させたりする。  

 

④  地図や表、グラフなどを活用することを考えさせる。 

・構成の項目だてをする。 

・構成用紙を使う。 

 

 

 

・引用や要約を行うところに着目

する。 

・見やすいように資料を作る。 

 

終

末

15 

分 

⑥ 思ったこと考えたことなどを発表させ、それを文章のまとめの部分

に生かすようにさせる。 

・文章のまとめの部分をわかりや

すいように文章を作る。 

 (宿題にしてもよい。) 

 

指導のポイント 

○ 紹介したいことを伝えるためには、段取りと工夫が大事なことを知らせる。 

○ 意見交換したことを自分の文章に生かせるかが、大切であることをわからせたい。 

○ 句読点が適切に打たれているか、段落の始めが改行されているか等を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

板書例 

 



「 ウ ナ ギ の な ぞ を 追 っ て 」 ２                          

                四 年    組 氏 名 （          ）  

  №  
  

 
  紹 介 し た い こ と      図 や 、 手 書 き の 絵 な ど を 入 れ る  

  

  紹 介 す る 内 容  

 

 こ の こ と を 知 っ て か ら の 自 分 の 考 え  

 

 



「 ウ ナ ギ の な ぞ を 追 っ て 」 ２       教 材 見 本                          
     四 年    組 氏 名 （          ）  

  №  
  

 
  紹 介 し た い こ と      図 や 、 手 書 き の 絵 な ど を 入 れ る  

 ( 例 ) 
 レ プ ト セ フ ァ ル ス  

 （ 写 真 や 手 書 き の 想 像 図 を 考 え 、 面 白 い 内 容 に し て い く 。 ）

 ・ ・ ・ ・ ・  

  紹 介 す る 内 容  

 み な さ ん は 、 う な ぎ の 赤  
 ち ゃ ん が 、 レ プ ト セ フ ァ  
 ル ス と 呼 ば れ て い る こ と  
 を 知 っ て い ま す か 。 ・ ・  
 ・ ・ ・  

 こ の こ と を 知 っ て か ら の 自 分 の 考 え  

 長 い 研 究 の 結 果 か ら 、 わ か る 科 学 の  
 素 晴 ら し さ の 感 想 を 書 か せ る 。 ・ ・ ・ ・ ・  

 
 
 



６６ 
題 材 名  「ウナギの謎を追って」（第３時／全４時間） 

目  標  ・科学読み物の中から、感動したことや興味を持ったことを中心にして紹介する。 

・要約を意識して文章を書く。 

領 域 名   Ｃ  読むこと  Ｂ 書くこと  

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 学習のめあてを知らせる。 ・本時の目標を知る。 

  構成を考えながら文章を書こう  

 

 

 

 

展

開 

35

分 

② 構成カードを並べた順に、文章の下書きを書かせる。  

 

 

③ 机間指導をして、句読点が適切に打たれているか、段落の始めが

改行されているか等を確認する。  

 

④ 四百字詰め原稿用紙に書かせても良い。  

 

⑤ グラフなどは、適当なところに貼り付けられるように指導する。 

 

・構成カードにまとめる。 

・文章に書く。 

（ 新聞の形式でもよい。） 

・まとめたことを文章に書く。 

 

 

・下書きを校正する。 

 

・清書する。 

終

末

5 

分 

⑥ 次時の予告をする。 

次時は発表会を開く。 

 

 

指導のポイント 

○ 紹介したいことを伝えるためには、段取りと工夫が大事なことを知らせる。 

○ 意見交換したことを自分の文章に生かせるかが、大切であることをわからせたい。 

○ 句読点が適切に打たれているか、段落の始めが改行されているか等を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

板書例 

 



「 ウ ナ ギ の な ぞ を 追 っ て 」 ３                           

                四 年    組 氏 名 （          ）  

  №  
  

 
  紹 介 し た い こ と      図 や 、 手 書 き の 絵 な ど を 入 れ る  

  

  紹 介 す る 内 容  

 

 こ の こ と を 知 っ て か ら の 自 分 の 考 え  

 

 
 



「 ウ ナ ギ の な ぞ を 追 っ て 」 ３       教 材 見 本               ｗ 65  

                四 年    組 氏 名 （          ）  

  №  
  

 
  紹 介 し た い こ と      図 や 、 手 書 き の 絵 な ど を 入 れ る  

 ( 例 ) 
 レ プ ト セ フ ァ ル ス  

 （ 写 真 や 手 書 き の 想 像 図 を 考 え 、 面 白 い 内 容 に し て い く 。 ）

 ・ ・ ・ ・ ・  

  紹 介 す る 内 容  

 み な さ ん は 、 う な ぎ の 赤  
 ち ゃ ん が 、 レ プ ト セ フ ァ  
 ル ス と 呼 ば れ て い る こ と  
 を 知 っ て い ま す か 。 ・ ・  
 ・ ・ ・  
 
  太 平 洋 の 深 海 で は な  
 く 、 ど う や ら 海 山 で 育 つ  
 ら し い 。  
 
  こ れ ら の こ と を 解 明 す  
 る の に 、 三 十 年 か ら 四 十  
 年 の 調 査 と 研 究 が 行 わ れ  
 て い る こ と が わ か っ た 。  
 ・ ・ ・ ・ ・  

 こ の こ と を 知 っ て か ら の 自 分 の 考 え  

 長 い 研 究 の 結 果 か ら 、 わ か る 科 学 の  
 素 晴 ら し さ の 感 想 を 書 か せ る 。 ・ ・ ・ ・ ・  

 
 
 



６７ 
題 材 名  「ウナギの謎を追って」（第４時／全４時間） 

目  標  ・科学読み物の中から、感動したことや興味を持ったことを中心にして紹介する。 

・要約を意識して文章を書く。 

領 域 名   Ｃ  読むこと  Ｂ 書くこと  

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 学習のめあてを知らせる。 ・本時の目標を知る。 

  文章を読み合い、紹介し合おう。  

 

 

 

展

開 

30

分 

② できた文章を、交換してお互いに読みあわせる。 

・できた文章を、児童数分を印刷して渡せるとよい。  

・意見交換ができるように配慮する。  

  

・文章をお互いに読みあう。 

・感想を交流し合う。 

 

 

終

末

10 

分 

③  この学習で、工夫したり苦労したりしたところを書かせる。 

 

④  次に学習することを予告する。 

・最後の感想を書く。 

 

指導のポイント 

○ 紹介したいことを伝えるためには、段取りと工夫が大事なことを知らせる。 

○ 意見交換したことを自分の文章に生かせるかが、大切であることをわからせたい。 

○ 句読点が適切に打たれているか、段落の始めが改行されているか等を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 



 



「 ウ ナ ギ の な ぞ を 追 っ て 」 ４                          

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 
   

 №   紹 介 さ れ た こ と      紹 介 さ れ た 内 容   自 分 で 感 心 し た こ と

 
 
 
 １  

  

 
 
 
 ２  

  

 
 
 
 ３  

  

 
 
 
 ４  

  



「 ウ ナ ギ の な ぞ を 追 っ て 」 ４      教 材 見 本                

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 
   

 №    紹 介 さ れ た こ と      紹 介 さ れ た 内 容   自 分 で 感 心 し た こ と  

 
 
 

 １  

 ( 例 ) 
 調 査 の 開 始 は い つ 頃  
 
 調 査 方 法  

 一 九 三 〇 年 頃  
 
 調 査 方 法 に つ い て  

 そ ん な に 昔 か ら ・ ・  
 
 大 変 な 作 業 だ  

 
 
 

 ２  

   

 
 
 

 ３  

   

 
 
 

 ４  

   

 
 



６８ 

題 材 名  「つながりに気をつけよう」（第１時／１時間）【書く】 

目  標  主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指示する語句と接続する語句の役割につ

いて理解することができる。（知・技）  

間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表）  

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

 

 

３  

分  

 

 

３  

分  

 

 

 

 

８  

分  

 

 

 

 

 

 

８  

分  

 

 

 

９  

分  

 

 

10 

分  

 

 

２  

分  

①題材名「つながりに気をつけよう」を黒板に書く。  

【留意】「本単元は、積極的に語彙を豊かにし，行事を説明す

る文章を書こうとする」という【書く】単元であることを意識

して指導する。  

 

②p101 題名と最初の３行を読み、ここで学習することを線で引

かせる。  

 

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④教科書の指示に従って、わかりやすい文章に直す練習をさせ

る。また、その理由を考えさせる。  

④－１  

p101４行目から読ませ、主述の対応を正しく直させる。  

・主語をそのままにさせる（教科書通り）  

・述語を活かす（活用）  

・２文にする（活用）  

④－２  

p102 最初から読ませ、読点（、）をうったり順番を入れかえた

りさせる。  

 

 

 

④－３  

p102 10 行目から①と②を比べてどちらが読みやすいかを考え

させる。  

 

⑤p104 の黄色の部分をわかりやすくなるように教科書に書き

直させる。  

・友達と見比べさせて、より良い直し方を考えさせる。  

 

⑩次時の予告をする。  

 

 

 

 

 

②線で引く部分「わかりやすい

文章についてかんがえてみま

しょう」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

④－１  

例「主語をそのままにするなら、

文末を『めぐることです』に

します」  

④－２  

例「女の子の後に読点をうちま

す。また、必死での後に読点

を打つと別な意味になりま

す」  

 

④－３例「ぼくは～です…」  

 

 

 

 

 

指導のポイント 
○学習の進め方に関して  
・文章は、独自の表現方法があるので、書き方を押し付けるものではない。しかし、伝わらないの
ではどうにもならない。最低限で効果的に伝わる方法を考えさせ、意識させる。  

わかりやすい文章を書こう。  



６８ 

題 材 名  「つながりに気をつけよう」（第１時／１時間） 

目  標  主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指示する語句と接続する語句の役割につ

いて理解することができる。（知・技） 

間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
よ
う 

 

わ
か
り
や
す
い
文
章
を
書
こ
う
。 

 

 
 

  

◎
ぼ
く
の
目
標
は
、
外
交
官
に
な
っ
て 

 
 
 
 
 

め
ぐ
る
こ
と
で
す 

世
界
各
国
を
め
ぐ
り
ま
す
。 

 
 

 

 
 

 

◎
女
の
子
は
必
死
で
走
る
弟
を
追
い
か
け
た
。 

例 

必
死
な
の
は
だ
れ
？ 

女
の
子
は
、
必
死
で
走
る
弟
を
追
い
か
け
た 

 

女
の
子
は
必
死
で
、
走
る
弟
を
追
い
か
け
た 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「わかりやすい文章を書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「つながりに気をつけよう」を黒板に書

④教科書に従ってわかりやすい文章になおさせる。 

 教科書に直接書かせて構わない。教科書に書く文化がないな

ら、ワークシートに書いてもよい。

⑩次時の予告をする。  

「次の時間は、『もしものときにそなえよう』を学習します。」

＜主述の照応＞ 
 ○主語と述語があっていないと文章は全く伝わらない。そのため、日本

語ができないという評価がおりてしまう。「だれが」「なにをした」

を【書く】学習の中で継続的に指導する。 



つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
８ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            分
か
り
や
す
い
文
に
書
き
直
そ
う 

ぼ
く
の
目
標
は
、
外
交
官
に
な
っ
て
世
界
各
国
を
め
ぐ
り
ま
す
。 

女
の
子
は
必
死
で
走
る
弟
を
追
い
か
け
た
。

女
の
子
は
必
死
で
走
る
弟
を
追
い
か
け
た
。



つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
８ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            分
か
り
や
す
い
文
に
書
き
直
そ
う 

ぼ
く
の
目
標
は
、
外
交
官
に
な
っ
て
世
界
各
国
を
め
ぐ
り
ま
す
。 

女
の
子
は
必
死
で
走
る
弟
を
追
い
か
け
た
。

女
の
子
は
必
死
で
走
る
弟
を
追
い
か
け
た
。

わ
か
り
や
す
い
文
章
を
書
こ
う
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

め
ぐ
る
こ
と
で
す
。 

 

必
死
な
の
は
姉
。
必
死
に
の
方
が
良
い
？

、 

、



６９ 

題 材 名  「もしものときにそなえよう」（第１時／４時間）【書く】 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（思・判・表）  

書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところを見つけることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

３  

分  

 

 

 

 

８  

分  

 

 

 

８  

分  

 

 

 

13 

分  

 

 

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「もしものときにそなえよう」を黒板に書く。  

 

 

②p105 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

かせる。  

 

 

 

 

③本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④どんな自然災害を心配しているか出し合わせる。  

・p106 下段のテーマ例を参照にさせる  

・理由も言わせるようにする  

 

 

⑤自然災害への備えについて知っていることを出し合わせる。

・④で出された自然災害への備えについて出し合う。  

・友達が出したものへの備えも出し合う。  

・簡単なメモを取らせる  

 

⑥テーマを決めさせる。  

・調べられるテーマを設定させる。  

・p106 上段８行目「ちがう方法」には、どんな方法がよいか

p106 下段四角が込みを例に出し合うと良い。  

・調べたいテーマごとにグループを作り活動する。  

 

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

老・束・票・陸・各（175 字目／202 字中）  

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

 

②線で引く部分「自然災害 どう

そなえるとよいでしょう。調

べて、自分の考えを書き、ク

ラスのみんなにしらせましょ

う」  

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

④例「スコールが今まで以上に

激しく、排水が間に合わず 20

㎝を超える水が町にたまりま

す。だから…」  

 

⑤例「冠水対策として、家では

車高の高い自動車に乗ってい

る」  

 

 

⑥例「ぼくは、家の人に聞くよ。

災害への備えは万全だって言

ってたよ」  

 

 

 

⑦筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・自然災害に対して恐怖感をもつ児童もいる。国・住居環境や状況に応じて、「自然災害」をテー

マとせず、調べて、整理して、書きまとめられるテーマを、実態に合わせたものを設定する。（例

 紹介したい観光遺産  その国独自の食べ物  補習校の歴史）  

テーマを決めて調べよう。  



６９ 

題 材 名  「もしものときにそなえよう」（第１時／４時間） 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（思・判・表） 

書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところを見つけることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

 

テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
よ
う
。 

 

 
 ◎
自
然
災
害 

 
 

・
地
震 

 
 

・
台
風 

 
 

・
異
常
な
暑
さ 

 
 

 

◎
備
え
る 

 
 

・
食
料
の
買
い
置
き 

 
 

・
か
い
ち
ゅ
う
で
ん
と
う 

 
 

・
バ
ッ
テ
リ
ー 

 

◎
調
べ
る
テ
ー
マ 

＝ 

調
べ
ら
れ
る
テ
ー
マ 

・ 

 

  
☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 
ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「テーマを決めて調べよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「もしものときにそなえよう」を黒板に書く。

④⑤最近の自然災害は、人命を奪うほど大きなものである。この

テーマを扱うことで子どもが不安を感じないようにしたい。

⑧次時の予告をする。  

「次の時間は、『もしものときにそなえよう』の続きの学習をします。」

⑤今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

＜自然災害の備えが人任せな子への手だて＞ 
 ○そもそも海外で暮らしている子どもたちが、自然災害に目が向き、備

えているかについては、はなはだ疑問がある。そう考えると、テーマ

として適しているかを考える必要がある。自然災害を別なテーマで置

き換えることは十分可能である。ただ、日本では、子どもも自分事と

して考えていかざるを得ないほど深刻になりつつあることは知ってお



も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

四
年 
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６
９ 

 

調
べ
る
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
た
か
な
？ 

  
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            メ
モ
に
使
お
う 

自
然
災
害
と
そ
な
え
に
つ
い
て



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６
９ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
９ 

 

調
べ
る
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
た
か
な
？ 

  

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            メ
モ
に
使
お
う 

自
然
災
害
と
そ
な
え
に
つ
い
て

テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
よ
う
。

〇
地
し
ん
：
も
の
が
落
ち
て
こ
な
い
と
こ
ろ

に
す
ぐ
逃
げ
る
。 

〇
た
つ
ま
き
：
す
ぐ
に
地
下
に
逃
げ
る
。 

〇
非
常
用
食
料
を
よ
う
い
し
て
い
る
よ
。 

な
ど
、
⑥
で
テ
ー
マ
を
決
め
る
た
め
に
話
し

合
っ
て
い
く
内
容
を
メ
モ
さ
せ
る
。 



７０ 

題 材 名  「もしものときにそなえよう」（第２時／４時間）【書く】 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（思・判・表）  

書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところを見つけることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

18 

分  

 

 

 

 

 

16 

分  

 

２  

分  

①題材名「もしものときにそなえよう」を黒板に書く。  

 

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③テーマを確認し、調べる項目を挙げさせる  

・自宅で調べてくる想定であることを伝える  

・一般論・総論と国・都市に関する各論を調べるように導くと

広がりがでる。  

・p9「分ける  くらべる」を参考にさせ、ほかの地域や例と分

けたり比べたりさせると明確化する。  

 

④友達と調べ方（せまり方）のアドバイスをしあうようにさせ

る。  

 

⑤次時の予告をする。  

 

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤例「…のことを調べるとおも

しろいよ」  

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・自宅で調べられるテーマであることを確認する。調べる時間を確保するために、先に、別の単元

を行い、２～３週後に３／４時間目を指導するのも良い。  

 

 

テーマを決めて調べよう２。  



７０ 

題 材 名  「もしものときにそなえよう」（第２時／４時間） 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（思・判・表） 

書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところを見つけることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

 

テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
よ
う
。 

 

 
 ◎
テ
ー
マ 

 
 

・ 

  

◎
調
べ
る
こ
と 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

・ 

 

◎
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う 

・ ・ ・ 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「テーマを決めて調べよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「もしものときにそなえよう」を黒板に書く。

③テーマに従って、何を調べていくかの見通しをもつことは大切

なことである。④の活動も合わせて、調べられそうなことを挙げ

させるようにする。 

⑤次時の予告をする。  

「次の時間は、『もしものときにそなえよう』の続きの学習をします。」

＜調べることを豊かにするための手だて＞ 
 ○【書く】ことは、やみくもに何でも書けばよいのではない。テーマか

ら外れないこと、伝えたいことがはっきりすること、具体性があるこ

となどが求められる。そのためにも、何を調べるかの見通しをしっか

りもたせたい。「調べられるかどうかの検証」はひとまず置いておい

て、まず、どんな切り口が考えられるかをさがさせる。友達のアドバ
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し
も
の
と
き
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そ
な
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よ
う 

四
年 
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７
０ 

 

調
べ
る
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
た
か
な
？ 

  

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            メ
モ
に
使
お
う 

を
テ
ー
マ
に
調
べ
る

知
っ
て
い
る
こ
と
・
調
べ
る
こ
と



も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
０ 

 

調
べ
る
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
た
か
な
？ 

  

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            メ
モ
に
使
お
う 

を
テ
ー
マ
に
調
べ
る

テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
よ
う
。

知
っ
て
い
る
こ
と
・
調
べ
る
こ
と

○
地
震
は
日
本
で
最
近
多
い
。 

〇
た
く
さ
ん
の
人
が
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。 

〇
つ
な
み
が
起
こ
る
場
合
が
あ
る
。 

な
ど
の
一
般
論
・
総
論
と 

〇
親
戚
が
地
震
に
あ
っ
て
家
が
か
た
む
い
て
し
ま
っ
た
。
み
ん
な
無

事
だ
っ
た
が
、
そ
の
家
に
は
住
め
な
く
な
っ
た
。 

〇
お
父
さ
ん
の
友
達
が
地
震
の
話
を
し
て
く
れ
た
。 

〇
こ
の
国
で
は
あ
ま
り
地
震
が
お
こ
ら
な
い
。 

な
ど
の
各
論
を
メ
モ
さ
せ
る
。 

「
こ
れ
な
ら
地
震
に
つ
い
て
調
べ
ら
れ
そ
う
だ
」
だ
か
ら
、
「
地
震

に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
」 

と
、
方
向
性
を
決
め
る
メ
モ
づ
く
り
を
さ
せ
る
。 



７１ 

題 材 名  「もしものときにそなえよう」（第３時／４時間）【書く】 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（思・判・表）  

書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところを見つけることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

 

10 

分  

 

 

 

 

10 

分  

 

 

 

12 

分  

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「もしものときにそなえよう」を黒板に書く。  

 

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

 

④p108４を読ませる。  

・どんな文章を書くのかイメージをもたせる。  

・「はじめ・中・終わり」を意識させる。  

・内容把握がねらいなので音読の必要はない。  

・大切なところに線を引かせる。  

 

⑤p107 にもどり２  ３を参考に調べてきたことを組み立てさ

せる。  

・「初め」と「終わり」に書く自分の考えを明確にし，「中」

に何を取り上げるかを決める。  

 

⑥自分の考えをまとめた文章を書かせる。  

・自分の伝えたいことや，作例から見つけた書き方の工夫を意

識して文章を書かせる。  

 

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

産・求・付・固・塩（180 字目／202 字中）  

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・教科書例は400字程度でまとめている。文字数にこだわらず、「中」で何を伝えるかを指導する。 

・資料を添付して説明することも考えられる。  

 

 

考えを伝える文章を書こう。  



７１ 

題 材 名  「もしものときにそなえよう」（第３時／４時間） 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（思・判・表） 

書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところを見つけることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

 

考
え
を
伝
え
る
文
章
を
書
こ
う
。 

 

 
 ◎
北
山
さ
ん
の
文
章
の
良
い
と
こ
ろ 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

 

◎
木
村
さ
ん
の
文
章
の
良
い
と
こ
ろ 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

・ 

 

◎
ど
の
順
番
で
書
い
て
い
く
か
を
考
え
る 

・ 

 

  
☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 
ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「考えを伝える文章を書こう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。

① 題材名「もしものときにそなえよう」を黒板に書く。

⑥調べてきたことをどのように組み立てるかが大切になる。どの

順で書いていくか、どこに例を入れるか、結論の示し方など、イ

メージをもって文章を書かせたい。

⑧次時の予告をする。  

「次の時間は、『もしものときにそなえよう』の続きの学習をします。」

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

＜調べてこない子への手だて＞ 
 ○そもそも調べてこない子どもたちは、文章を書くことができない。そ

こで、 

・北山さんの文章をもとに大雨への備えについて書く 

・木村さんの文章をもとに地震への備えについて書く 

・２人の文章を合わせ、自然災害への備えについて書く



も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
１ 

 

文
章
の
組
立
を
く
ふ
う
し
よ
う 

 
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

    北
山
さ
ん
の
文
章
の
良
い
と
こ
ろ 

    木
村
さ
ん
の
文
章
の
良
い
と
こ
ろ 

          自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
書
い
て
み
よ
う 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７
１ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
１ 

 

文
章
の
組
立
を
く
ふ
う
し
よ
う 

 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

    北
山
さ
ん
の
文
章
の
良
い
と
こ
ろ 

    木
村
さ
ん
の
文
章
の
良
い
と
こ
ろ 

          自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
書
い
て
み
よ
う 

○
自
分
の
考
え
を
最
初
に
書
い
て
い
る
。 

〇
考
え
の
理
由
が
わ
か
り
や
す
い
。 

〇
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
が
書
か
れ
て
い
る
。 

○
自
分
の
考
え
を
最
初
に
書
い
て
い
る
。 

〇
自
分
の
家
を
例
に
し
て
い
る
か
ら
わ
か
り
や
す
い
。 

地震が起き

たときにす

べきこと  

〇どう逃げ

るか  
〇おじさん

から聞いた

こと  
〇買い置き

を増やす  

落ち着いた

行動で、命を

まもろう  

自
分
で
考
え
た
組
立
の
工
夫
を
基
に
、
北
山
さ
ん
や
木
村
さ
ん
の

よ
う
な
文
章
を
書
か
せ
る
。 



７２ 

題 材 名  「もしものときにそなえよう」（第４時／４時間）【書く】 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（思・判・表）  

書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところを見つけることができる。（思・判・表） 

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

 

３  

分  

 

 

 

 

27 

分  

 

 

 

10 

分  

 

 

 

６  

分  

２  

分  

①題材名「もしものときにそなえよう」を黒板に書く。  

 

 

②本時の目標を黒板に書かせる。声に出して読ませる。  

 

 

 

 

④p110５を読ませる。  

・書き直しの観点を確認させる。  

・書き直しは、本文を直接訂正させる。  

・時間があるようなら清書させる。  

 

⑤p110５を読ませ、友達の文章を読み合って感想を伝えあう。

る。  

・よいところ、参考になったところ、初めて知ったことなどを

伝えあう。  

 

⑦今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

 

⑧次時の予告をする。  

 

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・前時で書きあがっていない場合、本時でも時間を取る。  

・書く時間を確保するために「読み合い、感想を伝える」は家庭に任せることもできる  

 

考えを伝える文章を書こう 読み返そう  



７２ 

題 材 名  「もしものときにそなえよう」（第４時／４時間） 

目  標  自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するこ

とができる。（思・判・表） 

書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところを見つけることができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

 

考
え
を
伝
え
る
文
章
を
書
こ
う
。
読
み
返
そ
う
。 

 

 
 ◎
文
章
を
読
み
返
し
て
書
き
た
そ
う 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「考えを伝える文章を書こう。読み返そう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。

① 題材名「もしものときにそなえよう」を黒板に書く。

④前時で十分に書ききれない場合、ここで書かせるようにしたい。

長文である必要はない。読み返し、校正するより書くことを優先

したい。それでも⑤の感想交流の時間は確保したい。

⑧次時の予告をする。  

「次の時間は、『調べて離そう、生活調査隊』の学習をします。」 

＜書くことが苦手な子への手だて＞ 
 ○そもそも書けない、書くことが苦手な子どもには、調べてきたことを

ほめたうえで、北山さんや木村さんの文章を視写（書き写す）させる。

どんなことを書けばよいかがイメージできる。視写のポイントは、文

章を少し覚えてそれを書くことである。単語ごとに移すのでは効果が

薄い。覚えて書くので、ひらがなになったり、文章が変わったりする



も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

四
年 
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７
２ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            書
き
た
す
と
き
や
直
す
と
き
に
こ
の
用
紙
を
使
お
う 



も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
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  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            書
き
た
す
と
き
や
直
す
と
き
に
こ
の
用
紙
を
使
お
う 

考
え
を
伝
え
る
文
章
を
書
こ
う
。
読
み
返
そ
う
。

自
分
で
考
え
た
組
立
の
工
夫
を
基
に
、
北
山
さ
ん
や
木
村
さ
ん
の

よ
う
な
文
章
を
書
か
せ
る
。 

新
た
に
書
か
せ
る
必
要
は
な
い
が
、
書
き
た
し
や
書
き
直
し
に
こ

の
ス
ペ
ー
ス
を
使
わ
せ
る
。 



７３ 

題 材 名  「調べて話そう、生活調査隊」（第１時／３時間）【話す・聞く】 

目  標  相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意

して話すことができる。（知・技）  

目的を意識して、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比較したり分類したりし

て、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。（思・判・表）  

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

 

 

３  

分  

 

 

 

 

10 

分  

 

 

 

 

19 

分  

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「調べて話そう、生活調査隊」を黒板に書く。  

 

②p112 題名と最初の４行を読み、ここで学習することを線で引

かせる。  

【留意】クラスの中で、調べ学習が成立する環境かどうかで学

習の展開が変わってくる。ここでは、アンケートを取り、まと

めて発表する学習を示すが、その環境にない場合、p114-115「資

料の例」「発表の例」を使って、調べ学習なしに【話す・聞く】

の学習を展開する。  

 

③本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

④グループに分かれ、p113１を読ませ、調べたいことを決めさ

せる。  

・【話す・聞く】の学習なので、自分の考えをしっかりもって

わかりやすく伝える。また、相手の立場を考えながら聞き取

ることを意識させる。  

・p113 下段四角囲みを例にして、決めさせる。  

 

⑤p113２を読ませ、資料を作るためにアンケートをとるなど、

みんなの意見を聞くことができる方法を考えさせる。  

 

 

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

側・労・標・官・巣（20 字目／202 字中）  

 

⑦次時の予告をする。  

 

 

②線で引く部分「生活に関する

ぎもんをグループで調査し

て、クラスのみんなに発表し

ましょう。資料を使って、分

かったことや考えたことが伝

わるように話しましょう」  

 

 

③ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

④例「みんなに好きな日本食に

ついて聞いてみたいと思って

いたんだ。だって…」  

 

 

 

⑤例「アンケートをとろうよ。

子どもと大人に聞くと比べら

れるね」  

 

⑥筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・「テーマ  ⇒ 調べ方  ⇒ まとめ方 ⇒ 発表」とイメージをもたせて学習を進めたい。  

・アンケート調査の仕方は「上p96を参照」  

・３時間扱いなので、アンケートも簡単なものにしたい。  

 

みんなで調べたいことを決めよう。  



７３ 

題 材 名  「調べて話そう、生活調査隊」（第１時／３時間） 

目  標  相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意

して話すことができる。（知・技） 

目的を意識して、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比較したり分類したりし

て、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。（思・判・表） 

領 域 等  A 話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

調
べ
て
話
そ
う
、
生
活
調
査
隊 

 

み
ん
な
で
調
べ
た
い
こ
と
を
決
め
よ
う
。 

 

 
 ◎
み
ん
な
で
調
べ
た
い
こ
と 

 
 

・
み
ん
な 

→
 

ク
ラ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

グ
ル
ー
プ 

→
 

何
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
→

 

テ
ー
マ
別 

 
 

・
調
べ
た
い
こ
と →

 

テ
ー
マ
の
決
定
法 

 

◎
調
べ
る
方
法
を
考
え
る →

 

相
談
し
よ
う 

 
 

 

     

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「みんなで調べたいことを決めよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「調べて話そう、生活調査隊」を黒板に書

④学習内容を確認した上で、話し合いを子どもたちに任せていき

たい。クラスの実態に応じ、どこまで全体で行うかをはっきり

させる。 

・「みんな」をどう考えるかまで

⑦次時の予告をする。  

「次の時間は、『調べて話そう、生活貯砂隊の続き』を学習しま

す

⑥今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

＜調べる内容と調べ方を充実させる手だて＞ 
 ○興味がある内容は、子どもたちにとって追究できる内容となるのは自明であろう。逆に、伝えた

い誰かを想定し、その人が喜びそうなことを調べてみるというのも面白い。喜んでくれる姿を想像

しながら学習を進めることができる。調べ方は、アンケートのように広く意見を吸い上げることも

可能。また、一人一人の考えを述べた後、「どの考えにみなさんは近いですか」と投げかけること

も可。この場合、調べることが含まれないので、誰かにインタビューという活動を入れていくこと
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  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            み
ん
な
で
調
べ
る 

み
ん
な
で
調
べ
た
い
こ
と 

調
べ
る
方
法 

み
ん
な 
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７
３ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  
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７
３ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            み
ん
な
で
調
べ
る 

み
ん
な
で
調
べ
た
い
こ
と 

調
べ
る
方
法 

み
ん
な 

み
ん
な
で
調
べ
た
い
こ
と
を
決
め
よ
う
。

○
何
人
で
調
べ
る
か
（
グ
ル
ー
プ
、
２
～
３
人
）

可
能
性
（
見
通
し
）
だ
け
メ
モ
さ
せ
る 

〇
家
に
帰
っ
て
か
ら
何
を
す
る
か 

〇
好
き
な
日
本
食 

〇
好
き
な
ア
ニ
メ 

〇
好
き
な
野
球
選
手 

な
ど 

調
べ
た
い
こ
と
・
調
べ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
メ
モ
さ
せ
る
。 

〇
ア
ン
ケ
ー
ト 

〇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

な
ど 

調
べ
ら
れ
る
方
法
を
メ
モ
さ
せ
る
。 

 



７４ 

題 材 名  「調べて話そう、生活調査隊」（第２時／３時間）【話す・聞く】 

目  標  相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意

して話すことができる。（知・技）  

目的を意識して、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比較したり分類したりし

て、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。（思・判・表）  

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

10 

分  

 

 

28 

分  

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

分  

①題材名「調べて話そう、生活調査隊」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③p114３を読ませ、アンケート内容とまとめ方を考えさせる。

〇発表にしかた（例：資料を使ってクラスのみんなに発表）を

伝え、それを意識させて活動に取り組ませる。  

 

④－１【アンケート作成チーム】  

簡単に答えられるアンケートを作らせる。  

・内容やだれにアンケートをとるかなどを考えながら作る  

・すぐにまとめられる内容にする  

 

④－２【資料作成チーム】  

結果を見越して、まとめ方を考えさせる。  

・結果が出たらすぐにまとめられるように準備する。  

 

 

⑤次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

③例「みんなに好きな日本食に

ついて聞いてみたいと思って

いたんだ。だって…」  

 

④－１【アンケート作成チーム】

例「聞くのは『好きな日本食』

のことだけにしよう。これな

ら聞きやすいしまとめやすい

よ」  

④－２【資料作成チーム】  

例「教科書のようにグラフがわ

かりやすいよ。書けるところ

は書いておこう」  

 

 

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・④の場面はグループでの活動とする。日本では、このようなグループでの活動が多く出てくる。  

・アンケートは、各自、家でとってくるか、ほかの学年にとるか、先生にとるかが考えられるが、

いずれも時間外の活動となる。  

 

アンケートと作る資料を考えよう  



７４ 

題 材 名  「調べて話そう、生活調査隊」（第２時／３時間） 

目  標  相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意

して話すことができる。（知・技） 

目的を意識して、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比較したり分類したりし

て、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

調
べ
て
話
そ
う
、
生
活
調
査
隊 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
と
作
る
資
料
を
考
え
よ
う
。 

 

 
 ◎
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容 

 
 

・
何
の
た
め
に
、
何
を
調
べ
る 

  

◎
ど
う
調
べ
る 

   

◎
ど
う
ま
と
め
る
？ 

 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「アンケートと作る資料を考えよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

① 題材名「調べて話そう、生活調査隊」を黒板に書

④指導案では、２つに分かれて活動することになっている。指導

時間が短く設置されている関係からである。時間が許すなら、

どちらの学習もしたいところである。 

⑤次時の予告をする。  

「次の時間は、『調べて話そう、生活調査隊の続き』を学習します。」

＜アンケートをよりよくとる手だて＞ 
 ○アンケート対象者がどのぐらいいるかにもよるが、「イエス・ノー」で答えられたり、一言で回

答できたりするアンケートを作ると集計も楽である。あれこれ聞きたいことも出てくるだろうが、

できるだけ、少ない設問をわかりやすく聞くことが求められる。 



調
べ
て
話
そ
う
、
生
活
調
査
隊 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
４ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            調
べ
る
目
的
と
方
法 

ど
う
調
べ
る 

ど
う
ま
と
め
る 

何
の
た
め
に 

何
を
調
べ
る 



調
べ
て
話
そ
う
、
生
活
調
査
隊 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
４ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            調
べ
る
目
的
と
方
法 

ど
う
調
べ
る 

ど
う
ま
と
め
る 

何
の
た
め
に 

何
を
調
べ
る 

ア
ン
ケ
ー
ト
と
作
る
資
料
を
考
え
よ
う
。

み
ん
な
の
遊
び
が
広
が
る
よ
う
に
家
に
帰
っ

て
か
ら
何
を
し
て
遊
ぶ
か
を
調
べ
よ
う
。 

の
よ
う
に
、
方
向
性
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。 

〇
画
用
紙
に
書
く
。 

〇
遊
び
が
多
い
順
に
表
に
ま
と
め
る
。 

〇
一
つ
ブ
ラ
ン
ク
に
し
て
み
ん
な
に
当
て
て
も
ら
う
。 

な
ど
、
ま
と
め
方
や
発
表
に
し
か
た
の
イ
メ
ー
ジ
を
メ
モ
さ
せ
る
。 

〇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
。
補
習
校
の
友
達
に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
聞
い
て
み

る
。
ほ
か
の
学
年
に
も
聞
く
。
イ
ン
タ
ー
の
友
達
に
も
聞
い
て
、
比
べ
て
み
た

い
。 

の
よ
う
に
、
可
能
性
を
メ
モ
さ
せ
る
。 



７５ 

題 材 名  「調べて話そう、生活調査隊」（第３時／３時間）【話す・聞く】 

目  標  相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意

して話すことができる。（知・技）  

目的を意識して、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比較したり分類したりし

て、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。（思・判・表）  

学習の流れ 

 教師の働きかけ  児童の活動  

２  

分  

３  

分  

 

 

 

 

22 

分  

 

 

 

 

 

 

10 

分  

 

 

６  

分  

 

２  

分  

①題材名「調べて話そう、生活調査隊」を黒板に書く。  

 

②本時の目標を書かせる。声に出して読ませる。  

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。  

・声を合わせて読ませる。  

 

③－１【アンケート作成チーム】  

発表の準備をさせる。  

・相手を見て話したり聞いたりできるようにする  

 

③－２【資料作成チーム】  

アンケートをまとめ、資料を作らせる。  

・わかりやすく、説明しやすい資料を相談しながら作らせる  

 

④発表させる。  

・みんなで協力して作ったので聞き手がいない。先生や校長先

生に来ていただくようにする。または、交代で聞き手になる。

 

⑤今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせる。  

候・察・兆・億・鏡（190 字目／202 字中）  

 

⑥次時の予告をする。  

 

 

②ワークシートに丁寧（１画を

意識して中心線にまっすぐ）

に目標を書く。大きな声でな

くてよいので、ゆっくりと正

しい発音で目標を読む。  

 

③－１【アンケート作成チーム】

例「話すときは、１位を最後に

するとみんなが興味をもつ

よ。理由も伝えよう」  

③－２【資料作成チーム】  

例「みんなに見えるように大き

く書こう」  

 

 

 

 

 

⑤筆順、「とめ・はね・はらい」

を意識して練習する  

指導のポイント 

○学習の進め方に関して  

・④の場面はグループでの活動とする。日本では、このようなグループでの活動が多く出てくる。

グループで協力させ、時間内にわかりやすく作るようにさせる。  

 

 

資料をもとに発表しよう  



７５ 

題 材 名  「調べて話そう、生活調査隊」（第３時／３時間） 

目  標  相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意

して話すことができる。（知・技） 

目的を意識して、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比較したり分類したりし

て、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。（思・判・表） 

領 域 等  B 話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 題材名「調べて話そう、生活調査隊」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。 

「みんなで調べたいことを決めよう。」 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。・声を合わせて読ませる。 

④発表は、結果を伝えるだけでなく、なぜそれを調べたか、なぜ

その質問をしたかなどについても発表する。アンケートの結果

（事実）とそこから生まれた考え（考察）を分けて発表するよ

うにさせる。 

⑤今週の漢字５つから２つ選び、新出漢字の練習をさせ

る。 

＜発表をよりよくする手だて＞ 
 ○小規模の補習校では、だれに向かって話すかが課題となる。聞き手がいれば、話し手の意欲は高ま

り、発表はよりよくなる。発表をよりよくするには、聞き手を育てることが大切である。話の聞き

方は、「上」の教科書で学んだが、４年の最後でもあり、人間関係が醸成されているだろうから、

形にこだわらず、素直な気持ちで聞いてあげることが次につながることを伝えていきたい。 

  
 

 
 

調
べ
て
話
そ
う
、
生
活
調
査
隊 

 

み
ん
な
で
調
べ
た
い
こ
と
を
決
め
よ
う
。 

 

 
 ◎
ど
う
ま
と
め
る
？ 

   

◎
発
表 

   

☆
今
週
の
漢
字 

 
 

字
を
き
れ
い
に
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

☆ 

ひ
つ
じ
ゅ
ん 

 
 
 

☆ 

と
め
・
は
ね
・
は
ら
い 

 

⑥次時の予告をする。  

「次の時間は、『まちがえやすい漢字』を学習します。」



調
べ
て
話
そ
う
、
生
活
調
査
隊 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
５ 

    
 

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            発
表
準
備
、
発
表
し
よ
う 

発
表
で
伝
え
た
い
こ
と 

発
表
準
備 



四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７
５ 

今
週
の
漢
字
（
筆
順
や
中
心
線
を
意
識
し
て
、
練
習
し
よ
う
） 

 

漢
字
（
筆
順
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
を
意
識
し
て
書
く
）  

 
 

練
習
（
文
字
・
じ
ゅ
く
語
・
文
章
） 

◎
学
校
で
は
、
「
漢
字
」
の
部
分
２
文
字
だ
け
書
き
ま
す
。
筆
順
が
難
し
か
っ
た
り
、
形
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
す
る
漢
字

を
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
練
習
と
あ
と
の
３
文
字
は
、
じ
ぶ
ん
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
の
最
後
に
あ
る
「
こ
の

本
で
習
う
漢
字
」
を
見
れ
ば
、
自
分
で
練
習
で
き
ま
す
。 

◎
一
画
、
一
画
、
ゆ
っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。
四
年
生
で
は
、
こ
れ
を
「
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
で
、
字
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
漢
字
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

   

                 れ
い 

れ
い 

 
ぶ
ん
れ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
い
だ
い 

                 

                 

例 

例 
文
例 

算
数
の
例
題
を
解
く 

今週で  

文字／２０２文字中

終了！！！  
がんばれ自分！ 

今週、ていねいに書けた漢字  

文字／  ５文字中

よくやった自分！ 
自分をほめよう。 

家の人にも見せよう。

今週の評価（よくできたら A。めざせ A）

自己評価  A  B  C 

家の人の評価 
A  B  C

家の人からの一言  



調
べ
て
話
そ
う
、
生
活
調
査
隊 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
５ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            発
表
準
備
、
発
表
し
よ
う 

発
表
で
伝
え
た
い
こ
と 

資
料
を
も
と
に
発
表
し
よ
う
。

○
資
料
を
作
る 

〇
話
す
こ
と
を
決
め
る 

な
ど
、
今
日
の
見
通
し
を
メ
モ
さ
せ
る
。 

○
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
遊
び
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

な
ど
、
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
。 

発
表
準
備 



７６ 
題 材 名  「まちがえやすい漢字」（第１時／全１時間） 

目  標  表現したり理解するために必要な語句を増し、また、語句には性質や役割の上で類

別があることを理解する。 

領 域 名   伝統的な言葉文化と国語の特質に関する事項  

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 題材名「まちがえやすい漢字」を黒板に書く。 ・教科書を用意する。 

・本時の目標を知る。 

 

 使い方や読み方をまちがえやすい漢字を正しく 使いましょう  

学習シートに、めあてを書きこませる。  

 

 

展

開 

35

分 

②  同音でも、漢字で書くと異なる意味の言葉になるものがあるこ

とに気づかせる。   

・同時に、文中の意味を考えて適切な漢字を使用しなければいけ

ないことを理解させる。  

③  正しい漢字の使い方を文章の意味を考えて当てはめさせる。 

・着る・切る、円い・丸い、事典・辞典、科学・化学を国語辞典

で調べ、それぞれの言葉を使った文章を作らせる。 

 

④ なじみがあるのに読み間違う言葉を探させる。 

・慣れ親しんでいる漢字なのに読みまちがえやすい言葉を確認さ

せ、いろいろな漢字の読み方があることに関心を持たせる。 

⑤  漢字辞典を使っていろいろな読み方を探させる。 

・４つの言葉には、他にどのような読み方があるか調べる。 

 

・同じ音の言葉があることに気づく

。 

・文中で正しい漢字を使わないとい

けないことに気づく。 

・国語辞典を用いて、８つの言葉を

調べる。意味をワークシートに書

き込み、自分で文を作ってシート 

に書く。発表する。 

・４つの例題を読む。 

・国語辞典を用いて意味を調べる。 

 

・４つの言葉を使って文章を作る。 

終

末

5 

分 

⑥  学校では習わない読み方について調べさせる。 

 ・教科書のＰ１３７以下を読み、漢 末 字の音訓だけではなく、

小学校では習わない読み方があることを知る。 

 

 

 

指導のポイント 

○ 表現したり理解したりするために必要な文字や語句について、辞書を利用して調べる方法を理解し、 調

べる習慣を身につけさせる。 

 

 

 



板書例 

  



 ま ち が え や す い 漢 字  

４ 年  組  氏 名 （           ）  

  目 標    

 国 語 辞 典 で 調 べ ま し ょ う 。  

 漢 字       意 味  こ の 言 葉 を 使 っ た 文 を 書 き ま し ょ う 。  

 米 作  

（ べ い さ く ） 
  

 木 （ こ ） か げ  
 

  

し め り 気 （ け ）  
  

  

羽 音  

（ は お と ）  
  

  辞 書 を 用 い て 次 の 言 葉 の 意 味 を 調 べ 、 文 章 を 作 り ま し ょ う 。  

   言 葉      意 味  文 章  

切 る  
  

着 る  
  

丸 い  
  

円 い  
  

辞 典  
  

事 典  
  

化 学  
  

科 学  
  

    次 の 言 葉 を 使 っ て 文 を 作 り ま し ょ う 。 国 語 辞 典 を 使 い ま し ょ う 。  

          例 文        例 文  

合 う   会 う

 

早 く   速 く

 

感 心   関 心

 

意 外   以 外

 

   他 に も 、 同 じ 音 な の に 違 う 漢 字 の 言 葉 を 見 つ け た ら 、 そ れ を 使 っ た 文 章 を 書 い て み ま し ょ う 。  



  ま ち が え や す い 漢 字  

４ 年  組  氏 名 （           ）  

 

  目 標    な じ み が あ る の に 読 め な い 言 葉 や 読 み 間 違 い や す い 言 葉 を 探 し ま し ょ  

う 。  

 

 国 語 辞 典 で 調 べ ま し ょ う 。  

 漢 字    意 味   こ の 言 葉 を 使 っ た 文 を 書 き ま し ょ う 。  

米 作  

（ べ い さ く ） 
  

 木 か げ  

（ こ ）  
  

 し め り 気  

（ け ）  
  

 羽 音  

（ は お と ）  
  

辞 書 を 用 い て 次 の 言 葉 の 意 味 を 調 べ 、 文 章 を 作 り ま し ょ う 。  

   言 葉      意 味  文 章  

切 る    連 結 し て い る も の を 断 つ 、 離 す 。    髪 の 毛 を 切 る 。  

着 る    身 に つ け る 。 着 用 す る 。    洋 服 を 着 る 。  

丸 い    か ど か ど し く な い 。 穏 や か で あ る 。    丸 く お さ め る 。  

円 い    円 形 で あ る 。 球 形 で あ る 。    部 屋 を 円 く 掃 く 。  

辞 典    言 葉 を 集 め て 配 列 し  意 味 や 用 法 な ど を 解 説 し た 書 物    国 語 辞 典  

事 典     事 物 に 関 す る 知 識 を 集 め て 配 列 し 、 項 目 ご と に 配 列 し た 書 物   百 科 事 典  

化 学    物 質 の 性 質 な ら び に こ れ ら の 物 質 相 互 間 の 反 応 を 研 究 す る 学 問   化 学 薬 品 の 爆 発 が あ っ た 。  

科 学  
  世 界 の 一 部 分 を 対 象 領 域 と す る  

経 験 的 に 論 証 で き る 系 統 的 な 合 理 的 認 識  
  人 工 衛 星 の 打 ち 上 げ は 、 科 学

の 進 歩 に よ る も の だ 。  

   次 の 言 葉 を 使 っ て 文 を 作 り ま し ょ う 。 国 語 辞 典 を 使 い ま し ょ う 。  

    例 文   例 文  

合 う  
 二 つ の も の が ぴ っ た り と 合 う  

会 う  

友 達 と 駅 で 会 う  

早 く  
 早 く サ ン タ が 来 な い か な  

速 く  

ト ン ビ は 速 く 速 く 飛 ん だ  

感 心  
 朝 ５ 時 か ら 勉 強 す る な ん て 感 心 だ  

関 心  

ト ン ボ に 関 心 が あ り ま す 。  

意 外  
 意 外 と 頭 が 固 い ね  以 外  

ん  

鉛 筆 以 外 も っ て き て は い け ま せ  

 

   他 に も 、 同 じ 音 な の に 違 う 漢 字 の 言 葉 を 見 つ け た ら 、 そ れ を 使 っ た 文 章 を 書 い て み ま し ょ う 。  

 



ま
ち
が
え
や
す
い
漢
字 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
６ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            ど
ん
な
と
き
に
使
う
の
か
な 

は
や
く
走
れ
る→

 

戸
が
あ
く→

 

名
札
を
か
え
す→

 

き
か
い
化→

 

英
語
い
が
い→

 

席
が
あ
く→

先
に
か
え
す→

 
き
か
い
を
え
る→

 

は
や
く
治
る→

 

い
が
い
に
近
い→
 

２
意
味
調
べ
・
文
づ
く
り 



ま
ち
が
え
や
す
い
漢
字 

四
年 

 
 

組 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
６ 

    

  今
日
の
学
習(
中
心
線
を
意
識し

き

し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う) 

                            ど
ん
な
と
き
に
使
う
の
か
な 

は
や
く
走
れ
る→

速
く 

戸
が
あ
く→

開
く 

名
札
を
か
え
す→

返
す 

正
し
い
漢
字
を
使
お
う
。 

き
か
い
化→

機
会 

○
米
作
：
米
作
り 

新
潟
は
日
本
で
有
数
の
米
作
地
帯
だ
。 

 

の
よ
う
に
、
「
意
味
」
と
「
短
文
づ
く
り
」
を
書
く
。 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
合
わ
せ
る
と
語
彙
が
広
が
る
。 

英
語
い
が
い→

以
外 

席
が
あ
く→

空
く 

先
に
か
え
す→

帰
す 

き
か
い
を
え
る→

機
会 

は
や
く
治
る→

早
く 

い
が
い
に
近
い→

意
外 

２
意
味
調
べ
・
文
づ
く
り 



７７ 
題 材 名  「初雪のふる日」（第１時／全４時間） 

目  標  ・場面の移り変わりに注意し、登場人物の気持ちの変化や情景を、読み取ることが

できる。 

・考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方に、違いのあることに気づくことが

できる。 

領 域 名   B 読みこと C 書くこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 本単元の目標を知らせる。 ・本単元の目標を知る。 

 

・教師の範読かＣＤを聞く 

 

 安房直子作品のひみつをさぐろう  

・教師が範読する。深い思い入れをせず、ゆっくりと大きな声で読む。

または、ＣＤを聞かせる。 

 

 

 

展

開 

25

分 

 

②初めの感想をノートに書いて、発表する。 

 

③四つの場面に分けて、場面を考えるが、大切な部分は教科書にサイドラ

インを引いたり、ノートに視写させたりして理解を深める手がかりにす

る。 

 

④ 場面毎の様子を考えたり、登場人物の気持ちを考えたりしながら、作

者の気持ちを深く読み取ることを大切にする。 

・短冊に書かかせる。 

 

・ノートに始めの感想を書く

。 

・4つの場面に分けて、大切な

部分には線を引いたり、ノ

ートに写す。 

 

・場面毎の様子を考えたり、

登場人物の気持ちを考え、

短冊に書かせる。 

 

終

末

15 

分 

⑤ 登場人物が出てくるタイミングと、その出てくる理由を考えながら、

作品のひみつに迫るようにする。 

・登場人物の出てくるタイミ

ングとその理由について考

える。 

 

指導のポイント 

○ 場面ごとに情景や人物の気持ちを深く読み取りながら、作者の主題に迫れるようにする。 

○ 作品の書き手の立場や、読む相手の設定を変える工夫を行い、理解を深める。 

 

 

 

 

 

む

初



 
 

短
歌
を
楽
し
も
う 

 
 

 
 

 

安
房
直
子
作
品
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う 

  
 

初
め
の
感
想
を
発
表
し
よ
う
。 

 

四
つ
の
場
面
に
分
け
て
み
よ
う
。 

 

考
え
た
こ
と
を
、
短
冊
に
書
こ
う
。 

 

学
習
問
題
を
考
え
よ
う
。 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 板書例 

 

 

   

 

 

  

  

  

⑤登場人物が出てくるタイミングと、その出

てくる理由を考えながら、作品のひみつに

迫るようにする。 

② 初めの感想をノートに書いて、発表する。 

③ 四つの場面に分けて、場面を考えるが、大切な部分は教科書にサイドラ

インを引いたり、ノートに視写させたりして理解を深める手がかりにす

る。 

④ 場面毎の様子を考えたり、登場人物の気持ちを考えたりしながら、作者

の気持ちを深く読み取ることを大切にする。 

① 本単元の目標を知らせる。 

・教師が範読する。深い思い入れをせず、ゆっくりと大

きな声で読む。または、ＣＤを聞かせる。 



「 初 雪 の ふ る 日 」 を 読 ん で 」                            

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

読 ん で か ら の 自 分 の 気 持 ち を 書 い て み ま し ょ う 。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                         ※ 作 文 用 紙 使 用 が 望 ま し い 。  
 



「 初 雪 の ふ る 日 」 を 読 ん で 」        教 材 見 本               ｗ 77  

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 
 
 
 
   読 ん で か ら の 自 分 の 気 持 ち を 書 い て み ま し ょ う 。 

最 初 、 村 の 一 本 道 を 女 の 子 が ど う し て 歩 い て い る の か な と 思 い ま し た 。 石 け り を 調 子 よ く や っ て 

い た の に 、 粉 雪 が 降 り 始 め て 少 し 心 配 に な り ま し た 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                         ※ 作 文 用 紙 使 用 が 望 ま し い 。  
 
 



７８ 
題 材 名  「初雪のふる日」（第２時／全４時間） 

目  標  ・場面の移り変わりに注意し、登場人物の気持ちの変化や情景を、読み取ることが

できる。 

・考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方に、違いのあることに気づくことが

できる。 

領 域 名   B 読むこと C 書くこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

①本時のめあてを知らせる。  

 場面ごとに中心となる課題を発表し合おう  

 

 

 

展

開 

35

分 

②  音読させる。 

 

③ 場面分けをどうするか考えさせる。 

  

④ 場面ごとに中心となる課題を発表し合おう。 

・全体は大きく分けて四場面になるが、学習課題として考えたい

ものを場面ごとに分けて書かせる。  

 

⑤ なぜ、女の子が石けりをするようになったのかを考えさせる。 

 

⑥ うさぎの列から出られない時の女の子の気持ちを考えさせる。 

・音読する。 

 

・四つの場面に分ける。 

 

・学習課題として考えたいものを場

面ごとに分けて書く。 

・場面ごとに中心となる課題を決め

る。 

・登場人物の気持ちを読み取る。 

終

末

5 

分 

⑦ 次時の予告をする。  

 

指導のポイント 

○ 場面ごとに情景や人物の気持ちを深く読み取りながら、作者の主題に迫れるようにする。 

○ 作品の書き手の立場や、読む相手の設定を変える工夫を行い、理解を深める。 

 

 

 

 

 

 



 
 

短
歌
を
楽
し
も
う 

 
 

 
 

 

場
面
ご
と
に
中
心
と
な
る
課
題
を
発
表
し
合
お
う 

  
 

課
題
と
し
て
考
え
た
理
由 

 

な
ぜ
、
女
の
子
が
石
け
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か 

 

う
さ
ぎ
の
列 

 

出
ら
れ
な
く
な
っ
た 

 
女
の
子
の
気
持
ち 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 板書例 

 

 

   

 

 

  

  

⑦ 次時の予告をする。 

②音読させる。 

③場面分けをどうするか考えさせる。 

④場面ごとに中心となる課題を発表し合おう。 

・全体は大きく分けて四場面になるが、学習課題として考えたいものを場

面ごとに分けて書かせる。  

⑤なぜ、女の子が石けりをするようになったのかを考えさせる。 

⑥ うさぎの列から出られない時の女の子の気持ちを考えさせる。

① 本時のめあてを知らせる。 

場面ごとに中心となる課題を発表し合おう



「 初 雪 の ふ る 日 」 を 読 ん で  ２                                    
       四 年    組 氏 名 （          ）  
 
 

 場 面             中 心 場 面  

 
 
 

  一  

 

 

 

 
 
 

   二  

 

 

 

 
 
 

   三  

 

 

 

 
 
 

   四  

 

 

 

 
 



「 初 雪 の ふ る 日 」 を 読 ん で ２       教 材 見 本                

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 
 
 

 場 面             中 心 場 面  

 
 
 

  一  

 最 初 、 村 の 一 本 道 を 女 の 子 が 歩 い て い ま し た 。  

 石 け り を 調 子 よ く や っ て い た の に 、 粉 雪 が 降 り 始 め て 少 し 心 配 に な り ま し た 。  

 

 
 
 

   二  

 後 ろ か ら 、 白 い う さ ぎ が 続 い て き て 、 そ の 列 の 中 に 入 っ て し ま っ た 。  

 女 の 子 が 心 配 。  

 

 
 
 

   三  

 

 

 

 
 
 

   四  

 

 

 

 
 
 
 



７９ 
題 材 名  「初雪のふる日」（第３時／全４時間） 

目  標  ・場面の移り変わりに注意し、登場人物の気持ちの変化や情景を、読み取ることが

できる。 

・考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方に、違いのあることに気づくことが

できる。 

領 域 名   B 読むこと C 書くこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 本時のめあてを知らせる。 ・本時のめあてを知る。 

 作者がこの作品を通じて伝えたかったことを考えよう  

 

 

 

展

開 

25

分 

② 音読させる。  

 

③ おばあさんの存在と、うさぎの列から離れられた訳を考えさせる。

  

④  町の人たちに親切にされた時の気持ちを、読み取らせる。 

 

 

・音読する。 

・場面ごとに中心となる課題を決

める。 

・登場人物の気持ちを読み取る。

終

末

15 

分 

⑤  作者がこの作品を通じて伝えたかったことを、考えさせる。  ・作者がこの作品を通じて伝えた

かったことを読みとる。 

 

指導のポイント 

○ 場面ごとに情景や人物の気持ちを深く読み取りながら、作者の主題に迫れるようにする。 

○ 作品の書き手の立場や、読む相手の設定を変える工夫を行い、理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

短
歌
を
楽
し
も
う 

 
 

 
 

 

作
者
が
こ
の
作
品
を
通
じ
て
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を
考
え
よ
う 

 

 
 

お
ば
あ
さ
ん
の
存
在 

 

う
さ
ぎ
の
列
か
ら
離
れ
ら
れ
た
訳
を 

 

町
の
人
た
ち
に
親
切
に
さ
れ
た
時
の
気
持
ち 

  

作
者
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と 

板書例 

   

 

 

 

 

 

 

 

 板書例 

 

 

   

 

 

  

⑤ 作者がこの作品を通じて伝えたかったことを、

考えさせる。  

② 音読させる。  

③ おばあさんの存在と、うさぎの列から離れられた訳を考えさせる。 

④ 町の人たちに親切にされた時の気持ちを、読み取らせる。 

① 作者がこの作品を通じて伝えたかったこと

を考えよう。 



「 初 雪 の ふ る 日 」 を 読 ん で  ３                                     
      四 年    組 氏 名 （          ）  
 
 

 場 面             中 心 場 面  

 
 
 

  一  

 

 

 

 
 
 

   二  

 

 

 

 
 
 

   三  

 

 

 

 
 
 

   四  

 

 

 

 
 



「 初 雪 の ふ る 日 」 を 読 ん で ３        教 材 見 本                

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 
 
 

 場 面             中 心 場 面  

 
 
 

  一  

 最 初 、 村 の 一 本 道 を 女 の 子 が 歩 い て い ま し た 。  

 石 け り を 調 子 よ く や っ て い た の に 、 粉 雪 が 降 り 始 め て 少 し 心 配 に な り ま し た 。  

 

 
 
 

   二  

 後 ろ か ら 、 白 い う さ ぎ が 続 い て き て 、 そ の 列 の 中 に 入 っ て し ま っ た 。  

 女 の 子 が 心 配 。  

 

 
 
 

   三  

 お ば あ さ ん の 話 を 思 い 出 し て 、 自 分 が う さ ぎ 達 に さ ら わ れ て い く こ と が 、 わ か  

 っ て し ま う 。 逃 げ ら れ な い 女 の 子 が 心 配 。  

 

 
 
 

   四  

 お ば あ さ ん に 助 け を 呼 ん だ 。 ヨ モ ギ の 葉 が 女 の 子 を 助 け た 。 知 ら な い 町 の 人 達  

 の 親 切 。 助 か っ た 。 よ か っ た ～ 。  

 

 
 
 
 



８０ 
題 材 名  「初雪のふる日」（第４時／全４時間） 

目  標  ・場面の移り変わりに注意し、登場人物の気持ちの変化や情景を、読み取ることが

できる。 

・考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方に、違いのあることに気づくことが

できる。 

領 域 名   B 読むこと C 書くこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

① 本時のめあてを知らせる。 ・本時のめあてを知る。 

 ほかの安房直子作品を選んで読もう  

 

 

 

展

開 

25

分 

②  四年生で出てきた物語文の一つ一つの作品を、考えさせる。 

 

③ ほかの安房直子作品を、選んで読ませる。  

 

④ 安房直子作品を読んで、読後感とそう感じた理由をグループで話し

合わせる。 

 

・4年生で学習した物語文を振り

返る。 

・安房直子作品を読む。 

 

・安房直子作品を読んで、読後感

とそう感じた理由をグルー プ

で話し合う。 

 

終

末

15 

分 

⑤ 学習を振り返り、単元全体の感想として今の考えや、安房直子さん

への気持ちをまとめさせ、安房直子さんに手紙を書く。 

・安房直子さんに手紙を書く。 

 

指導のポイント 

○ 場面ごとに情景や人物の気持ちを深く読み取りながら、作者の主題に迫れるようにする。 

○ 作品の書き手の立場や、読む相手の設定を変える工夫を行い、理解を深める。 
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板書例 

   

 

 

 

 

 

 

 

 板書例 

 

 

   

 

⑤ 学習を振り返り、単元全体の感想として今の考えや、安

房直子さんへの気持ちをまとめさせ、安房直子さんに手紙を

書く。 

① 四年生で出てきた物語文の一つ一つの作品を、考えさせる。 

②ほかの安房直子作品を、選んで読ませる。  

③安房直子作品を読んで、読後感とそう感じた理由をグループで話し合わせる。 

①本時のめあてを知らせる。 

ほかの安房直子作品を選んで読もう 



「 初 雪 の ふ る 日 」 を 読 ん で ４                            

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 

  安 房 直 子 さ ん へ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



「 初 雪 の ふ る 日 」 を 読 ん で ４        教 材 見 本                

                四 年    組 氏 名 （          ）  
 
 

  安 房 直 子 さ ん へ  
 

 初 雪 の ふ る 日 を 読 み ま し た 。  

 最 初 は 楽 し そ う だ っ た け ど 、 白 い う さ ぎ が 続 い て き て 、 さ ら わ れ そ う に な っ た と き は 、  

 大 変 、 心 配 に な り ま し た 。  

 お ば あ ち ゃ ん の 話 と 、 ヨ モ ギ の 葉 が 出 て き た と き は 、 助 か っ た と 思 い ま し た 。  

 す ご く お も し ろ い の で 、 他 の 安 房 直 子 さ ん の 作 品 も 読 ん で み た く な り ま し た 。  

 「 風 と 木 の 歌 」 や 「 遠 い 野 ば ら の 村 」 を 読 ん で み た い と 思 い ま す 。  

 読 み 終 わ っ た ら 、 ま た お 便 り し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 
 
 


